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Ⅰ. 調査概要 

1. 目的 

2018～2020 年度の介護保険のサービス量の見込みや、介護保険料等について定める「第７期町田市介

護保険事業計画」策定の基礎資料として、高齢者やその家族、介護サービス事業者の状況やニーズを把

握し、計画に反映させることを目的に実施した。 

 

2. 調査期間 

 平成 28年 11月～平成 29年３月 

 

3. 調査方法 

・市民向け郵送調査、事業所郵送調査・・・郵送法（郵送による調査票の配布・回収） 

・在宅介護実態調査・・・・・・・・・・・聞き取り調査 

 

4. 調査対象 

 本調査は、以下の調査対象に実施した。 

図表 対象者及び対象数、抽出方法 

 
調査名称 目的 対象 

調査 

発送数 
対象抽出方法 

市
民
向
け
郵
送
調
査 

介護予防・ 

日常生活圏域 

ニーズ調査 

【国指定】 

新しい総合事業の進捗

管理や事業評価を実

施するために必要な地

域診断を行うこと。 

一般 

高齢者 
2,400 

65 歳以上の市民から要支援・要介護者を除

き無作為抽出 

要支援 1 420 要支援の認定を受けている65歳以上の市民

（施設入所者も含む）から無作為抽出 要支援 2 280 

市独自 

市民ニーズ 

調査 

国指定調査対象外の

市民ニーズを把握し、

次期計画の策定に反

映すること。 

要介護 

1～5 
1,220 

要介護の認定を受けている65歳以上の市民

（施設入所者も含む）から無作為抽出 

特養 

待機者 
180 

65 歳以上の市民で、特別養護老人ホームへ

の入所申込者から無作為抽出 

市
民
向
け 

聞
き
取
り
調
査 

在宅介護 

実態調査 

【国指定】 

調査結果と認定データ

を結び付けて分析し、

在宅生活の継続、介護

者の就労継続に係る施

策に反映すること。 

認定調査

（更新）を

受ける在

宅生活の

方 

600 

（目標回

収数） 

実施期間中に要支援・要介護認定調査（更

新）を受ける在宅生活者 

事
業
所 

郵
送
調
査 

事業所調査 

市内関係事業所のニ

ーズ、意見を聴取し、

次期計画の策定に反

映すること。 

市内介護

保険事業

所 

530 市内で介護保険サービスを提供する事業所 
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5. 回収数 

 回答数、回答率は以下のとおりである。 

図表 回答数・回答率 

 
対象 発送数 回収計 無効 有効票 

有効 

回収率 

市
民
向
け
郵
送
調
査 

一般高齢者 2,400 1,469 14 1,455 60.6％ 

要支援 1 420 278 11 267 63.6％ 

要支援 2 280 169 8 161 57.5％ 

要介護 1～5 1,220 524 25 499 40.9％ 

特養待機者 180 89 3 86 47.8％ 

在宅介護実態調査 
600 

（目標回収数） 
589 0 589 98.2％ 

事業所調査 530 357 0 357 67.4％ 
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6. 調査内容一覧 

(1) 市民調査 

 

分類 1：基本属性及び生活状況、2：地域包括ケアと地域マネジメント、3：生活支援・介護予防、4：医療・介護連携、 

    5：認知症支援、6：介護サービスの充実・整備、7：その他 

 

設 問 
①一般、 

 要支援 1・2 
②要介護１～5 ③特養待機者 分類 

調査票の記入者 ○ ○ ○ 1 

記入者の続柄（複数回答）【ベース： ご家族が記入】 ○ ○ ○ 1 

現在の居場所   問 1 問 1 1 

性別 問 1(1)  問 2（1） 問 2（1） 1 

年齢 問 1(2)  問 2（2） 問 2（2） 1 

居住地域 問 2  問 3 問 3 1 

家族構成 問 3  問 4 問 4 1 

日中、一人になることがある 問 4 問 5 問 5 1 

普段の生活で介護・介助の状況 問 5 問 6 問 6 1 

要介護認定状況【ベース：介護・介助必要あり】 付問 5-1 付問 6-1  付問 6-1  1 
介護・介助が必要になった主な原因（複数回答） 

【ベース：介護・介助必要あり】 
付問 5-2  付問 6-2  付問 6-2  1 

主に介護・介助をしてくれる人（複数回答） 

【ベース：介護・介助必要あり】 
付問 5-3  付問 6-3  付問 6-3  1 

現在の経済的な暮らしの状況 問 6 問 7 問 7 1 

住居形態 問 7 問 8 問 8 1 

今後５年以内に住み替えたい考えの有無 問 8 問 9 問 9 1 

日常的な情報入手手段（複数回答） 問 9 問 10 問 10 1 

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っている 問 10(1)      3 

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっている 問 10(2)      3 

15分位続けて歩いている 問 10(3)      3 

過去１年間に転んだ経験 問 10(4)      3 

転倒に対する不安 問 10(5)      3 

週に１回以上は外出している 問 10(6)      3 

昨年と比べた外出回数 問 10(7)      3 

外出を控えている 問 10(8)      3 
外出を控えている理由（複数回答） 

【ベース：外出を控えている】 
付問 10(8)-1      3 

外出する際の移動手段（複数回答） 問 10(9)     3 

身長 問 11(1)     3 

体重 問 11(1)     3 

半年前に比べて固いものが食べにくくなった 問 11(2)      3 

お茶や汁物等でむせる 問 11(3)      3 
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分類 1：基本属性及び生活状況、2：地域包括ケアと地域マネジメント、3：生活支援・介護予防、4：医療・介護連携、 

    5：認知症支援、6：介護サービスの充実・整備、7：その他 

 

設 問 
①一般、 

 要支援 1・2 
②要介護１～5 ③特養待機者 分類 

口の渇きが気になる 問 11(4)      3 

歯磨きや入れ歯の手入れを毎日している 問 11(5)      3 

歯の数と入れ歯の利用状況 問 11(6)      3 

噛み合わせは良い 問 11(7)      3 

６か月間で２～３kg以上の体重減少 問 11(8)      3 

どなたかと食事をともにする機会 問 11(9)      3 

もの忘れが多いと感じる 問 12(1)  問 11(1) 問 11(1) 3 

自分で電話番号を調べて、電話をかけることをする 問 12(2)  問 11(2) 問 11(2)  3 

今日が何月何日かわからない時がある 問 12(3)  問 11(3) 問 11(3)  3 

バスや電車を使って 1人で外出している 問 12(4)      3 

自分で食品・日用品の買物をしている 問 12(5)      3 

自分で食事の用意をしている 問 12(6)      3 

自分で請求書の支払いをしている 問 12(7)      3 

自分で預貯金の出し入れをしている 問 12(8)      3 

年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書ける 問 12(9)      3 

健康についての記事や番組に関心がある 問 12(10)      3 

趣味や生きがいはあるか 問 12(11)      3 

地域活動 参加頻度 問 13(1)      3 

地域活動 参加者としての参加意向 問 13(2)      3 

地域活動 世話役としての参加意向 問 13(3)      3 

心配事や愚痴を聞いてくれる人（複数回答） 問 14(1)      3 

反対に心配事や愚痴を聞いてあげる人（複数回答） 問 14(2)      3 
あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてく

れる人（複数回答） 
問 14(3)      3 

反対に、（あなたが）看病や世話をしてあげる人（複数回答） 問 14(4)      3 
家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する相手（複

数回答） 
問 14(5)      3 

友人・知人と会う頻度 問 14(6)      3 

この１か月間にあった友人・知人の人数 問 14(7)      3 

よく会う友人・知人との関係（複数回答） 問 14(8)      3 

現在の健康状態 問 15(1)      3 

現在の幸福度 問 15(2)      3 

この 1か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになった 問 15(3)      3 
この 1か月間、物事に対して興味がわかない、心から楽しめない

感じがよくあった 
問 15(4)      3 

飲酒頻度 問 15(5)     3 
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分類 1：基本属性及び生活状況、2：地域包括ケアと地域マネジメント、3：生活支援・介護予防、4：医療・介護連携、 

    5：認知症支援、6：介護サービスの充実・整備、7：その他 

 

設 問 
①一般、 

 要支援 1・2 
②要介護１～5 ③特養待機者 分類 

喫煙頻度 問 15(6)      3 

５分前のことが思い出せる   問 11(4)  問 11(4)  5 
その日の活動（食事をする、衣服を選ぶなど）を自分で判断

できる 
  問 11(5)  問 11(5)  5 

人に自分の考えをうまく伝えられる   問 11(6) 問 11(6) 5 

現在治療中、または後遺症のある病気（複数回答） 問 15(7)  問 11(7)  問 11(7)  3 
地域包括ケアシステムの実現のために、「特に重要な役割を

持つキーワード」（複数回答） 
問 16  問 12 問 12 2 

高齢者支援センターは行きやすいところにある 問 17  問 13 問 13 2 

自宅での介護を支える包括的なサービスの利用意向 問 18  問 18  問 18   6 
虐待を受けたとき、または高齢者の虐待を見たとき、相談できる

場所を知っている 
  問 14  問 14 5 

自分のもの忘れの多さに不安を感じたときの対応（複数回答） 問 19  問 15  問 15  2 
自分のもの忘れの多さに不安を感じたときに、何もしない理

由（複数回答）【ベース：認知症初期対応なし】 
  付問 15-1  付問 15-1  5 

介護保険の在宅サービス種類ごとの現在の利用状況（複数回

答） 
  問 16 問 16 5 

現在利用している介護保険の在宅サービスの満足度【ベー

ス：利用者】 
  問 16 問 16 6 

認知症の症状のために、次のサービス等の利用を断られたこ

と（複数回答） 
問 20  問 17 問 17 6 

容態が急変する恐れのある疾患 問 21  問 20  問 20  5 

受けている医療（医療処置・服薬・リハビリ）（複数回答） 問 22  問 21 問 21 4 

訪問診療（訪問看護を含む）の回数 問 23  問 22  問 22  4 
病気やケガで長期の治療、療養が必要になった場合、在宅医

療を希望するか 
問 24  問 23  問 23  4 

在宅医療について不安に感じること（複数回答） 問 25  問 24  問 24  4 

これからの介護について、どのような形が望ましいか 問 26  問 19 問 19 4 

将来、自分の最期はどこで迎えたいか 問 27  問 25  問 25  6 

特別養護老人ホームに申込んだ主な理由     問 26  2 

特別養護老人ホームの入所を希望する理由（複数回答）     問 27  2 

申込んだ施設からの入所通知が来た場合の対応     問 28  6 
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分類：在宅介護実態調査 

 

設問 A票（認定調査員が、概況調査等と並行して記載する項目） 

聞き取りを行った相手（複数回答） 

問 1 世帯類型 

問 2 家族・親族からの介護の頻度 

問 3 主な介護者【ベース：家族・親族からの介護あり】 

問 4 主な介護者の性別【ベース：家族・親族からの介護あり】 

問 5 主な介護者の年齢【ベース：家族・親族からの介護あり】 

問 6 主な介護者が行っている介護の内容（複数回答）【ベース：家族・親族からの介護あり】 

問 7 介護を主な理由として過去 1年間で仕事を辞めた家族や親族の有無（複数回答） 

【ベース：家族・親族からの介護あり】 

問 8 現在利用している介護保険サービス以外の支援・サービス（複数回答） 

問 9 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（複数回答） 

問 10 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況 

問 11 本人が、現在抱えている傷病（複数回答） 

問 12 訪問診療の利用状況 

問 13 住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の介護保険サービスの利用状況 

問 14 介護保険サービスを利用していない理由（複数回答）【ベース：介護保険サービス利用なし】 

設問 B票（主な介護者もしくは本人に回答いただく項目） 

問 1 主な介護者の現在の勤務形態【ベース：家族・親族からの介護あり】 

問 2 主な介護者は、介護にあたり働き方の調整等をしているか【ベース：介護者は勤労者】 

問 3 主な介護者が仕事と介護を両立するのに効果があると思われる勤め先からの支援 

（3つまで選択可）【ベース：介護者は勤労者】 

問 4 主な介護者は今後も働きながら介護を続けていけそうか【ベース：介護者は勤労者】 

問 5 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者が不安に感じる介護（3つまで選択可） 
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(2) 事業所調査 

 

 

 

 

 

 

設 問 

問 1 所在地【共通】 

問 2 組織形態【共通】 

問 3 事業所種類（宛名記載サービス種別）【共通】 

問 3 事業形態別【共通】 

問 4 定員、平均利用者数／日（平均値）【ベース：CM、居サ、施設】 

＊定員【ベース：CM、居サ、施設】 

＊平均利用者数【ベース：CM、居サ、施設】 

問 4 2016年 12月の利用者数（市民）【ベース：CM、居サ、施設】 

問 4 2016年 12月の利用者数（市民以外）【ベース：CM、居サ、施設】 

問 4 2016年 12月の利用者数（合計）【ベース：CM、居サ、施設】 

問 5 特養で退所者が出た場合、すぐに次の入所者が見つかるか【ベース：特養】 

付問 5-1 入所を断られたときの主な理由（複数回答）【ベース：入所者が見つからない、苦労している】 

問 6 町田市におけるサービスの充足度【共通】 

問 7 貴事業所での、昨年度の決算状況【ベース：CM、居サ、施設】 

問 8 事業運営の課題についての考え（複数回答）【共通】 

問 9 貴法人での、今後 3年間の事業展開についての考え【共通】 

問 10 下記サービスへの町田市での参入意向【共通】 

問 11 ＜認知症高齢者グループホーム＞利用検討・利用状況【ベース：CM、支セ】 

問 11 ＜認知症高齢者グループホーム＞理由（複数回答）【ベース：検討したことがない、利用に至らなかった】 

問 11 ＜認知症対応型デイサービス＞利用検討・利用状況【ベース：CM、支セ】 

問 11 ＜認知症対応型デイサービス＞理由（複数回答）【ベース：検討したことがない、利用に至らなかった】 

問 11 ＜定期巡回・随時対応型訪問介護看護＞利用検討・利用状況【ベース：CM、支セ】 

問 11 ＜定期巡回・随時対応型訪問介護看護＞理由（複数回答）【ベース：検討したことがない、利用に至らなかった】 

問 11 ＜（看護）小規模多機能型居宅介護＞利用検討・利用状況【ベース：CM、支セ】 

問 11 ＜（看護）小規模多機能型居宅介護＞理由（複数回答）【ベース：検討したことがない、利用に至らなかった】 

問 12 要支援者に対し、下記のサービスはどの程度有効か【ベース：居サ】 

問 13 今後も継続して要支援者の受入れを考えているか【ベース：居サ】 

問 14 貴事業所は必要とする職員数を常時確保できているか【共通】 

問 15 職員の確保の方法（複数回答）【共通】 

問 16 過去 1年間における職員の採用・離職状況（平均値）【共通】 

※事業所マーク 

【共通】全事業所     【支セ】高齢者支援センター     【CM】居宅介護支援事業所 

【居サ】居宅サービス（訪問介護、通所介護、特定施設等）※地域密着型を含む 

【施設】介護３施設（特養・老健・療養型）※地域密着型特養を含む 【特養】特養※地域密着型特養を含む  
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設 問 

問 17 職員の新規雇用拡大のために、今後の方策の計画・検討（複数回答）【ベース：居サ、施設】 

問 18 過去 1年間に離職した職員の退職理由（複数回答）【共通】 

問 19 職員の定着促進のために、どのような取り組みを行っているか（複数回答）【共通】 

問 20 町田市介護人材開発センターを知っているか【共通】 

問 21 地域包括ケアシステムの推進に向けた、今後、強化するべきと思う取り組み（複数回答）【共通】 

問 22 次のうち、他事業所と連携して取り組んでいること（複数回答）【共通】 

問 23 医療ニーズがある方への対応の課題（複数回答）【共通】 

問 24 看取り対応をしているか【ベース：居サ、施設】 

問 25 医療機関と連携して取り組んでいること（複数回答）【共通】 

問 26 ケアプラン作成に、地域の資源を実際に盛り込み、活用した経験【ベース：CM、支セ】 

付問 26-1 実際に活用した地域資源（複数回答）【ベース：地域資源の活用経験あり】 

問 27 この１年間で、認知症症状を理由に受け入れができなかったケースの有無【ベース：居サ、施設】 

付問 27-1 次の認知症の行動・心理症状からあてはまるもの（複数回答）【ベース：受入れができなかったケースあり】 

付問 27-2 認知症症状の受け入れにどのように対応しているか（複数回答）【ベース：受入れができなかったケースなし】 

問 28 この１年間で、認知症症状を理由に受け入れを断られたケースへの対応（複数回答）【ベース：CM、支セ】 

問 29 BPSDが顕著に見られる利用者への対応行動・心理症状（複数回答）【ベース：居サ、施設】 

問 30 下記の災害を想定した訓練で実施しているもの（複数回答）【共通】 

問 31 危機管理に係る計画を策定しているか【共通】 

問 32 事業所として高齢者虐待研修を実施しているか【ベース：CM、居サ、施設】 

問 33 サービス利用者から介護保険料について受ける質問【共通】 

問 34 町田市に対し、望むこと（複数回答）【共通】 

問 21 地域包括ケアシステムの推進に向けた、今後、強化するべきと思う取り組み（複数回答）【共通】 

問 22 次のうち、他事業所と連携して取り組んでいること（複数回答）【共通】 

 

 

  

※事業所マーク 

【共通】全事業所     【支セ】高齢者支援センター     【CM】居宅介護支援事業所 

【居サ】居宅サービス（訪問介護、通所介護、特定施設等）※地域密着型を含む 

【施設】介護３施設（特養・老健・療養型）※地域密着型特養を含む 【特養】特養※地域密着型特養を含む  
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7. 報告書の見方 

 

●集計表における回答率の割合は、小数点第 2位を四捨五入して算出しているため、回答率を合計して

も 100.0％にならない場合がある。 

 

●回答率は、その設問の回答者数（集計表では「全体（n）」と記載）を母数として算出している。その

ため、複数回答の設問では、全ての回答率を合計すると 100.0％を超えることがある。 

 

●数表の上段は、原則として、人数や件数、下段は割合（％）である。 

 

●回答により付問に流れ、集計母数が絞り込まれる場合は、“【ベース】”として集計対象条件を記して

いる（例：【ベース：介護・介助必要あり】）。 

 

●各回答結果について、基本的に「％」でコメントしているが、傾向を分析する上で十分とはいえない

25サンプル未満の結果では、参考値として「人数・件数」でのコメントとしている。 

 

●クロス集計をかける側の「無回答」については掲載割愛とした。 
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Ⅱ. 市民ニーズ調査 

1. 基本属性及び生活状況 

 

(1) 調査票の記入者 

調査票を記入されたのはどなたですか。○を付けてください。 

 

 一般高齢者の記入者は「ご本人」が 90.6％、「ご家族」が 6.2％となっている。要支援 1・2では、記

入者は「ご本人」が 83.2％、「ご家族」が 10.3％である。要介護 1～5では「ご本人」は 30.3％にとどま

り、「ご家族」が 64.5％、また、特養待機者の記入者は「ご家族」が 77.9％に達している。 

 

 

図表：調査票の記入者（4 調査共通） 

 

 

 ご家族が記入しているケースでは、その続柄については、一般高齢者は 74.4％が「配偶者」であるが、

以外の 3種類の調査では「子」が半数を上回っており、要支援 1・2で 63.6％、要介護合計 1～5で 62.4％、

特養待機者で 56.7％となっている。 

 

図表：記入者の続柄【ベース：ご家族が記入】（4 調査共通） 

 

  

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

ご本人

90.6

83.2

30.3

18.6

ご家族

6.2

10.3

64.5

77.9

その他（友人知人、

訪問介護員 等）

0.5

2.6

1.2

無回答

3.2

6.1

2.6

2.3

(%)

一般高齢者（n=90）

要支援1・2（n=44）

要介護1～5（n=322）

特養待機者（n=67）

配偶者

74.4

29.5

30.4

37.3

子

21.1

63.6

62.4

56.7

孫

1.1

1.2

1.5

兄弟姉妹

3.3

3.4

3.0

親

1.1

4.5

0.6

親戚

1.9

1.5

無回答

2.2

2.3

1.2

(%)
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(2) 現在の居場所 

要介護：問 1、特養待機者：問 1 

問 1 あなた（あて名の方）は、現在どちらにいますか。（○は１つ） 

 

 要介護 1～5 では、「自宅」が 65.5％、「施設」が 23.4％、「病院」が 7.7％となっている。特養待機者

でも「自宅」が 67.7％などとなっており、要介護 1～5と特養待機者で大きな差は見られない。 

 

図表：現在の居場所（要介護 1～5、特養待機者） 

 

 

(3) 性別・年齢 

一般・要支援：問 1、要介護：問 2、特養待機者：問 2 

あなた（あて名ご本人）の性別・年齢をお選びください。 

 

 一般高齢者では「男性」（64.0％）が「女性」（34.2％）より多く、要支援 1・2では女性（63.6％）が

多くなっている。要介護 1～5と特養待機者では男性に比べ女性がやや多く 5割強である。 

図表：性別 

 

 

①一般高齢者 

 「65～69歳」が 24.9％、「70～74歳」が 22.2％、これらを合わせ前期高齢者が半数近い 47.1％である。

女性に比べ男性で前期高齢者の割合が高い。 

 

図表：性別・年齢（一般高齢者） 

  

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

自宅

65.5

67.7

52.3

施設

23.4

21.8

32.6

病院

7.7

6.6

14.0

その他

1.4

1.6

無回答

2.1

2.2

1.2

(%)

一般高齢者(n=1,455)

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

男性

64.0

34.6

44.5

44.2

女性

34.2

63.6

52.7

54.7

無回答

1.8

1.9

2.8

1.2

(%)

TOTAL（n=1455）

男性（n=931）

女性（n=498）

65～69歳

24.9

26.4

23.1

70～74歳

22.2

22.6

22.5

75～79歳

28.0

28.2

27.3

80～84歳

16.6

16.2

17.7

85～89歳

6.5

5.7

7.6

90～94歳

1.0

0.6

1.8

95～99歳

0.1

0.1

100歳以上 無回答

0.7

0.1

(%)
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②要支援 1・2 

 「65～69歳」が 2.8％、「70～74歳」が 7.5％、これらを合わせ前期高齢者の割合は一般高齢者の場合

より低く 10.3％にとどまる。要介護「80～84 歳」が 32.0％、「85～89 歳」が 28.7％と、80 歳台が 6 割

を上回っている。 

図表：性別・年齢（要支援 1・2） 

 

 

③要介護 1～5 

 「65～69 歳」が 5.0％、「70～74 歳」が 6.6％、これらを合わせ前期高齢者は要支援 1・2 の場合と同

等の 11.6％である。後期高齢者の中では要支援 1・2 の場合に比べ、より高齢の人が多く、「90～94 歳」

が 19.0％、「95歳以上」が 6.0％などとなっている。 

 

図表：性別・年齢（要介護 1～5） 

 

 

④特養待機者 

 「65～69歳」が 2.3％、「70～74歳」が 8.1％、これらを合わせ前期高齢者は 10.4％である。 

図表：性別・年齢（特養待機者） 

 

  

TOTAL（n=428）

男性（n=148）

女性（n=272）

65～69歳

2.8

4.1

2.2

70～74歳

7.5

8.1

7.4

75～79歳

15.2

13.5

16.2

80～84歳

32.0

31.1

32.4

85～89歳

28.7

28.4

29.8

90～94歳

10.5

11.5

9.9

95～99歳

2.1

2.7

1.8

100歳以上 無回答

1.2

0.7

0.4

(%)

TOTAL（n=499）

男性（n=222）

女性（n=263）

65～69歳

5.0

9.0

1.5

70～74歳

6.6

10.4

3.8

75～79歳

14.8

21.2

9.5

80～84歳

21.8

26.6

18.3

85～89歳

24.2

18.0

30.8

90～94歳

19.0

11.3

25.9

95～99歳

6.0

2.7

9.1

100歳以上

0.6

0.5

0.8

無回答

1.8

0.5

0.4

(%)

TOTAL（n=86）

男性（n=38）

女性（n=47）

65～69歳

2.3

5.3

70～74歳

8.1

10.5

6.4

75～79歳

17.4

28.9

8.5

80～84歳

16.3

26.3

8.5

85～89歳

17.4

15.8

19.1

90～94歳

26.7

10.5

40.4

95～99歳

7.0

12.8

100歳以上

3.5

2.6

4.3

無回答

1.2

(%)
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(4) 居住地域 

一般・要支援：問 2、要介護：問 3、特養待機者：問 3 

あなたは、どちらの地域にお住まいですか。次の４つから選んで○をつけてください。（○は１つ） 

 

 各調査の回答者の居住地域は下図のとおりである。 

 

図表：現在の居場所（4 調査共通） 

 

 

(5) 家族構成 

一般・要支援：問 3、要介護：問 4、特養待機者：問 4 

家族構成をお教えください。（○は１つ） 

 

 一般高齢者では「1 人暮らし」が 23.6％である。「夫婦 2 人暮らし（配偶者 65 歳以上）」は 36.2％、

「夫婦 2人暮らし（配偶者 64歳以下）」は 5.9％、両者を合わせ「夫婦 2人暮らし」が 42.1％、「息子・

娘との 2世帯」が 17.7％となっている。 

 要支援 1・2 では「1 人暮らし」が 49.1％と他の調査に比べ非常に高い。要介護 1～5 および特養待機

者では、「息子・娘との 2世帯」が 3割を超えている。 

 

図表：家族構成（4 調査共通） 

 
 

  

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

堺・忠生

23.2

25.5

23.2

19.8

鶴川

25.7

25.2

25.5

25.6

町田

25.9

23.4

24.4

27.9

南

24.3

25.2

25.1

25.6

無回答

1.0

0.7

1.8

1.2

(%)

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

1人暮らし

23.6

49.1

23.8

24.4

夫婦2人暮らし

(配偶者65歳以上)

36.2

20.3

23.4

18.6

夫婦2人暮らし

(配偶者64歳以下)

5.9

0.5

1.8

息子・娘との２世帯

17.7

19.9

30.1

33.7

その他

15.3

8.2

18.4

19.8

無回答

1.3

2.1

2.4

3.5

(%)
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(6) 日中独居 

一般・要支援：問 4、要介護：問 5、特養待機者：問 5 

日中、一人になることがありますか。（○は１つ） 

 

 日中、一人になることが「よくある」は、一般高齢者で 48.2％、要支援 1・2 で 65.7％、要介護 1～5

で 32.7％、特養待機者で 32.6％となっている。一方、「ない」は一般高齢者（10.4％）や要支援１・2

（3.5％）に比べ、要介護 1～5で 25.5％、特養待機者で 39.5％と高い。 

 

図表：日中、一人になることがある（4 調査共通） 

 
 

(7) 普段の生活での介護・介助の状況 

一般・要支援：問 5、要介護：問 6、特養待機者：問 6 

あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか。（○は１つ） 

 

 「介護・介助は必要ない」は一般高齢者で 91.1％に達し、「現在、何らかの介護を受けている（介護

認定を受けずに家族などの介護を受けている場合も含む）」は、要支援 1・2 で 38.8％、要介護 1～5 で

82.8％、特養待機者で 86.0％である。 

 

図表：普段の生活で介護・介助の状況（4 調査共通） 

 

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

よくある

48.2

65.7

32.7

32.6

たまにある

39.0

25.9

36.5

22.1

ない

10.4

3.5

25.5

39.5

無回答

2.5

4.9

5.4

5.8

(%)

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

介護・介助は必要ない

91.1

19.2

5.0

7.0

何らかの介護・介助は必要

だが、現在は受けていない

4.3

29.7

9.8

5.8

現在、何らかの介護を

受けている

0.5

38.8

82.8

86.0

無回答

4.1

12.4

2.4

1.2

(%)
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(8) 要介護認定状況 

一般・要支援：付問 5-1、要介護：付問 6-1、特養滝者：付問 6-1 

あなたは要介護認定を受けていますか。受けている場合、要介護度は次のうちどれですか。（○は１つ） 

 

 前問で「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」または「現在、何らかの介護を受け

ている（介護認定を受けずに家族などの介護を受けている場合も含む）」と回答した人に、要介護度をた

ずねた結果が下表である。 

 要支援 1・2 では「要支援 1」が 57.0％、「要支援 2」が 41.6％である。要介護 1～5 では「要介護 1」

（26.4％）と「要介護 2」（29.9％）を合わせ 56.3％、要介護 3以上はいずれも 1割台である。特養待機

者では要介護 3以上が多い。 

 

図表：要介護度（4 調査共通） 

 

  

n=

認定をう
けていな

い
要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

わからな

い
無回答

 (%)

一般高齢者 70 88.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.4

要支援１・２ 293 0.0 57.0 41.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.7

要介護１～５ 462 0.0 0.0 0.0 26.4 29.9 14.1 14.1 13.0 0.2 2.4

特養待機者 79 0.0 0.0 0.0 6.3 12.7 31.6 25.3 24.1 0.0 0.0
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(9) 介護・介助が必要になった主な原因 

一般・要支援：付問 5-2、要介護：付問 6-2、特養待機者：付問 6-2 

介護・介助が必要になった主な原因は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者では「心臓病」が 18.6％と最も高い。 

 要支援 1・2では、「骨折・転倒」が 20.1％と最も高く、「高齢による衰弱」（18.4％）、「心臓病」（16.4％）、

「関節の病気（リウマチ等）」（16.4％）が 1割台で続いている。要介護 1～5および特養待機者の原因（次

ページ）として上位にあがっている「認知症（アルツハイマー病等）」は 3.1％、「脳卒中（脳出血・脳梗

塞等）」は 7.2％である。 

 

図表：介護・介助が必要になった主な原因（一般高齢者） 図表：介護・介助が必要になった主な原因（要支援 1・2） 

  
 

  

n=70

心臓病

視覚・聴覚障害

骨折・転倒

がん（悪性新生物）

認知症(アルツハイマー病等)

脊椎損傷

高齢による衰弱

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

関節の病気（リウマチ等）

パーキンソン病

糖尿病

腎疾患（透析）

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

その他

不明

無回答

18.6

10.0

8.6

7.1

7.1

5.7

5.7

4.3

4.3

2.9

2.9

1.4

0.0

10.0

2.9

37.1

0.0 20.0 40.0 60.0
(%) n=293

骨折・転倒

高齢による衰弱

心臓病

関節の病気（リウマチ等）

脊椎損傷

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

糖尿病

視覚・聴覚障害

がん（悪性新生物）

認知症(アルツハイマー病等)

パーキンソン病

腎疾患（透析）

その他

不明

無回答

20.1

18.4

16.4

16.4

9.9

7.2

6.5

6.1

5.8

4.4

3.1

1.4

1.4

18.1

0.7

9.9

0.0 20.0 40.0 60.0
(%)
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 要介護 1～5の人の原因としては、「認知症（アルツハイマー病等）」が 28.6％と最も高く、「脳卒中（脳

出血・脳梗塞等）」（21.4％）、「骨折・転倒」（20.8％）が両者ともおよそ 2割となっている。 

 特養待機者では「認知症（アルツハイマー病等」が 44.3％に及んでいる。 

 

図表：介護・介助が必要になった主な原因（要介護 1～5） 図表：介護・介助が必要になった主な原因（特養待機者） 

  

 

 

  

n=462

認知症(アルツハイマー病等)

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

骨折・転倒

高齢による衰弱

心臓病

糖尿病

脊椎損傷

パーキンソン病

がん（悪性新生物）

視覚・聴覚障害

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

関節の病気（リウマチ等）

腎疾患（透析）

その他

不明

無回答

28.6

21.4

20.8

13.2

8.4

8.2

7.8

5.0

4.5

4.5

3.5

3.5

1.7

10.4

0.0

11.0

0.0 20.0 40.0 60.0 (%)
n=79

認知症(アルツハイマー病等)

骨折・転倒

高齢による衰弱

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

関節の病気（リウマチ等）

糖尿病

視覚・聴覚障害

脊椎損傷

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

がん（悪性新生物）

パーキンソン病

腎疾患（透析）

その他

不明

無回答

44.3

29.1

25.3

22.8

11.4

10.1

8.9

7.6

7.6

3.8

2.5

2.5

1.3

19.0

0.0

5.1

0.0 20.0 40.0 60.0
(%)
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(10) 主な介護者 

一般・要支援：付問 5-3、要介護：付問 6-3、特養待機者：付問 6-3 

主にどなたの介護、介助を受けていますか。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者では「配偶者（夫・妻）」が 31.4％と最も高く、「娘」（15.7％）、「息子」（5.7％）など家族

が続く。 

 一般高齢者以外の 3つの調査ではいずれも、「介護サービスのヘルパー」が最も高くなっている。 

 

図表：主な介護者・介助者（一般高齢者） 図表：主な介護者・介助者（要支援 1・2） 

  

 

図表：主な介護者・介助者（要介護 1～5） 

 

図表：主な介護者・介助者（特養待機者） 

  

 

  

n=70

配偶者(夫・妻)

娘

息子

孫

兄弟・姉妹

子の配偶者

介護サービスのヘルパー

その他

無回答

31.4

15.7

5.7

2.9

1.4

0.0

0.0

4.3

47.1

0.0 20.0 40.0 60.0
(%)

n=293

介護サービスのヘルパー

娘

配偶者(夫・妻)

息子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

31.7

21.8

13.7

11.6

3.8

1.0

0.3

14.3

22.5

0.0 20.0 40.0 60.0
(%)

n=462

介護サービスのヘルパー

配偶者(夫・妻)

娘

息子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

33.1

22.1

21.2

17.5

9.5

1.3

1.3

15.2

15.4

0.0 20.0 40.0 60.0
(%) n=79

介護サービスのヘルパー

配偶者(夫・妻)

娘

息子

子の配偶者

兄弟・姉妹

孫

その他

無回答

27.8

25.3

21.5

19.0

7.6

2.5

0.0

29.1

8.9

0.0 20.0 40.0 60.0
(%)
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(11) 現在の経済的な暮らし向き 

一般・要支援：問 6、要介護：問 7、特養待機者：問 7 

現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。（○は１つ） 

 

 苦しい（「大変苦しい」「やや苦しい」）と感じている人は、一般高齢者と要支援 1・2ではほぼ同等で 3

割に満たないが、要介護 1～5で 38.2％に及び、特養待機者ではさらに高い 58.1％となっている。 

 

図表：現在の経済的な暮らし向き（4 調査共通） 

 

 

(12) 住居形態 

一般・要支援：問 7、要介護：問 8、特養待機者：問 8 

お住まいは一戸建て、または集合住宅のどちらですか。（○は１つ） 

 

  各調査の回答者の住居形態は下図のとおりである。 

 

図表：住居形態（4 調査共通） 

 

 

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

大変苦しい

7.1

7.0

13.6

18.6

やや苦しい

19.1

20.6

24.6

39.5

ふつう

58.9

62.1

52.1

37.2

ややゆとりがある

10.2

7.5

6.4

1.2

大変ゆとりがある

1.4

1.4

1.0

無回答

3.2

1.4

2.2

3.5

(%)

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

持家（一戸建て）

63.9

54.0

59.9

48.8

持家（集合住宅）

11.1

8.9

8.2

12.8

公営賃貸住宅

16.7

22.2

14.8

17.4

民間賃貸住宅

（一戸建て）

1.4

1.2

0.8

民間賃貸住宅

（集合住宅）

5.1

6.5

4.2

9.3

その他

0.8

3.3

9.6

10.5

無回答

1.0

4.0

2.4

1.2

(%)



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

20 

(13) 5 年以内の住み替え意向 

現在の住まいから今後５年以内に住み替えたい考えはありますか。（○は１つ） 

 

 5年以内の住み替え意向については、「はい」（意向あり）が各調査とも 1割前後となっている。 

 

図表：5 年以内の住み替え意向（4 調査共通） 

 

 

  

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

はい

11.6

11.2

9.0

12.8

いいえ

85.9

82.2

84.8

84.9

無回答

2.5

6.5

6.2

2.3

(%)
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(14) 日常的な情報入手手段 

一般・要支援：問 9、要介護：問 10、特養待機者：問 10 

次の中で、情報を得るために日常的に使用しているものはありますか。（○はいくつでも） 

 

 各調査とも上位の 2 つは「テレビ」と「新聞」である。一般高齢者では他の調査対象に比べ「インタ

ーネット」が高く、37.5％となっている。 

 

図表：日常的な情報入手手段（一般高齢者） 図表：日常的な情報入手手段（要支援１・２） 

  

 

図表：日常的な情報入手手段（要介護 1～5）  

 

図表：日常的な情報入手手段（特養待機者） 

  

 一般高齢者について詳しくみると、「インターネット」は前期高齢者の男性で 59.0％と高くなっている。 

図表：日常的な情報入手手段（一般高齢者） 

 

  

n=1,455

テレビ

新聞

本、雑誌

インターネット

ラジオ

無回答

93.6

78.8

37.7

37.5

29.6

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

n=428

テレビ

新聞

本、雑誌

ラジオ

インターネット

無回答

91.6

68.0

32.9

25.7

9.8

4.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

n=499

テレビ

新聞

ラジオ

本、雑誌

インターネット

無回答

82.4

45.1

17.4

16.8

8.0

11.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%) n=86

テレビ

新聞

本、雑誌

ラジオ

インターネット

無回答

76.7

38.4

24.4

23.3

9.3

16.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

n=
本、雑誌 新聞 テレビ ラジオ

インター
ネット

無回答

TOTAL 1,455 37.7 78.8 93.6 29.6 37.5 1.2

前期高齢者　合計 683 36.9 77.5 94.3 27.1 50.4 0.4

前期高齢者　男性 456 35.5 81.6 94.5 26.8 59.0 0.4

前期高齢者　女性 227 39.6 69.2 93.8 27.8 33.0 0.4

後期高齢者　合計 745 38.5 80.8 93.2 31.7 26.8 1.6

後期高齢者　男性 474 37.6 86.3 93.0 30.2 35.0 1.5

後期高齢者　女性 271 40.2 71.2 93.4 34.3 12.5 1.8

堺・忠生 337 30.9 74.2 92.3 29.1 29.1 1.5

鶴川 374 39.6 79.9 95.5 33.7 46.5 0.5

町田 377 41.9 80.4 93.9 30.8 35.3 1.1

南 353 37.4 79.9 92.4 24.4 39.1 2.0
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2. 地域包括ケアと地域マネジメント 

 

(1) 地域包括ケアシステムの実現のために、特に重要な役割を持つキーワード 

一般・要支援：問 16，要介護：問 12，特養待機者：問 12 

地域包括ケアシステムの実現のために、「特に重要な役割を持つキーワード」だとあなたが思うものは

どれですか。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者と要支援 1・2 の傾向は似ており、「高齢者支援センター」が最も高く、「かかりつけ医」

が続く。一方、要介護 1～5と特養待機者では、「医療と介護の連携」「高齢者支援センター」「介護す

る家族の支援」の 3項目が高くなっている。 

 

図表：地域包括ケアシステムの実現のために、特に重要な役割を持つキーワード（一般高齢者、要支援 1・2） 

 

 

 

図表：地域包括ケアシステムの実現のために、特に重要な役割を持つキーワード（要介護 1～5、特養待機者） 

 

 

 

  

高齢者支
援センター

かかりつ
け医

在宅介護
サービス
（地域密着
型サービ
ス）の整備

医療と介
護の連携

訪問診療
の普及

介護する
家族の支
援

介護・生活
支援サー
ビスの多
様な担い
手の育成

見守り支
援ネット
ワーク

認知症の
早期対応

介護予防 配食など
の生活支
援

自分に
あった住ま
いの選択

その他 無回答

46.1

39.6

30.9 30.9

26.4 27.1
24.3

22.7 23.7
20.5

16.5

9.2

2.3

10.5

53.7

49.1

29.4

25.5 24.3

20.1
22.7

18.0

13.6
16.8 17.3

6.8

2.8

13.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0
一般高齢者 要支援1・2

(%)

医療と介
護の連携

高齢者支
援センター

介護する
家族の支
援

在宅介護
サービス
（地域密着
型サービ
ス）の整備

訪問診療
の普及

かかりつ
け医

介護・生活
支援サー
ビスの多
様な担い
手の育成

認知症の
早期対応

見守り支
援ネット
ワーク

配食など
の生活支
援

介護予防 自分に
あった住ま
いの選択

その他 無回答

40.9 39.7 39.7

35.1 34.5
32.3

30.1

20.6 19.6
17.0

15.0

9.4

2.2

8.6

50.0

44.2 43.0

34.9 33.7 33.7 33.7

29.1

25.6

17.4

22.1

10.5

1.2

15.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0
要介護1～5 特養待機者

(%)
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①一般高齢者 

前期高齢者では、「高齢者支援センター」が 45.4％と最も高く、「かかりつけ医」（35.7％）、「医療と介

護の連携」（35.0％）、「在宅介護サービス（地域密着型サービス）の整備」（33.8％）が 3割台である。 

 後期高齢者でも「高齢者支援センター」が 47.1％と最も高く、次いで「かかりつけ医」（43.2％）、「在

宅介護サービス（地域密着型サービス）の整備」（28.7％）、「医療と介護の連携」（27.7％）、「訪問診療

の普及」（27.2％）となっている。 

 圏域別にみると、「高齢者支援センター」はいずれの圏域でも 4割台であるが、南では 42.5％とやや低

い。「かかりつけ医」は、鶴川で 47.9％と他地区に比べ高くなっている。 

 

図表：地域包括ケアシステムの実現のために、特に重要な役割を持つキーワード（一般高齢者） 

 

 

②要支援 1・2 

 男性では、「高齢者支援センター」が 60.8％と最も高く、次いで「かかりつけ医」（45.9％）、「在宅介

護サービス（地域密着型サービス）の整備」（36.5％）となっている。 

 女性では、「かかりつけ医」（51.1％）と「高齢者支援センター」（50.4％）が同等に高く、以下「在宅

介護サービス（地域密着型サービス）の整備」（26.5％）、「介護・生活支援サービスの多様な担い手の育

成」（25.0％）「医療と介護の連携」（24.6％）と続く。 

 

図表：地域包括ケアシステムの実現のために、特に重要な役割を持つキーワード（要支援 1・2） 

 
 

  

n=

高齢者支

援セン
ター

介護予防

見守り支

援ネット
ワーク

認知症の
早期対応

在宅介護
サービス

（地域密
着型サー

ビス）の
整備

かかりつ
け医

訪問診療
の普及

医療と介
護の連携

配食など

の生活支
援

介護する

家族の支
援

自分に

あった住
まいの選

択

介護・生
活支援

サービス
の多様な

担い手の
育成

その他 無回答

TOTAL 1,455 46.1 20.5 22.7 23.7 30.9 39.6 26.4 30.9 16.5 27.1 9.2 24.3 2.3 10.5

前期高齢者　合計 683 45.4 23.1 27.1 27.5 33.8 35.7 25.9 35.0 19.0 28.8 10.1 29.4 2.6 8.1

前期高齢者　男性 456 45.6 23.2 27.4 28.9 35.7 36.2 24.8 34.9 18.6 30.0 7.7 29.6 2.6 8.3

前期高齢者　女性 227 44.9 22.9 26.4 24.7 30.0 34.8 28.2 35.2 19.8 26.4 15.0 29.1 2.6 7.5

後期高齢者　合計 745 47.1 18.9 19.1 20.7 28.7 43.2 27.2 27.7 14.5 26.3 8.6 20.4 2.1 12.6

後期高齢者　男性 474 50.0 20.3 18.4 19.0 31.0 44.3 27.8 28.9 12.4 26.2 7.4 19.2 1.9 11.0

後期高齢者　女性 271 42.1 16.6 20.3 23.6 24.7 41.3 26.2 25.5 18.1 26.6 10.7 22.5 2.6 15.5

堺・忠生 337 46.6 19.3 23.4 24.6 29.7 33.2 25.2 26.1 14.5 26.7 8.6 23.4 2.1 11.9

鶴川 374 48.7 23.0 22.7 27.0 33.4 47.9 29.9 33.7 18.4 31.6 11.2 28.3 2.9 7.2

町田 377 46.7 20.4 21.5 22.3 26.3 37.1 23.9 31.3 15.4 24.7 9.3 19.4 2.4 14.1

南 353 42.5 19.5 23.5 21.5 34.3 39.4 26.6 32.0 18.1 25.8 7.6 26.3 2.0 8.5

n=

高齢者支
援セン
ター

介護予防
見守り支
援ネット
ワーク

認知症の
早期対応

在宅介護
サービス
（地域密
着型サー
ビス）の
整備

かかりつ
け医

訪問診療
の普及

医療と介
護の連携

配食など
の生活支

援

介護する
家族の支

援

自分に
あった住
まいの選

択

介護・生
活支援

サービス
の多様な
担い手の

育成

その他 無回答

TOTAL 428 53.7 16.8 18.0 13.6 29.4 49.1 24.3 25.5 17.3 20.1 6.8 22.7 2.8 13.1

男性 148 60.8 18.2 18.9 15.5 36.5 45.9 27.0 27.7 16.9 27.7 4.1 18.9 1.4 8.1

女性 272 50.4 16.2 18.0 12.9 26.5 51.1 23.5 24.6 17.6 16.5 8.5 25.0 3.7 14.7

堺・忠生 109 48.6 10.1 14.7 11.9 24.8 36.7 18.3 21.1 11.9 15.6 7.3 14.7 3.7 19.3

鶴川 108 60.2 19.4 17.6 13.9 30.6 52.8 26.9 28.7 22.2 28.7 6.5 29.6 2.8 7.4

町田 100 58.0 16.0 22.0 19.0 38.0 58.0 31.0 28.0 25.0 23.0 8.0 28.0 3.0 9.0

南 108 50.0 22.2 18.5 10.2 25.9 50.9 22.2 24.1 10.2 13.9 5.6 18.5 1.9 14.8
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③要介護 1～5 

 要介護 1・2 合計では、「高齢者支援センター」および「医療と介護の連携」がともに 40.0％、わずか

の差で「介護する家族の支援」（38.1％）が続き、以下、「訪問診療の普及」（34.6％）、「在宅サービス（地

域密着型サービス）の充実」（33.8％）となっている。 

 要介護 3～5 合計では、「介護する家族の支援」（47.9％）および「医療と介護の連携」（46.8％）が同

等に高く、次いで「在宅サービス（地域密着型サービス）の充実」（41.1％）、「高齢者支援センター」（40.0％）

となっている。 

 圏域別にみると、南では「高齢者支援センター」が 48.0％と最も高い。 

 

図表：地域包括ケアシステムの実現のために、特に重要な役割を持つキーワード（要介護 1～5） 

 

 

④特養待機者 

 「医療と介護の連携」が 50.0％と最も高く、次いで「高齢者支援センター」（44.2％）、「介護する家族

への支援」（43.0％）、「在宅介護サービス（地域密着型サービス）の整備」（34.9％）となっている。 

 

図表：地域包括ケアシステムの実現のために、特に重要な役割を持つキーワード（特養待機者） 

 
 

  

n=

高齢者支

援セン
ター

介護予防

見守り支

援ネット
ワーク

認知症の
早期対応

在宅介護
サービス

（地域密
着型サー

ビス）の
整備

かかりつ
け医

訪問診療
の普及

医療と介
護の連携

配食など

の生活支
援

介護する

家族の支
援

自分に

あった住
まいの選

択

介護・生
活支援

サービス
の多様な

担い手の
育成

その他 無回答

TOTAL 499 39.7 15.0 19.6 20.6 35.1 32.3 34.5 40.9 17.0 39.7 9.4 30.1 2.2 8.6

要介護１・２　合計 260 40.0 16.9 21.2 19.6 33.8 31.9 34.6 40.0 16.9 38.1 10.8 28.5 1.9 7.3

要介護１・２　前期高齢者 33 36.4 18.2 24.2 12.1 30.3 30.3 36.4 45.5 27.3 45.5 21.2 21.2 0.0 0.0

要介護１・２　後期高齢者 227 40.5 16.7 20.7 20.7 34.4 32.2 34.4 39.2 15.4 37.0 9.3 29.5 2.2 8.4

要介護３～５　合計 190 40.5 13.2 20.0 23.2 41.1 33.7 37.4 46.8 18.9 47.9 10.0 35.8 2.6 7.4

要介護３～５　前期高齢者 19 42.1 5.3 31.6 26.3 26.3 36.8 26.3 47.4 21.1 73.7 15.8 36.8 0.0 5.3

要介護３～５　後期高齢者 169 40.2 14.2 18.9 22.5 42.0 33.7 39.1 46.2 18.9 44.4 9.5 35.5 3.0 7.7

堺・忠生 116 37.9 16.4 18.1 25.0 36.2 31.0 31.9 43.1 12.9 42.2 12.9 31.9 1.7 10.3

鶴川 127 32.3 9.4 18.1 15.7 43.3 34.6 34.6 43.3 19.7 40.2 5.5 33.9 1.6 11.8

町田 122 40.2 17.2 20.5 13.9 25.4 30.3 34.4 36.9 17.2 41.8 10.7 23.8 1.6 6.6

南 125 48.0 18.4 23.2 28.8 36.0 33.6 38.4 40.8 17.6 36.8 9.6 32.0 3.2 4.0

n=

高齢者支
援セン
ター

介護予防
見守り支
援ネット
ワーク

認知症の
早期対応

在宅介護

サービス
（地域密
着型サー
ビス）の

整備

かかりつ
け医

訪問診療
の普及

医療と介
護の連携

配食など
の生活支

援

介護する
家族の支

援

自分に
あった住
まいの選

択

介護・生

活支援
サービス
の多様な
担い手の

育成

その他 無回答

TOTAL 86 44.2 22.1 25.6 29.1 34.9 33.7 33.7 50.0 17.4 43.0 10.5 33.7 1.2 15.1

堺・忠生 17 47.1 23.5 17.6 29.4 29.4 11.8 5.9 35.3 11.8 41.2 0.0 23.5 0.0 35.3

鶴川 22 36.4 9.1 22.7 27.3 27.3 36.4 36.4 54.5 9.1 36.4 9.1 36.4 0.0 13.6

町田 24 45.8 25.0 29.2 16.7 41.7 41.7 33.3 54.2 25.0 37.5 4.2 29.2 0.0 8.3

南 22 50.0 31.8 31.8 45.5 40.9 40.9 50.0 50.0 18.2 54.5 27.3 40.9 4.5 9.1
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(2) 高齢者支援センターは行きやすいところにあるか 

一般・要支援：問 17，要介護：問 13，特養待機者：問 13 

高齢者支援センターは行きやすいところにありますか。（○は１つ） 

 

 高齢者支援センターの所在地認知度（「場所を知らない」「無回答」を除いた割合）は、一般高齢者で

41.3％、要支援 1・2で 66.6％、要介護 1～5で 61.9％、特養待機者で 72.1％となっている。 

 行きやすいと感じている人（「いきやすい」「どちらかというと行きやすい」）は、一般高齢者で 25.4％、

要支援 1・2で 42.1％、要介護 1～5で 38.2％、特養待機者で 45.3％である。 

 

図表：高齢者支援センターは行きやすいところにあるか（4 調査共通） 

 

 

①一般高齢者 

「場所を知らない」が過半数の 51.6％である。「場所を知らない」は、後期高齢者（43.4％）に比べ、前

期高齢者（61.2％）で高い。 

 圏域別にみると、堺・忠生では「あまり行きやすくない」「行きにくい」を合わせ 18.6％となっており、

4圏域のなかで最も高い。 

 

図表：高齢者支援センターは行きやすいところにあるか（一般高齢者） 

 

 

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

行きやすい

13.6

26.4

20.2

27.9

どちらかというと

行きやすい

11.8

15.7

18.0

17.4

あまり行きやすくない

11.5

17.1

16.0

12.8

行きにくい

4.3

7.5

7.6

14.0

場所を知らない

51.6

22.4

31.5

18.6

無回答

7.1

11.0

6.6

9.3

(%)

n=

行きやす
い

どちらか

というと
行きやす

い

あまり行

きやすく
ない

行きにく
い

場所を知
らない

無回答

TOTAL 1,455 13.6 11.8 11.5 4.3 51.6 7.1

前期高齢者　合計 683 9.1 12.0 9.5 2.9 61.2 5.3

前期高齢者　男性 456 7.7 11.0 10.5 2.2 63.4 5.3

前期高齢者　女性 227 11.9 14.1 7.5 4.4 56.8 5.3

後期高齢者　合計 745 17.6 11.3 13.7 5.5 43.4 8.6

後期高齢者　男性 474 17.1 11.2 12.2 4.2 47.0 8.2

後期高齢者　女性 271 18.5 11.4 16.2 7.7 36.9 9.2

堺・忠生 337 13.9 13.1 13.6 5.0 47.2 7.1

鶴川 374 10.4 11.5 11.2 4.8 56.4 5.6

町田 377 15.1 11.1 13.3 4.0 46.4 10.1

南 353 14.4 11.3 8.2 3.7 57.2 5.1
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②要支援 1・2 

圏域別にみると、町田では「あまり行きやすくない」「行きにくい」を合わせ 28.0％となっており、4

圏域のなかで最も高い。 

 

図表：高齢者支援センターは行きやすいところにあるか（要支援 1・2） 

 

 

③要介護 1～5 

 「場所を知らない」は 31.5％で、一般高齢者（51.6％）ほどではないものの、要支援 1・2（22.4％）

に比べ高くなっている。 

 圏域別にみると、堺・忠生では「あまり行きやすくない」「行きにくい」を合わせ 29.3％となっており、

4圏域のなかで最も高い。 

 

図表：高齢者支援センターは行きやすいところにあるか（要介護 1～5） 

 

 

  

n=

行きやす
い

どちらか

というと
行きやす

い

あまり行
きやすく

ない

行きにく
い

場所を知
らない

無回答

TOTAL 428 26.4 15.7 17.1 7.5 22.4 11.0

男性 148 32.4 15.5 20.9 4.1 18.9 8.1

女性 272 23.9 14.7 15.4 9.6 25.0 11.4

堺・忠生 109 21.1 13.8 19.3 7.3 21.1 17.4

鶴川 108 28.7 17.6 19.4 3.7 22.2 8.3

町田 100 35.0 12.0 17.0 11.0 21.0 4.0

南 108 22.2 18.5 13.0 8.3 25.9 12.0

n=

行きやす
い

どちらか

というと
行きやす

い

あまり行

きやすく
ない

行きにく
い

場所を知
らない

無回答

TOTAL 499 20.2 18.0 16.0 7.6 31.5 6.6

要介護１・２　合計 260 20.0 20.0 18.5 8.5 28.5 4.6

要介護１・２　前期高齢者 33 18.2 27.3 15.2 9.1 27.3 3.0

要介護１・２　後期高齢者 227 20.3 18.9 18.9 8.4 28.6 4.8

要介護３～５　合計 190 20.5 15.3 13.2 7.4 35.8 7.9

要介護３～５　前期高齢者 19 15.8 5.3 31.6 5.3 31.6 10.5

要介護３～５　後期高齢者 169 21.3 15.4 11.2 7.7 36.7 7.7

堺・忠生 116 21.6 15.5 16.4 12.9 31.0 2.6

鶴川 127 17.3 20.5 14.2 7.1 33.1 7.9

町田 122 19.7 17.2 17.2 9.0 25.4 11.5

南 125 23.2 18.4 16.0 2.4 36.8 3.2
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④特養待機者 

 「場所を知らない」は 18.6％で、他の調査対象と比べ低くなっている。「あまり行きやすくない」「行

きにくい」を合わせると 26.8％である。 

 

図表：高齢者支援センターは行きやすいところにあるか（特養待機者） 

 

 

⑤もの忘れが多いと感じる人の場合 

 一般高齢者と要支援 1・2 の人に関し、「もの忘れが多いと感じる人」（P39“「問 12(1)もの忘れが多い

と感じる”で“はい”と回答した人）に絞って集計した結果が下記である。 

 もの忘れが多い感じる人の内、高齢者支援センターを知っている人の割合（「場所を知らない」「無回

答」を除いた割合）は、一般高齢者で 45.7％、要支援 1・2で 68.4％となっている。 

 一方、「場所を知らない」は、一般高齢者では 46.7％、要支援 1・2では 23.6％である。 

 

 

 

 

  

n=

行きやす

い

どちらか

というと

行きやす
い

あまり行
きやすく

ない

行きにく

い

場所を知

らない
無回答

TOTAL 86 27.9 17.4 12.8 14.0 18.6 9.3

堺・忠生 17 23.5 35.3 5.9 11.8 11.8 11.8

鶴川 22 31.8 9.1 18.2 18.2 13.6 9.1

町田 24 25.0 12.5 16.7 16.7 20.8 8.3

南 22 31.8 18.2 4.5 9.1 27.3 9.1

n=

行きやす
い

どちらか
というと
行きやす

い

あまり行
きやすく

ない

行きにく
い

場所を知
らない

無回答

TOTAL 828 19.0 12.7 15.2 6.0 39.4 7.7

一般高齢者 565 15.6 11.3 13.1 5.7 46.7 7.6

要支援１・２ 263 26.2 15.6 19.8 6.8 23.6 8.0
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(3) 虐待についての相談先の認知 

要介護：問 14，特養待機者：問 14 

虐待を受けたとき、または高齢者の虐待を見たとき、相談できる場所を知っていますか。（○は１つ） 

 

 相談できる場所を「知っている」は、要介護 1～5 では 19.8％、特養待機者ではそれを上回る 32.6％

である。 

 

図表：虐待についての相談先の認知（要介護 1～5） 

 

 

図表：虐待についての相談先の認知（特養待機者） 

 

 

①要介護 1～5 

 要介護 3～5では前期高齢者・後期高齢者とも「知っている」が 2割に満たないのに比べ、要介護 1・2

では 23.1％とやや高くなっている。 

 

図表：虐待についての相談先の認知（要介護 1～5） 

 

 

  

TOTAL（n=499）

知っている

19.8

知らない

76.0

無回答

4.2

(%)

TOTAL（n=86）

知っている

32.6

知らない

58.1

無回答

9.3

(%)

n=

知ってい
る

知らない 無回答

TOTAL 499 19.8 76.0 4.2

要介護１・２　合計 260 23.1 73.5 3.5

要介護１・２　前期高齢者 33 33.3 60.6 6.1

要介護１・２　後期高齢者 227 21.6 75.3 3.1

要介護３～５　合計 190 16.8 78.4 4.7

要介護３～５　前期高齢者 19 15.8 73.7 10.5

要介護３～５　後期高齢者 169 17.2 78.7 4.1

堺・忠生 116 23.3 74.1 2.6

鶴川 127 20.5 75.6 3.9

町田 122 10.7 81.1 8.2

南 125 24.8 73.6 1.6
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②特養待機者 

 「知っている」は 32.6％である。 

 

図表：虐待についての相談先の認知（特養待機者） 

 

 

  

n=

知ってい

る
知らない 無回答

TOTAL 86 32.6 58.1 9.3

堺・忠生 17 35.3 47.1 17.6

鶴川 22 22.7 68.2 9.1

町田 24 29.2 62.5 8.3

南 22 45.5 50.0 4.5
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(4) これからの介護の望ましい形態 

一般・要支援：問 26，要介護：問 19，特養待機者：問 19 

これからの介護について、どのような形が望ましいとお考えですか。（○は１つ） 

 

 一般高齢者と要支援 1・2 では、「自宅を中心に様々な介護サービスを利用して生活」がおよそ 6 割で

あるが、要介護 1～5では 53.3％とやや低い。特養待機者ではそれを「特別養護老人ホームやグループホ

ーム等の施設に入所」が上回り、44.2％となっている。 

 

図表：これからの介護の望ましい形態（4 調査共通） 

 

 

  

一般高齢者(n=1,455)

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

自宅を中心に様々な介護

サービスを利用して生活

60.4

59.1

53.3

32.6

特別養護老人ホームや

グループホーム等の施設

に入所

26.9

25.5

23.6

44.2

その他

2.7

4.0

4.6

4.7

無回答

10.0

11.4

18.4

18.6

(%)



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

31 

 

①一般高齢者 

 男性では、「自宅を中心に様々な介護サービスを利用して生活」が前期高齢者で 62.7％、後期高齢者で

64.6％と 6割を上回る。女性では、「自宅を中心に様々な介護サービスを利用して生活」は前期高齢者で

53.7％、後期高齢者で 54.6％と男性に比べ低く、「特別養護老人ホームやグループホーム等の施設に入所」

がやや高くなっている（前期高齢者 女性で 34.4％、後期高齢者 女性で 26.6％）。 

 

図表：これからの介護の望ましい形態（一般高齢者） 

 
 

②要支援 1・2 

 男女とも「自宅を中心に様々な介護サービスを利用して生活する」がほぼ 6割である。「特別養護老人

ホームやグループホーム等の施設に入所」は、女性（23.2％）に比べ男性（27.0％）でやや高くなって

いる。 

図表：これからの介護の望ましい形態（要支援 1・2） 

 

 

n=

自宅を中
心に様々
な介護

サービス
を利用し
て生活

特別養護
老人ホー

ムやグ
ループ

ホーム等

の施設に
入所

その他 無回答

TOTAL 1,455 60.4 26.7 3.0 10.0

前期高齢者　合計 683 59.7 29.6 3.1 7.6

前期高齢者　男性 456 62.7 27.2 2.2 7.9

前期高齢者　女性 227 53.7 34.4 4.8 7.0

後期高齢者　合計 745 60.9 24.3 2.8 11.9

後期高齢者　男性 474 64.6 23.0 2.7 9.7

後期高齢者　女性 271 54.6 26.6 3.0 15.9

堺・忠生 337 59.3 24.6 3.9 12.2

鶴川 374 62.0 27.5 1.6 8.8

町田 377 58.6 28.4 2.9 10.1

南 353 61.2 26.1 3.7 9.1

n=

自宅を中
心に様々

な介護

サービス

を利用し
て生活

特別養護
老人ホー

ムやグ

ループ

ホーム等

の施設に
入所

その他 無回答

TOTAL 428 59.1 24.3 5.1 11.4

男性 148 60.1 27.0 2.7 10.1

女性 272 59.6 23.2 6.6 10.7

堺・忠生 109 54.1 28.4 2.8 14.7

鶴川 108 55.6 28.7 3.7 12.0

町田 100 62.0 20.0 9.0 9.0

南 108 65.7 20.4 5.6 8.3
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③要介護 1～5 

 要介護 1・2 合計では、「自宅を中心に様々な介護サービスを利用して生活する」が 62.7％であるが、

前期高齢者は 69.7％とやや高くなっている。要介護 3～5 合計では、「自宅を中心に様々な介護サービス

を利用して生活する」は 41.6％にとどまり、「特別養護老人ホームやグループホーム等の施設に入所」が

33.2％である。 

 

図表：これからの介護の望ましい形態（要介護 1～5） 

 
 

 現在の居場所別にみると、自宅にいる人では「自宅を中心に様々な介護サービスを利用して生活する」

が 66.9％、「特別養護老人ホームやグループホーム等の施設に入所」は 16.0％にとどまっている。 

 

図表：これからの介護の望ましい形態（要介護 1～5）現在の居場所別 

 

 

  

n=

自宅を中
心に様々

な介護
サービス
を利用し

て生活す
る

特別養護
老人ホー
ム等の小

規模な施
設に入所

する

その他 無回答

TOTAL 499 52.9 23.0 5.6 18.4

要介護１・２　合計 260 62.7 16.9 5.0 15.4

要介護１・２　前期高齢者 33 69.7 18.2 3.0 9.1

要介護１・２　後期高齢者 227 61.7 16.7 5.3 16.3

要介護３～５　合計 190 41.6 33.2 7.4 17.9

要介護３～５　前期高齢者 19 36.8 42.1 5.3 15.8

要介護３～５　後期高齢者 169 42.6 32.5 7.7 17.2

堺・忠生 116 50.9 19.8 6.9 22.4

鶴川 127 55.9 19.7 4.7 19.7

町田 122 57.4 22.1 5.7 14.8

南 125 48.0 30.4 5.6 16.0

n=

自宅を中
心に様々
な介護

サービス
を利用し
て生活す

る

特別養護
老人ホー
ム等の小
規模な施
設に入所

する

その他 無回答

 (%)

TOTAL 499 52.9 23.0 5.6 18.4

自宅 338 66.9 16.0 3.6 13.6

施設 109 17.4 43.1 11.9 27.5

病院 33 36.4 27.3 9.1 27.3

その他 8 37.5 25.0 0.0 37.5

無回答 11 36.4 27.3 0.0 36.4
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④特養待機者 

特養待機者ではあるが、「自宅を中心に様々な介護サービスを利用して生活する」が 32.6％である。し

かし、「特別養護老人ホームやグループホーム等の施設に入所」は 44.2％とそれを上回っている、 

 

図表：これからの介護の望ましい形態（特養待機者） 

 

 

 現在の居場所別にみると、自宅にいる人では「自宅を中心に様々な介護サービスを利用して生活する」

が 44.4％、「特別養護老人ホームやグループホーム等の施設に入所」は 42.2％と拮抗している。 

 

図表：これからの介護の望ましい形態（特養待機者）現在の居場所別 

 

 

  

n=

自宅を中
心に様々
な介護

サービス

を利用し
て生活す

る

特別養護
老人ホー
ム等の小

規模な施
設に入所

する

その他 無回答

TOTAL 86 32.6 44.2 4.7 18.6

堺・忠生 17 41.2 35.3 0.0 23.5

鶴川 22 22.7 59.1 9.1 9.1

町田 24 33.3 45.8 4.2 16.7

南 22 36.4 36.4 4.5 22.7

n=

自宅を中
心に様々
な介護

サービス

を利用し
て生活す

る

特別養護
老人ホー
ム等の小

規模な施
設に入所

する

その他 無回答

 (%)

TOTAL 86 32.6 44.2 4.7 18.6

自宅 45 44.4 42.2 2.2 11.1

施設 28 10.7 57.1 3.6 28.6

病院 12 41.7 25.0 16.7 16.7

無回答 1 0.0 0.0 0.0 100.0
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(5) 自分の最期をどこで迎えたいか 

一般・要支援：問 27，要介護：問 25，特養待機者：問 25 

将来、自分の最期はどこで迎えたいと思いますか。（○は１つ） 

 

 一般高齢者では「自宅」が 57.7％を占め、「医療施設」が 27.7％、「介護施設」が 9.8％である。「自宅」

は要支援 1・2、要介護 1～5、特養待機者で減る傾向となっており、特養待機者では「介護施設」が 29.1％

である。 

 

図表：自分の最期をどこで迎えたいか（4 調査共通） 

 

 

①一般高齢者 

 男性では「自宅」が 6割を上回っている（前期高齢者で 63.8％、後期高齢者で 63.9％）が、女性では

「自宅」は 5 割に満たない（前期高齢者で 44.9％、後期高齢者で 47.6％）。前期高齢者 女性では、「医

療施設」が 34.8％、「介護施設」が 15.9％、後期高齢者 女性では、「医療施設」が 31.7％、「介護施設」

が 12.5％となっている。 

 

図表：自分の最期をどこで迎えたいか（一般高齢者） 

 

 

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

自宅

57.7

49.1

47.9

39.5

介護施設

9.8

11.4

14.0

29.1

医療施設

27.7

34.3

23.4

23.3

無回答

4.8

5.1

14.6

8.1

(%)

n= 自宅 介護施設 医療施設 無回答

TOTAL 1,455 57.7 9.8 27.7 4.8

前期高齢者　合計 683 57.5 11.3 27.2 4.0

前期高齢者　男性 456 63.8 9.0 23.5 3.7

前期高齢者　女性 227 44.9 15.9 34.8 4.4

後期高齢者　合計 745 58.0 8.7 28.1 5.2

後期高齢者　男性 474 63.9 6.5 25.9 3.6

後期高齢者　女性 271 47.6 12.5 31.7 8.1

堺・忠生 337 57.0 10.4 26.4 6.2

鶴川 374 62.6 8.8 24.9 3.7

町田 377 53.6 11.4 30.2 4.8

南 353 58.1 8.8 28.9 4.2
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②要支援 1・2 

 男性では「自宅」が 58.8％、「医療施設」が 27.7％、「介護施設」が 10.1％である。女性では男性に比

べ「自宅」は 44.1％と低く、一方「医療施設」が 38.6％と高くなっている。 

 

図表：自分の最期をどこで迎えたいか（要支援 1・2） 

 
 

③要介護 1～5 

 要介護 1・2合計では「自宅」が 54.6％、「医療施設」が 24.4％、「介護施設」が 9.6％である。 

 要介護 3～5合計では「自宅」は 38.9％と要介護 1・2合計に比べ低く、「医療施設」が 22.1％、「介護

施設」が 20.5％となっている。 

図表：自分の最期をどこで迎えたいか（要介護 1～5） 

 

 

 現在の居場所別にみると、自宅や病院にいる人では、「自宅」で最期を迎えたい人が過半数である。 

図表：自分の最期をどこで迎えたいか（要介護 1～5）現在の居場所別 

 

n= 自宅 介護施設 医療施設 無回答

TOTAL 428 49.1 11.4 34.3 5.1

男性 148 58.8 10.1 27.7 3.4

女性 272 44.1 12.1 38.6 5.1

堺・忠生 109 52.3 11.0 29.4 7.3

鶴川 108 41.7 14.8 38.0 5.6

町田 100 42.0 9.0 45.0 4.0

南 108 60.2 11.1 25.9 2.8

n= 自宅 介護施設 医療施設 無回答

TOTAL 499 47.9 14.0 23.4 14.6

要介護１・２　合計 260 54.6 9.6 24.2 11.5

要介護１・２　前期高齢者 33 60.6 6.1 24.2 9.1

要介護１・２　後期高齢者 227 53.7 10.1 24.2 11.9

要介護３～５　合計 190 38.9 20.5 22.1 18.4

要介護３～５　前期高齢者 19 36.8 21.1 31.6 10.5

要介護３～５　後期高齢者 169 39.6 20.7 21.3 18.3

堺・忠生 116 51.7 12.9 20.7 14.7

鶴川 127 49.6 12.6 24.4 13.4

町田 122 50.8 15.6 20.5 13.1

南 125 40.0 12.8 29.6 17.6

n= 自宅 介護施設 医療施設 無回答

 (%)

TOTAL 499 47.9 14.0 23.4 14.6

自宅 338 56.8 5.6 25.1 12.4

施設 109 18.3 43.1 18.3 20.2

病院 33 54.5 0.0 24.2 21.2

その他 8 50.0 12.5 37.5 0.0

無回答 11 45.5 27.3 9.1 18.2
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④特養待機者 

 「自宅」は他の調査対象に比べ低く 39.5％、「介護施設」が 29.1％、「医療施設」が 23.3％となってい

る。 

 

図表：自分の最期をどこで迎えたいか（特養待機者） 

 

 

 現在の居場所別にみると、自宅にいる人では、「自宅」で最期を迎えたい人が 53.3％である。 

 

図表：自分の最期をどこで迎えたいか（特養待機者）現在の居場所別 

 

 

 

  

n= 自宅 介護施設 医療施設 無回答

TOTAL 86 39.5 29.1 23.3 8.1

堺・忠生 17 64.7 17.6 11.8 5.9

鶴川 22 18.2 36.4 40.9 4.5

町田 24 50.0 33.3 8.3 8.3

南 22 31.8 27.3 31.8 9.1

n= 自宅 介護施設 医療施設 無回答

 (%)

TOTAL 86 39.5 29.1 23.3 8.1

自宅 45 53.3 22.2 20.0 4.4

施設 28 17.9 50.0 21.4 10.7

病院 12 41.7 8.3 41.7 8.3

無回答 1 0.0 0.0 0.0 100.0



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

37 

3. 生活支援・介護予防 

 

(1) リスク判定に用いた個別設問の結果 

 一般高齢者と要支援 1・2の高齢者を対象とした「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」では、各種リ

スクを判定するための質問を行っている。以下は、回答結果より各機能（運動器の機能低下、転倒リス

ク、閉じこもり傾向、低栄養状態、口腔機能の低下、認知機能の低下、うつ傾向）のリスクがみられる

人を把握するための個々の設問の結果である。リスク判定の状況は、「（２）各種リスク対象者の関連設

問と該当者割合」を参照されたい。 

 

問 10(1) 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っている 

 

＊「運動器の機能低下」の判定用項目 

問 10(2) 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっている 

 

＊「運動器の機能低下」の判定用項目 

問 10(3) 15 分位続けて歩いている 

 

＊「運動器の機能低下」の判定用項目 

問 10(4) 過去１年間に転んだ経験 

 
＊「運動器の機能低下」および「転倒リスク」の判定用項目 

問 10(5) 転倒に対する不安 

 

＊「運動器の機能低下」の判定用項目 

 

  

n=

できるし、し

ている

できるけどし

ていない
できない 無回答

一般高齢者 1,455 70.5 19.2 8.1 2.1

要支援1・2 428 22.2 19.6 54.4 3.7

n=

できるし、し

ている

できるけどし

ていない
できない 無回答

一般高齢者 1,455 82.6 10.3 5.4 1.6

要支援1・2 428 43.7 16.6 35.5 4.2

n=

できるし、し

ている

できるけどし

ていない
できない 無回答

一般高齢者 1,455 85.6 10.6 2.6 1.2

要支援1・2 428 61.4 11.0 24.1 3.5

n= 何度もある １度ある ない 無回答

一般高齢者 1,455 6.3 19.9 72.6 1.2

要支援1・2 428 17.5 34.1 45.3 3.0

n=

とても不安で

ある

やや不安で

ある

あまり不安で

ない
不安でない 無回答

一般高齢者 1,455 8.4 32.9 31.5 25.8 1.4

要支援1・2 428 41.4 43.7 9.6 2.6 2.8
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問 10(6) 週に１回以上は外出している 

 

＊「閉じこもり傾向」の判定用項目 

問 11(1) BMI（身長・体重から算出） 

 

＊「低栄養状態」の判定用項目 

【一般高齢者】問 11(1) BMI（身長・体重から算出） 

 

【要支援 1・2】問 11(1) BMI（身長・体重から算出） 

 

 

 

n=

ほとんど外

出しない
週１回 週２～４回 週５回以上 無回答

一般高齢者 1,455 2.9 8.6 46.5 41.1 1.0

要支援1・2 428 9.8 22.9 48.4 16.4 2.6

n=

やせ（18.5未

満）

標準体重
（18.5～25.0

未満）

肥満（25.0以

上）
判別不能

一般高齢者 1,455 7.1 70.3 19.7 3.0

要支援1・2 428 12.9 57.5 21.5 8.2

n=

やせ

（18.5未
満）

標準体重

（18.5～
25.0未

満）

肥満

（25.0以
上）

判別不能

TOTAL 1,455 7.1 70.3 19.7 3.0

前期高齢者　合計 683 6.4 70.7 21.7 1.2

前期高齢者　男性 456 4.2 72.1 22.6 1.1

前期高齢者　女性 227 11.0 67.8 19.8 1.3

後期高齢者　合計 745 7.5 69.9 18.3 4.3

後期高齢者　男性 474 5.9 71.5 19.0 3.6

後期高齢者　女性 271 10.3 67.2 17.0 5.5

堺・忠生 337 6.8 68.2 20.8 4.2

鶴川 374 8.0 70.6 19.5 1.9

町田 377 8.8 67.1 21.0 3.2

南 353 4.5 74.8 17.8 2.8

n=

やせ
（18.5未

満）

標準体重

（18.5～
25.0未
満）

肥満
（25.0以

上）
判別不能

TOTAL 428 12.9 57.5 21.5 8.2

男性 148 8.8 55.4 27.7 8.1

女性 272 15.4 58.5 18.0 8.1

堺・忠生 109 10.1 50.5 24.8 14.7

鶴川 108 13.9 48.1 27.8 10.2

町田 100 13.0 62.0 21.0 4.0

南 108 14.8 68.5 13.0 3.7

 「やせ（BMI18.5未満）」

には、前期高齢者の女性の

11.0％が、後期高齢者の女

性の 10.3％が該当してい

る。 

 「やせ（BMI18.5未満）」

には、女性の 15.4％が該当

している。 

 一方、男性の 27.7％は「肥

満」である。 
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問 11(2) 半年前に比べて固いものが食べにくくなった 

 
＊「口腔機能の低下」の判定用項目 

問 11(3) お茶や汁物等でむせる 

 
＊「口腔機能の低下」の判定用項目 

問 11(4) 口の渇きが気になる 

 
＊「口腔機能の低下」の判定用項目 

問 11(8) ６か月間で２～３kg 以上の体重減少 

 
＊「低栄養状態」の判定用項目 

問 12(1) もの忘れが多いと感じる 

 
＊「認知機能の低下」の判定用項目 

問 15(3) この 1 か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになった 

 
＊「うつ傾向」の判定用項目 

問 15(4) この 1 か月間、物事に対して興味がわかない、心から楽しめない感じがよくあった 

 
＊「うつ傾向」の判定用項目 

 

  

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 22.8 76.0 1.2

要支援1・2 428 42.8 52.8 4.4

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 22.1 77.1 0.8

要支援1・2 428 39.5 57.0 3.5

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 24.1 74.8 1.1

要支援1・2 428 46.0 50.9 3.0

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 11.1 86.7 2.2

要支援1・2 428 17.5 78.5 4.0

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 38.8 58.4 2.8

要支援1・2 428 61.4 34.3 4.2

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 34.4 62.7 2.9

要支援1・2 428 52.1 43.2 4.7

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 19.4 77.7 2.9

要支援1・2 428 37.1 57.5 5.4
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(2) 各種リスク対象者の関連設問と該当者割合 

 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の個々の設問の回答をもとに、厚生労働省の示した「介護予防・

日常生活圏域ニーズ調査 実施の手引き」に基づきリスク判定を実施した。各種リスク該当者の算出方法

および実際の該当者割合は下表のとおりである。 

 

図表：各種リスク該当者割合の算出根拠および実際の該当者割合（一般高齢者） 

 

 

 

  

リスク

分類

ニーズ調査

該当設問

番号

該当選択肢・割合

問10
(1)

３　できない

問10
(2)

３　できない 3項目以上に該当 6.4%

問10
(3)

３　できない 3項目未満 89.4%

問10
(4)

１　何度もある
２　１度ある

上記以外（無回答） 4.2%

問10
(5)

１　とても不安である
２　やや不安である

項目に該当 26.1%

項目に非該当 72.6%

無回答 1.2%

問11
(8)

1 　は　い 両方に該当 1.5%

いずれか非該当 93.5%

上記以外（無回答） 5.0%

問11
(2)

1 　は　い 2項目以上に該当 17.6%

問11
(3)

1 　は　い 2項目未満 80.9%

問11
(4)

1 　は　い 上記以外（無回答） 1.5%

項目に該当 11.5%

項目に非該当 87.6%

無回答 1.0%

項目に該当 38.8%

項目に非該当 58.4%

無回答 2.8%

問15
(3)

1 　は　い 両方に該当 15.8%

いずれか非該当 80.3%

上記以外（無回答） 3.8%

問10
(6)

閉じこもり
傾向

１　ほとんど外出しない
２　週1回

各種リスク該当者割合

口腔
機能

転倒
リスク

過去1年間に転んだ経験がありますか
問10
(4)

１　何度もある
２　１度ある

問11
(1)

 ＢＭＩ＜18.5（やせ）
低栄養

6ヶ月間で2～3kg以上の体重減少がありましたか

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

お茶や汁物等でむせることがありますか

口の渇きが気になりますか

※ ＢＭＩ＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

週に1回以上は外出していますか

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の

設問文

運動
機能

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっ
ていますか

15分位続けて歩いていますか

過去1年間に転んだ経験がありますか

転倒に対する不安は大きいですか

問12
(1)

物忘れが多いと感じますか 1 　は　い

うつ傾向

この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちに
なったりすることがありましたか

問15
(4)

この１か月間、どうして物事に対して興味がわかな
い、あるいは心から楽しめない感じがよくありましたか

1 　は　い

認知機能の
低下
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図表：各種リスク該当者割合の算出根拠および実際の該当者割合（要支援 1・2） 

 

 

  

リスク

分類

ニーズ調査

該当設問

番号

該当選択肢・割合

問10
(1)

３　できない

問10
(2)

３　できない 3項目以上に該当 49.1%

問10
(3)

３　できない 3項目未満 43.7%

問10
(4)

１　何度もある
２　１度ある

上記以外（無回答） 7.2%

問10
(5)

１　とても不安である
２　やや不安である

項目に該当 51.6%

項目に非該当 45.3%

無回答 3.0%

問11
(8)

1 　は　い 両方に該当 1.9%

いずれか非該当 86.4%

上記以外（無回答） 11.7%

問11
(2)

1 　は　い 2項目以上に該当 41.6%

問11
(3)

1 　は　い 2項目未満 53.3%

問11
(4)

1 　は　い 上記以外（無回答） 5.1%

項目に該当 32.7%

項目に非該当 64.7%

無回答 2.6%

項目に該当 61.4%

項目に非該当 34.3%

無回答 4.2%

問15
(3)

1 　は　い 両方に該当 32.2%

いずれか非該当 60.5%

上記以外（無回答） 7.2%

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の

設問文
各種リスク該当者割合

運動
機能

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっ
ていますか

15分位続けて歩いていますか

過去1年間に転んだ経験がありますか

転倒に対する不安は大きいですか

転倒
リスク

問10
(4)

過去1年間に転んだ経験がありますか
１　何度もある
２　１度ある

口腔
機能

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

お茶や汁物等でむせることがありますか

口の渇きが気になりますか

低栄養

6ヶ月間で2～3kg以上の体重減少がありましたか

問11
(1)

※ ＢＭＩ＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）  ＢＭＩ＜18.5（やせ）

閉じこもり
傾向

問10
(6)

週に1回以上は外出していますか
１　ほとんど外出しない
２　週1回

認知機能の
低下

問12
(1)

物忘れが多いと感じますか 1 　は　い

うつ傾向

この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちに
なったりすることがありましたか

問15
(4)

この１か月間、どうして物事に対して興味がわかな
い、あるいは心から楽しめない感じがよくありましたか

1 　は　い
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①運動器の機能低下 

 

一般高齢者では、「運動器の機能低下あり」と判定された人は 6.4％である。後期高齢者の女性でやや

高く、13.3％となっている。 

 

図表：運動器の機能低下（一般高齢者） 

 

 

要支援 1・2では、「運動器の機能低下あり」と判定された人はほぼ半数の 49.1％である。 

 

図表：運動器の機能低下（要支援 1・2） 

 

 

  

n=

運動器の

機能低下

あり

運動器の

機能低下

なし

判別不能

TOTAL 1,455 6.4 89.4 4.2

前期高齢者　合計 683 4.2 93.7 2.0

前期高齢者　男性 456 3.5 95.4 1.1

前期高齢者　女性 227 5.7 90.3 4.0

後期高齢者　合計 745 8.5 86.4 5.1

後期高齢者　男性 474 5.7 90.5 3.8

後期高齢者　女性 271 13.3 79.3 7.4

堺・忠生 337 6.5 87.2 6.2

鶴川 374 5.9 91.4 2.7

町田 377 6.4 88.3 5.3

南 353 6.8 90.7 2.5

n=

運動器の
機能低下

あり

運動器の
機能低下

なし
判別不能

TOTAL 428 49.1 43.7 7.2

男性 148 46.6 48.6 4.7

女性 272 50.4 41.5 8.1

堺・忠生 109 56.9 35.8 7.3

鶴川 108 44.4 45.4 10.2

町田 100 43.0 51.0 6.0

南 108 50.9 43.5 5.6
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②転倒リスク 

 

一般高齢者では、「転倒リスクあり」と判定された人は 26.1％である。前期高齢者（21.8％）に比べ後

期高齢者（30.2％）では 8ポイントほど高くなっている。 

 

図表：転倒リスク（一般高齢者） 

 

 

 要支援 1・2では、「転倒リスクあり」と判定された人は半数を上回り 51.6％となっている。 

 

図表：転倒リスク（要支援 1・2） 

 

 

  

n=

転倒リス
クあり

転倒リス
クなし

上記以外

TOTAL 1,455 26.1 72.6 1.2

前期高齢者　合計 683 21.8 77.7 0.4

前期高齢者　男性 456 20.6 79.2 0.2

前期高齢者　女性 227 24.2 74.9 0.9

後期高齢者　合計 745 30.2 68.2 1.6

後期高齢者　男性 474 30.8 67.5 1.7

後期高齢者　女性 271 29.2 69.4 1.5

堺・忠生 337 26.7 70.6 2.7

鶴川 374 25.1 74.3 0.5

町田 377 27.1 72.7 0.3

南 353 25.2 73.1 1.7

n=

転倒リス

クあり

転倒リス

クなし
上記以外

TOTAL 428 51.6 45.3 3.0

男性 148 49.3 47.3 3.4

女性 272 52.6 44.5 2.9

堺・忠生 109 56.0 41.3 2.8

鶴川 108 46.3 46.3 7.4

町田 100 53.0 46.0 1.0

南 108 51.9 47.2 0.9
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③低栄養 

 

 一般高齢者では、「低栄養状態」と判定された人は 1.5％である。 

 

図表：低栄養状態（一般高齢者） 

 

 

 

 要支援 1・2では、「低栄養状態」と判定された人は 1.9％である。 

 

図表：低栄養状態（要支援 1・2） 

 

 

 

 

  

n=

低栄養状

態

低栄養状

態ではな

い

判別不能

TOTAL 1,455 1.5 93.5 5.0

前期高齢者　合計 683 0.7 96.6 2.6

前期高齢者　男性 456 0.9 96.5 2.6

前期高齢者　女性 227 0.4 96.9 2.6

後期高齢者　合計 745 2.3 91.3 6.4

後期高齢者　男性 474 2.3 91.1 6.5

後期高齢者　女性 271 2.2 91.5 6.3

堺・忠生 337 1.5 92.3 6.2

鶴川 374 2.1 94.4 3.5

町田 377 1.9 92.0 6.1

南 353 0.6 95.5 4.0

n=

低栄養状
態

低栄養状
態ではな

い
判別不能

TOTAL 428 1.9 86.4 11.7

男性 148 1.4 87.2 11.5

女性 272 2.2 86.4 11.4

堺・忠生 109 0.0 82.6 17.4

鶴川 108 2.8 81.5 15.7

町田 100 0.0 93.0 7.0

南 108 4.6 89.8 5.6
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④口腔機能 

 

 一般高齢者では、「口腔機能の低下あり」と判定された人は 17.6％である。男女とも前期高齢者に比べ

後期高齢者で高く、後期高齢者の男性で 20.3％、後期高齢者の女性で 23.6％となっている。 

 

図表：口腔機能（一般高齢者） 

 

 

要支援 1・2では、「口腔機能の低下あり」と判定された人は一般高齢者を大きく上回る 41.6％である。 

 

図表：口腔機能（要支援 1・2） 

 

 

  

n=

口腔機能

の低下あ

り

口腔機能

の低下な

し

判別不能

TOTAL 1,455 17.6 80.9 1.5

前期高齢者　合計 683 12.9 86.5 0.6

前期高齢者　男性 456 13.2 86.2 0.7

前期高齢者　女性 227 12.3 87.2 0.4

後期高齢者　合計 745 21.5 76.4 2.1

後期高齢者　男性 474 20.3 78.1 1.7

後期高齢者　女性 271 23.6 73.4 3.0

堺・忠生 337 17.2 79.8 3.0

鶴川 374 17.9 81.6 0.5

町田 377 16.4 82.5 1.1

南 353 18.4 79.9 1.7

n=

口腔機能
の低下あ

り

口腔機能
の低下な

し
判別不能

TOTAL 428 41.6 53.3 5.1

男性 148 41.9 52.7 5.4

女性 272 41.2 54.8 4.0

堺・忠生 109 40.4 51.4 8.3

鶴川 108 37.0 57.4 5.6

町田 100 45.0 52.0 3.0

南 108 43.5 53.7 2.8
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⑤閉じこもり傾向 

 

 一般高齢者では、「閉じこもり傾向あり」と判定された人は 11.5％である。前期高齢者の女性は 5.7％

とやや低くなっている。 

 

図表：閉じこもり傾向（一般高齢者） 

 

 

 要支援 1・2では、「閉じこもり傾向あり」と判定された人は 32.7％である。 

 

図表：閉じこもり傾向（要支援 1・2） 

 

 

  

n=

閉じこも

り傾向あ

り

閉じこも

り傾向な

し

上記以外

TOTAL 1,455 11.5 87.6 1.0

前期高齢者　合計 683 9.4 90.3 0.3

前期高齢者　男性 456 11.2 88.4 0.4

前期高齢者　女性 227 5.7 94.3 0.0

後期高齢者　合計 745 12.9 85.9 1.2

後期高齢者　男性 474 12.4 86.7 0.8

後期高齢者　女性 271 13.7 84.5 1.8

堺・忠生 337 11.6 87.2 1.2

鶴川 374 13.1 86.4 0.5

町田 377 8.8 90.7 0.5

南 353 12.2 86.1 1.7

n=

閉じこも
り傾向あ

り

閉じこも
り傾向な

し
上記以外

TOTAL 428 32.7 64.7 2.6

男性 148 34.5 62.2 3.4

女性 272 32.0 65.8 2.2

堺・忠生 109 35.8 61.5 2.8

鶴川 108 27.8 65.7 6.5

町田 100 29.0 71.0 0.0

南 108 38.0 61.1 0.9
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⑥認知機能の低下 

 

 一般高齢者では、「認知機能の低下あり」と判定された人は 38.8％である。 

 

図表：認知機能の低下（一般高齢者） 

 

 

 要支援 1・2では、「認知機能の低下あり」と判定された人は過半数の 61.4％である。 

 

図表：認知機能の低下（要支援 1・2） 

 

 

 

 

  

n=

認知機能

の低下あ

り

認知機能

の低下な

し

無回答

TOTAL 1,455 38.8 58.4 2.8

前期高齢者　合計 683 35.6 62.5 1.9

前期高齢者　男性 456 32.2 66.2 1.5

前期高齢者　女性 227 42.3 55.1 2.6

後期高齢者　合計 745 41.6 55.0 3.4

後期高齢者　男性 474 39.2 56.5 4.2

後期高齢者　女性 271 45.8 52.4 1.8

堺・忠生 337 41.2 56.1 2.7

鶴川 374 39.3 57.0 3.7

町田 377 35.0 61.8 3.2

南 353 39.4 59.5 1.1

n=

認知機能
の低下あ

り

認知機能
の低下な

し
無回答

TOTAL 428 61.4 34.3 4.2

男性 148 58.8 37.8 3.4

女性 272 63.2 32.7 4.0

堺・忠生 109 61.5 35.8 2.8

鶴川 108 63.9 29.6 6.5

町田 100 67.0 30.0 3.0

南 108 53.7 42.6 3.7
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⑦うつ傾向 

 

 一般高齢者では、「うつ傾向あり」と判定された人は 16.6％である。前期高齢者の女性で 24.2％とや

や高くなっている。 

 

図表：うつ傾向（一般高齢者） 

 

 

 要支援 1・2では、「うつ傾向あり」と判定された人は 34.3％である。 

 

図表：うつ傾向（要支援 1・2） 

 

 

  

n=

うつ傾向
あり

うつ傾向
なし

無回答

TOTAL 1,455 16.6 81.5 1.9

前期高齢者　合計 683 16.5 82.4 1.0

前期高齢者　男性 456 12.7 86.2 1.1

前期高齢者　女性 227 24.2 74.9 0.9

後期高齢者　合計 745 16.2 81.5 2.3

後期高齢者　男性 474 14.3 83.8 1.9

後期高齢者　女性 271 19.6 77.5 3.0

堺・忠生 337 19.6 76.9 3.6

鶴川 374 17.6 81.8 0.5

町田 377 10.9 87.8 1.3

南 353 18.4 79.9 1.7

n=

うつ傾向

あり

うつ傾向

なし
無回答

TOTAL 428 34.3 62.9 2.8

男性 148 35.1 62.8 2.0

女性 272 33.5 63.2 3.3

堺・忠生 109 33.9 63.3 2.8

鶴川 108 30.6 63.9 5.6

町田 100 40.0 59.0 1.0

南 108 33.3 64.8 1.9
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⑧リスクの重なり 

 

 一般高齢者では、生活機能低下リスクありの高齢者の割合（各種リスク判定において、いずれかのリ

スクに該当する人の割合）は、62.7％である。いずれにも該当しない「リスクなし」は 32.6％となって

いる。 

 また、いずれかのリスクに該当する一般高齢者の割合を年齢別にみたとき、前期高齢者では 57.5％、

後期高齢者ではそれを上回る 67.1％となっている。 

 

図表：リスクの重なり（一般高齢者） 

 

 

  

n=

いずれか
のリスクあ
り

運動器の
機能低下

転倒リスク 閉じこもり
傾向

低栄養状
態

口腔機能
の低下

認知機能
の低下

うつ傾向 リスクなし 判別不能

TOTAL 1,455 62.7 6.4 26.1 11.5 1.5 17.6 38.8 15.8 32.6 4.7

前期高齢者　合計 683 57.5 4.2 21.8 9.4 0.7 12.9 35.6 16.3 39.8 2.6

前期高齢者　男性 456 55.9 3.5 20.6 11.2 0.9 13.2 32.2 12.7 42.5 1.5

前期高齢者　女性 227 60.8 5.7 24.2 5.7 0.4 12.3 42.3 23.3 34.4 4.8

後期高齢者　合計 745 67.1 8.5 30.2 12.9 2.3 21.5 41.6 15.4 26.6 6.3

後期高齢者　男性 474 64.6 5.7 30.8 12.4 2.3 20.3 39.2 13.7 28.9 6.5

後期高齢者　女性 271 71.6 13.3 29.2 13.7 2.2 23.6 45.8 18.5 22.5 5.9

堺・忠生 337 66.2 6.5 26.7 11.6 1.5 17.2 41.2 18.1 28.2 5.6

鶴川 374 63.1 5.9 25.1 13.1 2.1 17.9 39.3 17.4 32.4 4.5

町田 377 59.7 6.4 27.1 8.8 1.9 16.4 35.0 10.3 35.8 4.5

南 353 61.8 6.8 25.2 12.2 0.6 18.4 39.4 17.6 34.0 4.2

62.7

6.4

26.1

11.5

1.5

17.6

38.8

15.8

32.6

4.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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 要支援 1・2では、生活機能低下リスクありの高齢者の割合（各種リスク判定において、いずれかのリ

スクに該当する人の割合）は、93.0％である。いずれにも該当しない「リスクなし」は 5.1％となってい

る。 

 

図表：リスクの重なり（要支援 1・2） 

 

 

  

n=

いずれか
のリスクあ
り

運動器の
機能低下

転倒リスク 閉じこもり
傾向

低栄養状
態

口腔機能
の低下

認知機能
の低下

うつ傾向 リスクなし 判別不能

TOTAL 428 93.0 49.1 51.6 32.7 1.9 41.6 61.4 32.2 5.1 1.9

男性 148 92.6 46.6 49.3 34.5 1.4 41.9 58.8 33.1 5.4 2.0

女性 272 93.4 50.4 52.6 32.0 2.2 41.2 63.2 31.3 5.1 1.5

堺・忠生 109 94.5 56.9 56.0 35.8 0.0 40.4 61.5 30.3 3.7 1.8

鶴川 108 90.7 44.4 46.3 27.8 2.8 37.0 63.9 27.8 4.6 4.6

町田 100 92.0 43.0 53.0 29.0 0.0 45.0 67.0 38.0 8.0 0.0

南 108 94.4 50.9 51.9 38.0 4.6 43.5 53.7 33.3 4.6 0.9

93.0

49.1
51.6

32.7

1.9

41.6

61.4

32.2

5.1
1.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

51 

(3) 日常生活 

 

一般・要支援：問 10（7） 

昨年と比べて外出の回数が減っていますか。（○は１つ） 

 

 一般高齢者では、「とても減っている」が 1.6％、「減っている」が 17.4％である。 

 要支援 1・2では、「とても減っている」が 9.6％、「減っている」が 44.2％である。 

 

問 10(7) 昨年と比べた外出回数 

 

 

 

一般・要支援：問 10（8） 

外出を控えていますか。（○は１つ） 

 

 一般高齢者では、「はい」（控えている）が 9.3％、要支援 1・2では 47.9％である。 

 

問 10(8) 外出を控えている 

 
 

 

一般・要支援：付問（8）-1 

外出を控えている理由は、次のどれですか。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者、要支援 1・2とも、「足腰などの痛み」が高くなっている。 

 

付問 10(8)-1 外出を控えている理由（複数回答）【ベース：外出を控えている】 

 

n=

とても減って

いる
減っている

あまり減って

いない
減っていない 無回答

一般高齢者 1,455 1.6 17.4 35.3 44.7 1.0

要支援1・2 428 9.6 44.2 31.5 11.4 3.3

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 9.3 84.9 5.8

要支援1・2 428 47.9 43.2 8.9

n=

病気
障害（脳卒中
の後遺症な

ど）

足腰などの

痛み

トイレの心配

（失禁など）

耳の障害（聞
こえの問題

など）

目の障害

一般高齢者 136 21.3 2.2 48.5 16.2 5.1 8.1

要支援1・2 205 17.1 2.4 69.8 22.0 11.2 8.8

外での楽し

みがない

経済的に出

られない

交通手段が

ない
その他 無回答

一般高齢者 136 13.2 19.1 6.6 14.0 0.7

要支援1・2 205 10.7 6.3 9.3 12.7 0.5
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一般・要支援：問 10（9） 

外出する際の移動手段は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者では「徒歩」が 79.5％と最も高く、「電車」（67.3％）、「路線バス」（62.0％）、「自動車（自

分で運転）」（47.0％）が続く。 

 要支援 1・2では「徒歩」（58.4％）と「路線バス」（57.0％）が同等に高く、次いで「タクシー」（41.4％）、

「電車」（41.1％）、「自動車（人に乗せてもらう）」（29.2％）となっている。 

 

問 10(9) 外出する際の移動手段（複数回答） 

 
 

 

一般・要支援：問 11（5） 

歯磨きや入れ歯の手入れを毎日していますか（人にしてもらう場合も含む）。（○は１つ） 

 

 一般高齢者では「はい」が 93.3％、要支援 1・2では 91.4％である。 

 

問 11(5) 歯磨きや入れ歯の手入れを毎日している 

 
 

  

n=

徒歩 自転車 バイク
自動車
（自分で
運転）

自動車
（人に乗
せてもら

う）

電車 路線バス

一般高齢者 1,455 79.5 23.0 3.5 47.0 12.5 67.3 62.0

要支援１・２ 428 58.4 7.0 0.7 10.0 29.2 41.1 57.2

n=

病院や施
設のバス

車いす
電動車い
す（カー

ト）

歩行器・
シルバー

カー

タクシー その他 無回答

一般高齢者 1,455 1.3 0.1 0.0 0.2 12.0 0.2 1.6

要支援１・２ 428 7.2 0.7 0.5 8.2 41.4 0.5 3.5

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 93.3 5.7 1.0

要支援1・2 428 91.4 5.8 2.8



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

53 

 

一般・要支援：問 11（6） 

歯の数と入れ歯の利用状況をお教えください（成人の歯の総本数は、親知らずを含めて 32 本です）。

（○は１つ） 

 

 「自分の歯は 20本以上、入れ歯の利用なし」は、一般高齢者が 31.5％、要支援 1・2が 14.7％である。 

 

問 11(6) 歯の数と入れ歯の利用状況 

 

 

 

一般・要支援：問 11（7） 

噛み合わせは良いですか。（○は１つ） 

 

 「はい」は一般高齢者で 82.5％、要支援 1・2で 73.8％である。 

問 11(7) 噛み合わせは良い 

 
 

 

一般・要支援：問 11（9） 

どなたかと食事をともにする機会はありますか。（○は１つ） 

 

 「毎日ある」は一般高齢者で 50.6％、要支援 1・2では 28.5％にとどまり、「ほとんどない」が 14.5％

である。 

 

問 11(9) どなたかと食事をともにする機会 

 

 

  

n=

自分の歯は

20本以上、

かつ入れ歯

を利用

自分の歯は

20本以上、

入れ歯の利

用なし

自分の歯は

19本以下、

かつ入れ歯

を利用

自分の歯は

19本以下、

入れ歯の利

用なし

無回答

一般高齢者 1,455 19.6 31.5 38.0 6.3 4.6

要支援1・2 428 15.7 14.7 50.9 10.0 8.6

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 82.5 14.6 3.0

要支援1・2 428 73.8 22.2 4.0

n=
毎日ある

週に何度か

ある

月に何度か

ある

年に何度か

ある
ほとんどない 無回答

一般高齢者 1,455 50.6 9.1 20.5 11.2 6.5 2.0

要支援1・2 428 28.5 11.7 25.0 18.0 14.5 2.3



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

54 

 

一般・要支援：問 12（2） 

自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか。（○は１つ） 

 

 「はい」は一般高齢者で 89.2％、要支援 1・2で 84.3％である。 

 

問 12(2) 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをする 

 
 

 

一般・要支援：問 12（3） 

今日が何月何日かわからない時がありますか。（○は１つ） 

 

 「はい」は、一般高齢者で 21.3％、要支援 1・2で 36.9％である。 

 

問 12(3) 今日が何月何日かわからない時がある 

 
 

 

一般・要支援：問 12（4） 

バスや電車を使って 1人で外出していますか（自家用車でも可）。（○は１つ） 

 

 「できない」は、一般高齢者で 1.0％、要支援 1・2で 17.1％である。 

 

問 12(4) バスや電車を使って 1 人で外出している 

 

 

  

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 89.2 9.0 1.8

要支援1・2 428 84.3 12.6 3.0

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 21.3 76.6 2.1

要支援1・2 428 36.9 60.5 2.6

n=

できるし、し

ている

できるけどし

ていない
できない 無回答

一般高齢者 1,455 92.3 4.7 1.0 2.0

要支援1・2 428 70.1 10.0 17.1 2.8
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一般・要支援：問 12（5） 

自分で食品・日用品の買物をしていますか。（○は１つ） 

 

 「できない」は、一般高齢者で 0.9％、要支援 1・2で 10.7％である。 

 

問 12(5) 自分で食品・日用品の買物をしている 

 

 

 

一般・要支援：問 12（6） 

自分で食事の用意をしていますか。（○は１つ） 

 

 「できない」は、一般高齢者で 6.1％、要支援 1・2で 8.9％である。 

 

問 12(6) 自分で食事の用意をしている 

 

 

 

一般・要支援：問 12（7） 

自分で請求書の支払いをしていますか。（○は１つ） 

 

 「できない」は、一般高齢者で 1.7％、要支援 1・2で 5.4％である。 

 

問 12(7) 自分で請求書の支払いをしている 

 

 

  

n=

できるし、し

ている

できるけどし

ていない
できない 無回答

一般高齢者 1,455 85.2 12.1 0.9 1.9

要支援1・2 428 71.0 15.7 10.7 2.6

n=

できるし、し

ている

できるけどし

ていない
できない 無回答

一般高齢者 1,455 62.7 29.3 6.1 1.8

要支援1・2 428 68.7 19.2 8.9 3.3

n=

できるし、し

ている

できるけどし

ていない
できない 無回答

一般高齢者 1,455 82.1 14.6 1.7 1.6

要支援1・2 428 82.0 10.0 5.4 2.6
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一般・要支援：問 12（8） 

自分で預貯金の出し入れをしていますか。（○は１つ） 

 

 「できない」は一般高齢者で 2.1％、要支援 1・2で 7.0％である。 

 

問 12(8) 自分で預貯金の出し入れをしている 

 

 

 

一般・要支援：問 12（9） 

年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けますか。（○は１つ） 

 

 「いいえ」は、一般高齢者で 4.5％、要支援 1・2で 19.6％である。 

 

問 12(9) 年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書ける 

 
 

 

一般・要支援：問 12（10） 

健康についての記事や番組に関心がありますか。（○は１つ） 

 

 「いいえ」は、一般高齢者で 7.4％、要支援 1・2で 5.6％である。 

 

問 12(10) 健康についての記事や番組に関心がある 

 

 

  

n=

できるし、し

ている

できるけどし

ていない
できない 無回答

一般高齢者 1,455 83.2 12.6 2.1 2.0

要支援1・2 428 76.4 13.6 7.0 3.0

n= はい いいえ 無回答

一般高齢者 1,455 93.3 4.5 2.2

要支援1・2 428 77.3 19.6 3.0

一般高齢者（n=1455）

要支援1・2（n=428）

はい

90.4

91.8

いいえ

7.4

5.6

無回答

2.2

2.6

(%)
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一般・要支援：問 12（11） 

趣味や生きがいはありますか。（○は１つ） 

 

 「思いつかない」は、一般高齢者で 14.4％、要支援 1・2で 26.6％である。 

 

問 12(11) 趣味・生きがいはあるか 

 

 

一般・要支援：問 14（1） 

あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人は誰ですか。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者では「配偶者」が 54.0％と最も高く、次いで「友人」（40.1％）、「別居の子ども」（30.4％）

となっており、「そのような人はいない」は 5.7％である。 

要支援 1・2では「別居の子ども」が 40.0％と最も高く、次いで「友人」（31.8％）、「配偶者」「兄弟姉

妹・親戚・親・孫」（ともに 21.5％）となっており、「そのような人はいない」は 6.8％である。 

 

問 14(1) 心配事や愚痴を聞いてくれる人（複数回答） 

 
 

 

一般・要支援：問 14（2） 

反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人は誰ですか。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者では「配偶者」が 52.5％と最も高く、次いで「友人」（41.2％）、「別居の子ども」（30.3％）

となっており、「そのような人はいない」は 6.3％である。 

要支援 1・2では「友人」が 34.1％と最も高く、次いで「別居の子ども」（26.1％）、「配偶者」（20.1％）

となっており、「そのような人はいない」は 13.6％である。 

 

問 14(2) 反対に心配事や愚痴を聞いてあげる人（複数回答） 

 
  

一般高齢者（n=1455）

要支援1・2（n=428）

趣味・生きがいあり

81.9

67.8

思いつかない

14.4

26.6

無回答

3.6

5.6

(%)

n=
配偶者

同居の子ど

も

別居の子ど

も

兄弟姉妹・親

戚・親・孫
近隣 友人 その他

そのような人

はいない
無回答

一般高齢者 1,455 54.0 14.6 30.4 22.5 10.1 40.1 2.5 5.7 2.0

要支援1・2 428 21.5 14.7 40.0 21.5 14.3 31.8 3.3 6.8 4.9

n=
配偶者

同居の子ど

も

別居の子ど

も

兄弟姉妹・親

戚・親・孫
近隣 友人 その他

そのような人

はいない
無回答

一般高齢者 1,455 52.5 14.3 30.3 25.1 11.9 41.2 2.3 6.3 2.8

要支援1・2 428 20.1 10.5 26.9 18.7 15.0 34.1 1.9 13.6 7.7
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一般・要支援：問 14（3） 

あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人は誰ですか。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者では「配偶者」が 57.5％と最も高く、次いで「別居の子ども」（28.5％）、「同居の子ども」

（21.5％）となっており、「そのような人はいない」は 7.9％である。 

要支援 1・2では「別居の子ども」が 40.2％と最も高く、次いで「配偶者」（22.2％）、「同居の子ども」

（20.6％）となっており、「そのような人はいない」は 10.7％である。 

 

問 14(3) あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人（複数回答） 

 

 

 

一般・要支援：問 14（4） 

反対に、（あなたが）看病や世話をしてあげる人は誰ですか。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者では「配偶者」が 57.5％と最も高く、次いで「別居の子ども」（23.6％）、「兄弟姉妹・

親・孫」（18.5％）となっており、「そのような人はいない」は 10.3％である。 

要支援 1・2では「配偶者」が 23.6％と最も高く、次いで「別居の子ども」（18.5％）、「同居の子ど

も」（14.0％）となっており、「そのような人はいない」は 32.7％である。 

 

問 14(4) 反対に、（あなたが）看病や世話をしてあげる人（複数回答） 

 
 

  

n=

配偶者
同居の子

ども

別居の子

ども

兄弟姉
妹・親戚・

親・孫

近隣 友人 その他
そのよう
な人はい

ない

無回答

一般高齢者 1,455 57.5 21.5 28.5 9.1 2.2 4.4 0.6 7.9 1.9

要支援１・２ 428 22.2 20.6 40.2 8.6 4.7 7.2 6.5 10.7 5.1

n=
配偶者

同居の子ど

も

別居の子ど

も

兄弟姉妹・親

戚・親・孫
近隣 友人 その他

そのような人

はいない
無回答

一般高齢者 1,455 57.5 18.3 23.6 18.5 2.7 7.1 0.5 10.3 4.5

要支援1・2 428 23.6 14.0 18.5 10.3 3.5 7.9 0.2 32.7 9.8
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一般・要支援：問 14（5） 

家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する相手を教えてください。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者では「医師・歯科医師・看護師」が 28.1％と最も高く、次いで「高齢者支援センター・役

所」（15.6％）、「自治会・町内会・老人クラブ」（7.8％）となっており、「そのような人はいない」

は 38.8％である。 

要支援 1・2では「ケアマネジャー」が 41.6％と最も高く、次いで「高齢者支援センター・役所」（33.6％）、

「医師・歯科医師・看護師」（30.8％）となっており、「そのような人はいない」は一般高齢者より低

い 17.3％である。 

 

問 14(5) 家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する相手（複数回答） 

 

 

 

一般・要支援：問 14（6） 

友人・知人と会う頻度はどれくらいですか。（○は１つ） 

 

 一般高齢者では「毎日ある」が 7.4％の一方、「ほとんどない」が 10.2％である。 

 要支援 1・2では「毎日ある」が 4.4％、「ほとんどない」は一般高齢者を上回る 18.0％である。 

 

問 14(6) 友人・知人と会う頻度 

 

 

  

n=

自治会・町内
会・老人クラ

ブ

社会福祉協
議会・民生委

員

ケアマネ

ジャー

医師・歯科医

師・看護師

高齢者支援
センター・役

所

その他
そのような人

はいない
無回答

一般高齢者 1,455 7.8 6.6 3.2 28.1 15.6 13.1 38.8 7.1

要支援1・2 428 6.1 3.7 41.6 30.8 33.6 5.8 17.3 7.0

n=
毎日ある

週に何度か

ある

月に何度か

ある

年に何度か

ある
ほとんどない 無回答

一般高齢者 1,455 7.4 28.8 26.0 25.4 10.2 2.2

要支援1・2 428 4.4 26.4 24.5 22.2 18.0 4.4
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一般・要支援：問 14（7） 

この１か月間、何人の友人・知人と会いましたか。同じ人には何度会っても 1 人と数えることとしま

す。（○は１つ） 

 

 「0人（いない）」は、一般高齢者で 11.3％、要支援 1・2で 17.5％である。 

 

問 14(7) この１か月間に会った友人・知人の人数 

 
 

 

一般・要支援：問 14（8） 

よく会う友人・知人はどんな関係の人ですか。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者では「趣味や関心が同じ友人」が 43.7％と最も高く、次いで「仕事での同僚・元同僚」（40.7％）、

「近所・同じ地域の人」（38.1％）となっており、「いない」は 7.1％である。 

 要支援 1・2では「近所・同じ地域の人」が 46.3％と最も高く、次いで「趣味や関心が同じ友人」（30.6％）、

「仕事での同僚・元同僚」（13.1％）となっており、「いない」は 13.8％である。 

 

問 14(8) よく会う友人・知人との関係（複数回答） 

 

 

 

一般・要支援：問 15（1） 

現在のあなたの健康状態はいかがですか。（○は１つ） 

 

 主観的健康観（「とてもよい」「まあよい」を合わせた割合）として自身の健康を良好に感じている人

は、一般高齢者で 82.8％、要支援 1・2では 47.9％である。 

 

問 15(1) 現在の健康状態 

 

  

n= ０人（いない） １～２人 ３～５人 ６～９人 10人以上 無回答

一般高齢者 1,455 11.3 17.1 24.2 12.5 32.6 2.3

要支援1・2 428 17.5 27.3 21.5 9.8 19.4 4.4

n=

近所・同じ地

域の人
幼なじみ

学生時代の

友人

仕事での同

僚・元同僚

趣味や関心

が同じ友人

ボランティア
等の活動で

の友人

その他 いない 無回答

一般高齢者 1,455 38.1 6.2 20.1 40.7 43.7 8.0 8.6 7.1 2.3

要支援1・2 428 46.3 2.8 9.3 13.1 30.6 7.5 12.6 13.8 5.1

n=
とてもよい まあよい

あまりよくな

い
よくない 無回答

一般高齢者 1,455 15.3 67.5 12.8 2.2 2.2

要支援1・2 428 3.7 44.2 41.1 6.3 4.7
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一般・要支援：問 15（2） 

あなたは、現在どの程度幸せですか。（「とても不幸」を 0 点、「とても幸せ」を 10 点として、あては

まる点数に○をお付けください）（○は１つ） 

 

 一般高齢者では「8点」が 21.9％と最も多く、4点以下の人は 7.2％である。 

 要支援 1・2では「5点」が 23.1％と最も多く、4点以下の人は 10.4％である。 

 

問 15(2) 現在の幸福度 

 

 

 

一般・要支援：問 15（5） 

お酒は飲みますか。（○は１つ） 

 

 「ほぼ毎日飲む」は、一般高齢者で 28.1％、要支援 1・2で 12.9％である。 

 

問 15(5) 飲酒頻度 

 

 

 

一般・要支援：問 15（6） 

タバコは吸っていますか。（○は１つ） 

 

 「ほぼ毎日吸っている」「時々吸っている」を合わせ、喫煙している人は一般高齢者で 10.7％、要支援

1・2で 5.4％である。 

問 15(6) 喫煙頻度 

 

 

  

n= ０点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 ６点 ７点 ８点 ９点 １０点 無回答

一般高齢者 1,455 0.3 0.2 0.8 2.3 3.6 18.3 10.0 17.9 21.9 8.7 12.7 3.2

要支援1・2 428 0.7 0.2 1.4 4.4 3.7 23.1 8.4 18.7 16.8 5.6 11.0 5.8

n=

ほぼ毎日飲

む
時々飲む

ほとんど飲ま

ない

もともと飲ま

ない
無回答

一般高齢者 1,455 28.1 20.5 23.6 26.5 1.3

要支援1・2 428 12.9 13.6 29.0 41.4 3.3

n=

ほぼ毎日

吸っている

時々吸って

いる

吸っていたが

やめた

もともと吸っ

ていない
無回答

一般高齢者 1,455 9.4 1.3 40.1 47.5 1.6

要支援1・2 428 4.9 0.5 26.4 65.2 3.0
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一般・要支援：問 15（7） 

現在治療中、または後遺症のある病気はありますか。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者では「高血圧」が 40.0％と最も高く、「目の病気」（15.8％）、「糖尿病」（12.9％）、「高脂血

症（脂質異常）」（12.4％）などが 1割台で続く。 

 要支援 1・2でも「高血圧症」が第 1位で 49.5％と一般高齢者に比べ高い。次いで「筋骨格の病気（骨

粗しょう症、関節症等）」（34.3％）、「目の病気」（28.0％）、「心臓病」（20.8％）となっている。 

 

図表：現在治療中、または後遺症のある病気（一般高齢者） 図表：現在治療中、または後遺症のある病気（要支援１・２） 

  
  

 

  

n=1,455

高血圧

目の病気

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

心臓病

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節
症等）

腎臓・前立腺の病気

胃腸・肝臓・胆のうの病気

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎
等）

耳の病気

がん（悪性新生物）

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

外傷（転倒・骨折等）

血液・免疫の病気

うつ病

パーキンソン病

認知症(アルツハイマー病等)

その他

ない

無回答

40.0

15.8

12.9

12.4

10.7

10.5

10.1

6.4

6.0

5.8

4.8

3.0

2.3

0.8

0.7

0.7

0.4

10.2

17.0

4.2

0.0 20.0 40.0 60.0
(%) n=428

高血圧

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節
症等）

目の病気

心臓病

耳の病気

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

腎臓・前立腺の病気

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎
等）

外傷（転倒・骨折等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

がん（悪性新生物）

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

うつ病

パーキンソン病

認知症(アルツハイマー病等)

血液・免疫の病気

その他

ない

無回答

49.5

34.3

28.0

20.8

15.4

14.3

13.6

12.9

10.5

10.0

8.4

7.0

6.3

2.8

2.3

2.1

1.6

11.9

2.6

3.7

0.0 20.0 40.0 60.0
(%)
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 要介護 1～5でも「高血圧症」（35.3％）がもっと高いが、第 2 位は「認知症（アルツハイマー病等）」

で 28.1％となっている。 

 特養待機者では、「認知症（アルツハイマー病等）」が最も高く、45.3％に達している。 

 

図表：現在治療中、または後遺症のある病気（要介護 1～5） 図表：現在治療中、または後遺症のある病気（特養待機者） 

  
 

 

 

  

n=499

高血圧

認知症(アルツハイマー病等)

目の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症
等）

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

糖尿病

心臓病

外傷（転倒・骨折等）

腎臓・前立腺の病気

耳の病気

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

がん（悪性新生物）

高脂血症（脂質異常）

パーキンソン病

うつ病

血液・免疫の病気

その他

ない

無回答

35.3

28.1

19.6

18.8

17.8

17.6

14.4

12.8

10.4

10.0

8.0

6.4

6.0

5.6

4.2

2.0

1.8

10.6

3.8

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0
(%) n=86

認知症(アルツハイマー病等)

高血圧

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節
症等）

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

目の病気

心臓病

糖尿病

腎臓・前立腺の病気

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎
等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

外傷（転倒・骨折等）

耳の病気

高脂血症（脂質異常）

うつ病

がん（悪性新生物）

パーキンソン病

血液・免疫の病気

その他

ない

無回答

45.3

30.2

24.4

18.6

17.4

16.3

16.3

16.3

11.6

8.1

8.1

8.1

5.8

5.8

4.7

3.5

1.2

12.8

1.2

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0
(%)



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

64 

 

(4) 地域活動 

 

一般・要支援：問 13（1） 

以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか。（それぞれ○は１つずつ） 

 

 一般高齢者では、ボランティアのグループについては、「週 4日以上」（0.9％）、「週 2～3回」（2.1％）、

「週 1 回」（1.8％）を合わせ、「週一回以上」参加している人が 4.8％である。なお、「参加していない」

は 48.6％で、老人クラブの場合（「参加していない」55.0％）に次いで高くなっている。 

 スポーツ関係のグループやクラブについては、「週 4 日以上」（3.0％）、「週 2～3 回」（8.3％）、「週 1

回」（5.3％）を合わせ、「週一回以上」参加している人が 16.6％である。 

 趣味関係のグループについては、「週 4 日以上」（2.1％）、「週 2～3 回」（4.7％）、「週 1 回」（6.5％）

を合わせ、「週一回以上」参加している人が 13.3％である。 

 学習・教養サークルについては、「週 4 日以上」（0.5％）、「週 2～3 回」（0.9％）、「週 1 回」（3.3％）

を合わせ、「週一回以上」参加している人が 3.7％である。 

 老人クラブについては、「週 4日以上」（0.8％）、「週 2～3回」（1.4％）、「週 1回」（0.7％）を合わせ、

「週一回以上」参加している人が 2.9％である。 

 町内会・自治会については、「週 4 日以上」（0.6％）、「週 2～3 回」（1.4％）、「週 1 回」（1.2％）を合

わせ、「週一回以上」参加している人が 3.2％である。なお、「年に数回」が 15.2％と他の活動に比べ高

くなっている。 

 収入のある仕事については、「週 4 日以上」の人が 10.4％である。また、「参加していないが、今後参

加したい」（収入のある仕事に就きたい）が 4.7％となっている。 

 

図表：地域活動への参加状況・参加意向（一般高齢者） 

 

 

  

n=
週4日以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回

参加していな

い

参加していな

いが、今後参
加したい

無回答

ボランティアのグ

ループ
1,455 0.9 2.1 1.8 3.5 3.6 48.6 7.6 31.9

スポーツ関係の
グループやクラブ

1,455 3.0 8.3 5.3 4.7 3.0 42.1 5.8 27.8

趣味関係のグ

ループ
1,455 2.1 4.7 6.5 12.9 4.3 39.0 6.5 23.9

学習・教養サーク

ル
1,455 0.5 0.9 2.3 3.8 2.3 48.0 7.5 34.7

老人クラブ 1,455 0.8 1.4 0.7 3.1 2.2 55.0 4.0 32.9

町内会・自治会 1,455 0.6 1.4 1.2 6.7 15.2 42.5 3.9 28.5

収入のある仕事 1,455 10.4 8.2 2.3 1.5 1.6 42.1 4.7 29.0
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 要支援 1・2でもこうした活動に参加している人はいるものの、参加状況は一般高齢者に比べ総じて低

調である。 

 

図表：地域活動への参加状況・参加意向（要支援 1・2） 

 

 

 また、こうした地域活動のいずれかに月 1 回以上参加している人の割合（＝地域活動参加率）は、一

般高齢者においては、前期高齢者で 65.7％、後期高齢者で 53.8％である。要支援 1・2 においては、前

期高齢者で 59.1％、後期高齢者で 39.6％である。 

 

図表：いずれかの地域活動への月 1 回以上参加の有無（一般高齢者） 

 

図表：いずれかの地域活動への月 1 回以上参加の有無（要支援 1・2） 

 

 

 次ページ以降に、各活動の参加状況の詳細結果を紹介する。 

  

n=
週4日以上 週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回

参加していな

い

参加していな

いが、今後参
加したい

無回答

ボランティアのグ

ループ
428 0.7 0.7 1.4 1.9 1.6 44.6 3.3 45.8

スポーツ関係の
グループやクラブ

428 2.3 4.2 6.3 3.0 0.9 41.8 3.0 38.3

趣味関係のグ

ループ
428 1.4 4.9 3.3 11.0 2.3 36.7 4.0 36.4

学習・教養サーク

ル
428 0.2 1.4 2.6 3.5 2.1 40.4 4.2 45.6

老人クラブ 428 1.6 0.7 2.6 5.1 3.3 41.4 2.1 43.2

町内会・自治会 428 0.9 1.2 1.4 2.6 6.5 40.7 2.6 44.2

収入のある仕事 428 0.0 1.2 0.5 0.9 0.5 43.2 2.8 50.9

n=

月１～３回以
上参加して
いるものあり

月１～３回以
上参加して

いるものはな
い

無回答

TOTAL 1,455 59.4 33.0 7.6

前期高齢者 685 65.7 30.4 3.9

後期高齢者 760 53.8 35.5 10.7

n=

月１～３回以
上参加して
いるものあり

月１～３回以
上参加して

いるものはな
い

無回答

TOTAL 428 41.6 43.2 15.2

前期高齢者 44 59.1 34.1 6.8

後期高齢者 379 39.6 44.3 16.1
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①ボランティアのグループ 

 

図表：ボランティアのグループへの参加状況（一般高齢者） 

 

 

図表：ボランティアのグループへの参加状況（要支援 1・2） 

 

 

 

  

n=

週4日以

上
週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回

参加して

いない

参加して

いない
が、今後

参加した
い

無回答

TOTAL 1,455 0.9 2.1 1.8 3.5 3.6 48.6 7.6 31.9

前期高齢者　合計 683 1.5 1.6 1.8 3.1 3.8 53.4 10.8 24.0

前期高齢者　男性 456 1.3 1.3 2.0 2.4 3.7 58.1 12.1 19.1

前期高齢者　女性 227 1.8 2.2 1.3 4.4 4.0 44.1 8.4 33.9

後期高齢者　合計 745 0.4 2.6 1.9 3.9 3.4 45.0 4.7 38.3

後期高齢者　男性 474 0.2 1.9 1.5 4.0 4.0 49.2 4.6 34.6

後期高齢者　女性 271 0.7 3.7 2.6 3.7 2.2 37.6 4.8 44.6

堺・忠生 337 0.9 3.3 1.8 4.5 5.6 46.3 6.5 31.2

鶴川 374 0.5 2.1 1.6 3.2 3.7 48.4 8.8 31.6

町田 377 1.6 0.8 1.1 2.9 2.7 52.5 6.9 31.6

南 353 0.6 2.3 2.8 3.7 2.8 47.6 7.9 32.3

n=

週4日以
上

週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回
参加して
いない

参加して
いない

が、今後
参加した

い

無回答

TOTAL 428 0.7 0.7 1.4 1.9 1.6 44.6 3.3 45.8

男性 148 2.0 0.7 1.4 2.0 2.0 51.4 5.4 35.1

女性 272 0.0 0.7 1.5 1.8 1.5 41.2 1.8 51.5

堺・忠生 109 0.0 0.0 0.0 2.8 0.9 47.7 4.6 44.0

鶴川 108 0.9 0.0 2.8 1.9 0.0 38.9 4.6 50.9

町田 100 2.0 2.0 2.0 1.0 2.0 48.0 1.0 42.0

南 108 0.0 0.9 0.9 1.9 3.7 43.5 2.8 46.3
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②スポーツ関係のグループやクラブ 

 

図表：スポーツ関係のグループやクラブへの参加状況（一般高齢者） 

 

 

 

図表：スポーツ関係のグループやクラブへの参加状況（要支援 1・2） 

 

 

 

  

n=

週4日以

上
週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回

参加して

いない

参加して

いない
が、今後

参加した
い

無回答

TOTAL 1,455 3.0 8.3 5.3 4.7 3.0 42.1 5.8 27.8

前期高齢者　合計 683 2.8 8.8 6.6 4.4 3.7 45.8 7.6 20.4

前期高齢者　男性 456 2.0 6.8 5.0 4.4 5.3 50.9 9.0 16.7

前期高齢者　女性 227 4.4 12.8 9.7 4.4 0.4 35.7 4.8 27.8

後期高齢者　合計 745 3.2 8.2 4.0 5.1 2.3 39.5 4.3 33.4

後期高齢者　男性 474 3.2 7.6 2.5 4.9 3.2 43.7 4.6 30.4

後期高齢者　女性 271 3.3 9.2 6.6 5.5 0.7 32.1 3.7 38.7

堺・忠生 337 3.6 7.1 3.6 4.7 3.3 41.5 6.5 29.7

鶴川 374 1.9 7.5 8.6 5.9 2.9 41.4 6.1 25.7

町田 377 3.7 9.3 4.8 3.4 2.4 45.4 4.5 26.5

南 353 2.8 9.6 4.0 4.8 3.4 40.5 6.2 28.6

n=

週4日以
上

週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回
参加して
いない

参加して
いない

が、今後
参加した

い

無回答

TOTAL 428 2.3 4.2 6.3 3.0 0.9 41.8 3.0 38.3

男性 148 3.4 2.7 7.4 0.7 1.4 48.0 4.7 31.8

女性 272 1.8 5.1 5.9 4.0 0.7 38.6 2.2 41.5

堺・忠生 109 3.7 5.5 2.8 2.8 0.9 45.0 4.6 34.9

鶴川 108 1.9 4.6 11.1 2.8 0.0 36.1 3.7 39.8

町田 100 2.0 2.0 3.0 1.0 0.0 46.0 2.0 44.0

南 108 1.9 4.6 8.3 5.6 2.8 39.8 1.9 35.2
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③趣味関係のグループ 

 

図表：趣味関係のグループへの参加状況（一般高齢者） 

 

 

 

図表：趣味関係のグループへの参加状況（要支援 1・2） 

 

 

 

  

n=

週4日以

上
週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回

参加して

いない

参加して

いない
が、今後

参加した
い

無回答

TOTAL 1,455 2.1 4.7 6.5 12.9 4.3 39.0 6.5 23.9

前期高齢者　合計 683 1.2 2.6 7.6 12.3 4.2 44.1 9.1 18.9

前期高齢者　男性 456 0.9 2.2 5.7 10.5 4.6 49.3 9.6 17.1

前期高齢者　女性 227 1.8 3.5 11.5 15.9 3.5 33.5 7.9 22.5

後期高齢者　合計 745 2.7 6.8 5.6 13.6 4.3 35.0 4.2 27.8

後期高齢者　男性 474 2.5 6.1 4.6 12.0 5.7 37.8 4.4 26.8

後期高齢者　女性 271 3.0 8.1 7.4 16.2 1.8 30.3 3.7 29.5

堺・忠生 337 2.7 3.3 6.5 11.3 4.5 38.3 8.0 25.5

鶴川 374 0.8 5.9 5.9 14.7 3.7 40.9 6.1 21.9

町田 377 2.7 5.0 6.4 13.8 3.7 40.6 5.8 22.0

南 353 2.0 4.8 7.4 11.6 5.4 36.5 6.2 26.1

n=

週4日以
上

週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回
参加して
いない

参加して
いない

が、今後
参加した

い

無回答

TOTAL 428 1.4 4.9 3.3 11.0 2.3 36.7 4.0 36.4

男性 148 2.7 4.7 3.4 8.1 4.1 40.5 6.1 30.4

女性 272 0.7 5.1 3.3 12.9 1.5 34.6 2.9 39.0

堺・忠生 109 2.8 2.8 2.8 9.2 2.8 41.3 5.5 33.0

鶴川 108 1.9 7.4 5.6 6.5 1.9 30.6 4.6 41.7

町田 100 0.0 5.0 4.0 15.0 0.0 39.0 2.0 35.0

南 108 0.9 4.6 0.9 13.9 4.6 35.2 3.7 36.1
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④学習・教養サークル 

 

図表：学習・教養サークルへの参加状況（一般高齢者） 

 

 

 

図表：学習・教養サークルへの参加状況（要支援 1・2） 

 

 

 

 

  

n=

週4日以

上
週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回

参加して

いない

参加して

いない
が、今後

参加した
い

無回答

TOTAL 1,455 0.5 0.9 2.3 3.8 2.3 48.0 7.5 34.7

前期高齢者　合計 683 0.3 1.0 2.6 4.5 2.2 53.4 10.0 25.9

前期高齢者　男性 456 0.2 0.9 2.4 3.5 2.0 58.6 11.0 21.5

前期高齢者　女性 227 0.4 1.3 3.1 6.6 2.6 43.2 7.9 34.8

後期高齢者　合計 745 0.7 0.8 1.9 3.2 2.4 44.0 5.2 41.7

後期高齢者　男性 474 0.4 0.4 1.5 3.0 3.0 48.1 6.3 37.3

後期高齢者　女性 271 1.1 1.5 2.6 3.7 1.5 36.9 3.3 49.4

堺・忠生 337 0.6 0.0 0.9 3.3 2.7 50.1 8.0 34.4

鶴川 374 0.5 1.6 2.7 3.5 1.9 47.6 7.2 35.0

町田 377 0.8 0.5 1.6 4.5 3.2 48.0 8.2 33.2

南 353 0.0 1.4 4.0 4.0 1.4 47.3 6.5 35.4

n=

週4日以
上

週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回
参加して
いない

参加して
いない

が、今後
参加した

い

無回答

TOTAL 428 0.2 1.4 2.6 3.5 2.1 40.4 4.2 45.6

男性 148 0.0 0.0 4.7 1.4 2.7 46.6 7.4 37.2

女性 272 0.4 2.2 1.5 4.8 1.8 37.1 2.6 49.6

堺・忠生 109 0.0 0.0 0.0 4.6 1.8 44.0 2.8 46.8

鶴川 108 0.0 1.9 6.5 1.9 1.9 37.0 4.6 46.3

町田 100 0.0 1.0 4.0 4.0 2.0 41.0 3.0 45.0

南 108 0.9 2.8 0.0 3.7 2.8 38.9 6.5 44.4
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⑤老人クラブ 

 

図表：老人クラブへの参加状況（一般高齢者） 

 

 

 

図表：老人クラブへの参加状況（要支援 1・2） 

 

 

  

n=

週4日以

上
週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回

参加して

いない

参加して

いない
が、今後

参加した
い

無回答

TOTAL 1,455 0.8 1.4 0.7 3.1 2.2 55.0 4.0 32.9

前期高齢者　合計 683 0.6 0.7 0.4 2.0 1.2 63.7 4.4 26.9

前期高齢者　男性 456 0.4 0.9 0.0 1.5 0.7 69.5 4.4 22.6

前期高齢者　女性 227 0.9 0.4 1.3 3.1 2.2 52.0 4.4 35.7

後期高齢者　合計 745 0.9 2.0 0.9 4.2 3.1 48.2 3.5 37.2

後期高齢者　男性 474 1.1 2.1 0.8 3.8 2.3 52.1 4.4 33.3

後期高齢者　女性 271 0.7 1.8 1.1 4.8 4.4 41.3 1.8 43.9

堺・忠生 337 0.6 2.7 0.6 3.9 2.4 53.1 5.0 31.8

鶴川 374 0.5 1.9 0.8 2.7 0.8 57.0 3.5 32.9

町田 377 0.5 0.3 0.5 3.2 2.7 56.8 4.5 31.6

南 353 1.4 0.8 0.8 2.8 2.8 53.8 2.8 34.6

n=

週4日以
上

週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回
参加して
いない

参加して
いない

が、今後
参加した

い

無回答

TOTAL 428 1.6 0.7 2.6 5.1 3.3 41.4 2.1 43.2

男性 148 2.0 0.7 4.1 4.7 4.1 47.3 3.4 33.8

女性 272 1.5 0.7 1.8 5.5 2.9 38.2 1.5 47.8

堺・忠生 109 3.7 0.9 0.0 4.6 4.6 45.0 1.8 39.4

鶴川 108 0.0 0.9 4.6 5.6 2.8 39.8 2.8 43.5

町田 100 2.0 1.0 4.0 2.0 1.0 45.0 1.0 44.0

南 108 0.9 0.0 1.9 8.3 4.6 35.2 2.8 46.3
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⑥町内会・自治会 

 

図表：町内会・自治会への参加状況（一般高齢者） 

 

 

 

図表：町内会・自治会への参加状況（要支援 1・2） 

 

 

 

 

  

n=

週4日以

上
週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回

参加して

いない

参加して

いない
が、今後

参加した
い

無回答

TOTAL 1,455 0.6 1.4 1.2 6.7 15.2 42.5 3.9 28.5

前期高齢者　合計 683 0.3 0.9 1.9 6.7 16.1 47.7 4.5 21.8

前期高齢者　男性 456 0.4 1.1 2.4 7.7 17.1 51.1 5.3 14.9

前期高齢者　女性 227 0.0 0.4 0.9 4.8 14.1 41.0 3.1 35.7

後期高齢者　合計 745 0.8 1.9 0.7 6.6 14.2 38.5 3.2 34.1

後期高齢者　男性 474 0.6 2.3 0.6 6.3 15.0 40.5 4.0 30.6

後期高齢者　女性 271 1.1 1.1 0.7 7.0 12.9 35.1 1.8 40.2

堺・忠生 337 0.3 2.1 1.2 8.0 17.5 37.7 4.2 29.1

鶴川 374 0.5 1.9 1.3 5.9 15.5 43.0 4.0 27.8

町田 377 0.8 1.1 1.1 4.0 13.8 45.6 4.2 29.4

南 353 0.8 0.6 1.4 8.8 14.2 44.2 3.1 26.9

n=

週4日以
上

週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回
参加して
いない

参加して
いない

が、今後
参加した

い

無回答

TOTAL 428 0.9 1.2 1.4 2.6 6.5 40.7 2.6 44.2

男性 148 0.7 2.7 2.7 2.7 6.8 48.0 3.4 33.1

女性 272 1.1 0.4 0.7 2.6 6.6 36.8 1.8 50.0

堺・忠生 109 0.0 3.7 0.0 1.8 7.3 45.0 1.8 40.4

鶴川 108 1.9 0.0 0.9 3.7 3.7 40.7 2.8 46.3

町田 100 0.0 1.0 4.0 2.0 3.0 42.0 0.0 48.0

南 108 1.9 0.0 0.9 2.8 12.0 34.3 5.6 42.6
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⑦収入のある仕事 

 

 

図表：収入のある仕事の実施状況（一般高齢者） 

 

 

図表：収入のある仕事の実施状況（要支援 1・2） 

 

 

 

  

n=

週4日以

上
週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回

参加して

いない

参加して

いない
が、今後

参加した
い

無回答

TOTAL 1,455 10.4 8.2 2.3 1.5 1.6 42.1 4.7 29.0

前期高齢者　合計 683 18.0 13.2 2.8 1.9 1.8 38.8 6.1 17.4

前期高齢者　男性 456 19.7 14.5 3.3 1.3 2.0 38.8 7.5 12.9

前期高齢者　女性 227 14.5 10.6 1.8 3.1 1.3 38.8 3.5 26.4

後期高齢者　合計 745 3.9 4.0 2.0 1.2 1.6 45.2 3.5 38.5

後期高齢者　男性 474 4.2 4.6 2.7 1.3 2.3 46.4 3.6 34.8

後期高齢者　女性 271 3.3 3.0 0.7 1.1 0.4 43.2 3.3 45.0

堺・忠生 337 10.4 8.9 2.4 0.9 2.4 41.8 4.5 28.8

鶴川 374 11.8 8.6 2.4 2.9 1.1 40.1 3.7 29.4

町田 377 9.5 7.2 3.4 1.3 1.9 44.6 4.2 27.9

南 353 10.5 8.5 1.1 0.8 1.4 41.6 6.8 29.2

n=

週4日以
上

週2～3回 週1回 月1～3回 年に数回
参加して
いない

参加して
いない

が、今後
参加した

い

無回答

TOTAL 428 0.0 1.2 0.5 0.9 0.5 43.2 2.8 50.9

男性 148 0.0 1.4 0.7 1.4 0.0 50.0 5.4 41.2

女性 272 0.0 1.1 0.4 0.7 0.7 39.7 1.5 55.9

堺・忠生 109 0.0 2.8 0.9 1.8 0.9 42.2 3.7 47.7

鶴川 108 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0 39.8 3.7 55.6

町田 100 0.0 1.0 0.0 2.0 1.0 45.0 2.0 49.0

南 108 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 45.4 1.9 51.9
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⑧いきいきとした地域づくりのための活動 

 

一般・要支援：問 13(2) 

地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした地域づく

りを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみたいと思いますか。（○は１つ） 

 

“参加者として”の参加意向については、一般高齢者では「是非参加したい」が 10.7％、「参加しても

よい」が 57.6％となっており、一方、「参加したくない」は 27.9％である。 

 「是非参加したい」は男性より女性でやや高く、前期高齢者の女性で 13.2％、後期高齢者の女性で 12.5％

となっている。 

 

図表：いきいきとした地域づくりのための活動への“参加者としての”参加意向（一般高齢者） 

 

 

 要支援 1・2 では、「是非参加したい」は一般高齢者を若干上回る 12.6％であるが、「参加してもよい」

は 40.4％と低調で、「参加したくない」が 40.0％と高くなっている。 

 

図表：いきいきとした地域づくりのための活動への“参加者としての”参加意向（要支援 1・2） 

 

 

 

  

n=

是非参加
したい

参加して
もよい

参加した
くない

無回答

TOTAL 1,455 10.7 57.6 27.9 3.8

前期高齢者　合計 683 11.1 60.3 25.9 2.6

前期高齢者　男性 456 10.1 59.2 28.3 2.4

前期高齢者　女性 227 13.2 62.6 21.1 3.1

後期高齢者　合計 745 9.8 56.0 29.7 4.6

後期高齢者　男性 474 8.2 58.9 28.5 4.4

後期高齢者　女性 271 12.5 50.9 31.7 4.8

堺・忠生 337 9.5 61.1 25.8 3.6

鶴川 374 11.5 57.8 27.5 3.2

町田 377 8.8 57.3 29.4 4.5

南 353 12.5 55.2 28.9 3.4

n=

是非参加

したい

参加して

もよい

参加した

くない
無回答

TOTAL 428 12.6 40.4 40.0 7.0

男性 148 10.8 48.6 37.8 2.7

女性 272 13.6 34.9 41.9 9.6

堺・忠生 109 12.8 34.9 47.7 4.6

鶴川 108 12.0 47.2 32.4 8.3

町田 100 8.0 36.0 47.0 9.0

南 108 17.6 42.6 33.3 6.5
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一般・要支援：問 13(3) 

地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした地域づく

りを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）として参加してみたいと思います

か。（○は１つ） 

 

 “企画・運営（お世話役）”としての参加意向については、一般高齢者では「是非参加したい」が 4.1％、

「参加してもよい」が 43.2％、一方、「参加したくない」は 48.9％である。 

 

図表：いきいきとした地域づくりのための活動への“企画・運営（お世話役）としての”参加意向 

（一般高齢者） 

 

 

 要支援 1・2では、「是非参加したい」は一般高齢者と同等の 4.4％であるが、「参加してもよい」は 28.0％

にとどまっている。 

 

図表：いきいきとした地域づくりのための活動への“企画・運営（お世話役）としての”参加意向 

（要支援 1・2） 

 

 

  

n=

是非参加
したい

参加して
もよい

参加した
くない

無回答

TOTAL 1,455 4.1 43.2 48.9 3.8

前期高齢者　合計 683 5.4 47.0 44.8 2.8

前期高齢者　男性 456 6.6 46.7 44.3 2.4

前期高齢者　女性 227 3.1 47.6 45.8 3.5

後期高齢者　合計 745 2.7 40.4 52.6 4.3

後期高齢者　男性 474 1.7 43.9 50.2 4.2

後期高齢者　女性 271 4.4 34.3 56.8 4.4

堺・忠生 337 3.3 44.5 49.3 3.0

鶴川 374 4.8 44.9 47.6 2.7

町田 377 2.7 43.0 49.9 4.5

南 353 5.7 40.5 49.3 4.5

n=

是非参加

したい

参加して

もよい

参加した

くない
無回答

TOTAL 428 4.4 28.0 59.8 7.7

男性 148 5.4 34.5 56.1 4.1

女性 272 4.0 24.3 62.9 8.8

堺・忠生 109 4.6 26.6 63.3 5.5

鶴川 108 5.6 33.3 51.9 9.3

町田 100 4.0 20.0 69.0 7.0

南 108 3.7 31.5 56.5 8.3
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4. 医療・介護連携 

 

(1) 容態が急変する恐れのある疾患 

一般・要支援：問 21，要介護：問 20，特養待機者：問 20 

あなたには、容態が急変する恐れのある疾患がありますか。（○は１つ） 

 

 「ある」は一般高齢者で 14.6％にとどまるが、要支援 1・2と要介護 1～5で 3割弱、特養待機者で 38.4％

となっている。 

 

図表：容態が急変する恐れのある疾患（4 調査共通） 

 

 

①一般高齢者 

 容態が急変する恐れのある疾患が「ある」は、前期高齢者で 11.7％、後期高齢者で 16.8％である。前

期高齢者、後期高齢者とも、女性に比べ男性で「ある」が高くなっている。 

 

図表：容態が急変する恐れのある疾患（一般高齢者） 

 

 

  

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

ある

14.6

28.7

29.9

38.4

ない

74.1

51.9

52.7

44.2

無回答

11.3

19.4

17.4

17.4

(%)

n= ある ない 無回答

TOTAL 1,455 14.6 74.1 11.3

前期高齢者　合計 683 11.7 81.0 7.3

前期高齢者　男性 456 14.3 78.3 7.5

前期高齢者　女性 227 6.6 86.3 7.0

後期高齢者　合計 745 16.8 68.6 14.6

後期高齢者　男性 474 19.0 65.2 15.8

後期高齢者　女性 271 12.9 74.5 12.5

堺・忠生 337 14.8 74.2 11.0

鶴川 374 15.5 74.6 9.9

町田 377 10.6 75.1 14.3

南 353 17.3 73.1 9.6
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②要支援 1・2 

容態が急変する恐れのある疾患が「ある」は、一般高齢者に比べ高い。男性で 35.1％、女で 25.7％と

なっている。 

 

図表：容態が急変する恐れのある疾患（要支援 1・2） 

 
 

③要介護 1～5 

 容態が急変する恐れのある疾患が「ある」は、要支援 1・2 の場合（28.7％）と同等の 29.9％である。

要介護 1・2合計で 30.4％、要介護 3～5では若干高く 32.6％となっている。 

 

図表：容態が急変する恐れのある疾患（要介護 1～5） 

 

 

  

n= ある ない 無回答

TOTAL 428 28.7 51.9 19.4

男性 148 35.1 44.6 20.3

女性 272 25.7 56.3 18.0

堺・忠生 109 28.4 48.6 22.9

鶴川 108 36.1 51.9 12.0

町田 100 26.0 58.0 16.0

南 108 25.0 50.0 25.0

n= ある ない 無回答

TOTAL 499 29.9 52.7 17.4

要介護１・２　合計 260 30.4 55.0 14.6

要介護１・２　前期高齢者 33 39.4 45.5 15.2

要介護１・２　後期高齢者 227 29.1 56.4 14.5

要介護３～５　合計 190 32.6 47.9 19.5

要介護３～５　前期高齢者 19 36.8 42.1 21.1

要介護３～５　後期高齢者 169 32.5 49.1 18.3

堺・忠生 116 38.8 44.0 17.2

鶴川 127 29.1 52.8 18.1

町田 122 27.9 52.5 19.7

南 125 25.6 59.2 15.2
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④特養待機者 

容態が急変する恐れのある疾患が「ある」は 38.4％と、他の調査対象と比べて高くなっている。 

 

図表：容態が急変する恐れのある疾患（要介護 1～5） 

 

 

  

n= ある ない 無回答

TOTAL 86 38.4 44.2 17.4

堺・忠生 17 11.8 70.6 17.6

鶴川 22 50.0 40.9 9.1

町田 24 54.2 29.2 16.7

南 22 31.8 45.5 22.7
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(2) 受けている医療（服薬・リハビリ・医療処置） 

一般・要支援：問 22，要介護：問 21，特養待機者：問 21 

受けている医療（医療処置・服薬・リハビリ）は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 一般高齢者に比べ他の 3つの調査では、「服薬」のほか「リハビリ」が高くなっている。 

図表：受けている医療（一般高齢者） 図表：受けている医療（要支援１・２） 

  

 

図表：受けている医療（要介護 1～5） 

 

図表：受けている医療（特養待機者） 

  

n=1,455

服薬

リハビリ

インスリン

点滴の管理

留置カテーテル

ストーマの処置

在宅酸素療養

人工透析

中心静脈栄養

気管切開

疼痛の看護

経管栄養

痰の吸引

レスピレーター

じょくそう

その他

医療は受けていない

無回答

58.8

4.9

1.6

0.5

0.4

0.3

0.3

0.2

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.0

0.0

4.7

22.2

14.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
(%) n=428

服薬

リハビリ

インスリン

疼痛の看護

点滴の管理

在宅酸素療養

留置カテーテル

人工透析

中心静脈栄養

痰の吸引

経管栄養

気管切開

ストーマの処置

レスピレーター

じょくそう

その他

医療は受けていない

無回答

72.9

26.2

2.6

1.2

0.9

0.9

0.9

0.7

0.2

0.2

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

7.0

3.7

15.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
(%)

n=499

服薬

リハビリ

経管栄養

じょくそう

インスリン

痰の吸引

留置カテーテル

点滴の管理

人工透析

疼痛の看護

気管切開

ストーマの処置

在宅酸素療養

中心静脈栄養

レスピレーター

その他

医療は受けていない

無回答

69.5

23.2

3.0

3.0

2.4

2.2

1.8

1.6

1.6

1.2

1.0

1.0

1.0

0.8

0.0

5.8

4.4

16.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
(%) n=86

服薬

リハビリ

痰の吸引

点滴の管理

経管栄養

中心静脈栄養

じょくそう

留置カテーテル

在宅酸素療養

疼痛の看護

インスリン

気管切開

ストーマの処置

人工透析

レスピレーター

その他

医療は受けていない

無回答

75.6

27.9

10.5

5.8

5.8

3.5

3.5

3.5

1.2

1.2

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

5.8

2.3

9.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
(%)
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①一般高齢者 

「医療は受けていない」は、前期高齢者では 30.9％であるのに対し、後期高齢者では 14.2％にとどま

っている。「服薬」は前期高齢者で 50.8％、後期高齢者で 65.1％、「リハビリ」は前期高齢者で 3.8％、

後期高齢者で 6.0％、「インスリン」は前期高齢者で 1.9％、後期高齢者で 1.3％などとなっている。 

 

図表：受けている医療（服薬・リハビリ・医療処置）（一般高齢者） 

 

  

n=

医療は受
けていな

い
服薬

中心静脈
栄養

点滴の管
理

気管切開
ストーマ
の処置

在宅酸素
療養

痰の吸引
疼痛の看

護

TOTAL 1,455 22.2 58.1 0.1 0.5 0.1 0.3 0.3 0.1 0.1

前期高齢者　合計 683 30.9 50.8 0.0 0.6 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0

前期高齢者　男性 456 27.9 54.8 0.0 0.7 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0

前期高齢者　女性 227 37.0 42.7 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

後期高齢者　合計 745 14.2 65.1 0.3 0.3 0.3 0.5 0.7 0.1 0.3

後期高齢者　男性 474 14.1 65.8 0.2 0.4 0.4 0.8 1.1 0.2 0.2

後期高齢者　女性 271 14.4 63.8 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4

堺・忠生 337 23.7 57.9 0.0 0.6 0.0 0.3 0.3 0.0 0.3

鶴川 374 24.1 58.3 0.0 0.3 0.0 0.5 0.0 0.3 0.0

町田 377 21.5 54.6 0.3 0.5 0.3 0.3 0.5 0.0 0.3

南 353 19.8 61.2 0.3 0.3 0.3 0.3 0.6 0.0 0.0

人工透析
レスピ

レーター
経管栄養 じょくそう

留置カ
テーテル

インスリ
ン

リハビリ その他 無回答

TOTAL 1,455 0.2 0.0 0.1 0.0 0.4 1.6 4.9 5.6 14.0

前期高齢者　合計 683 0.3 0.0 0.1 0.0 0.4 1.9 3.8 5.3 13.3

前期高齢者　男性 456 0.4 0.0 0.2 0.0 0.4 2.9 3.9 6.4 11.8

前期高齢者　女性 227 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 3.5 3.1 16.3

後期高齢者　合計 745 0.1 0.0 0.1 0.0 0.4 1.3 6.0 5.8 14.1

後期高齢者　男性 474 0.2 0.0 0.2 0.0 0.6 1.3 6.3 7.2 12.2

後期高齢者　女性 271 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 5.5 3.3 17.3

堺・忠生 337 0.3 0.0 0.0 0.0 0.6 1.2 6.2 4.5 13.1

鶴川 374 0.5 0.0 0.0 0.0 0.5 1.9 4.3 5.6 12.3

町田 377 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 1.9 4.8 5.3 17.5

南 353 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 1.4 4.5 6.8 12.7
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②要支援 1・2 

「医療は受けていない」は男性で 3.4％、女性で 4.0％にとどまる。「服薬」は男女とも 7割を超え、「リ

ハビリ」（男性で 26.4％、女性で 26.5％）、「インスリン」（男性で 2.7％、女性で 2.6％）は男女同等と

なっている。 

 

図表：受けている医療（服薬・リハビリ・医療処置）（要支援 1・2） 

 

 

  

n=

医療は受

けていな
い

服薬
中心静脈

栄養
点滴の管

理
気管切開

ストーマ
の処置

在宅酸素
療養

痰の吸引
疼痛の看

護

TOTAL 428 3.7 72.9 0.2 0.9 0.0 0.0 0.9 0.2 1.2

男性 148 3.4 74.3 0.7 1.4 0.0 0.0 1.4 0.7 1.4

女性 272 4.0 73.2 0.0 0.7 0.0 0.0 0.7 0.0 1.1

堺・忠生 109 0.9 73.4 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

鶴川 108 5.6 73.1 0.0 0.9 0.0 0.0 2.8 0.9 1.9

町田 100 5.0 77.0 1.0 2.0 0.0 0.0 1.0 0.0 1.0

南 108 3.7 70.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9

人工透析
レスピ

レーター
経管栄養 じょくそう

留置カ
テーテル

インスリ
ン

リハビリ その他 無回答

TOTAL 428 0.7 0.0 0.2 0.0 0.9 2.6 26.2 7.0 15.4

男性 148 2.0 0.0 0.0 0.0 1.4 2.7 26.4 5.4 13.5

女性 272 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4 2.6 26.5 7.7 15.4

堺・忠生 109 0.9 0.0 0.9 0.0 1.8 3.7 22.9 10.1 18.3

鶴川 108 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 2.8 29.6 2.8 10.2

町田 100 1.0 0.0 0.0 0.0 1.0 3.0 26.0 7.0 13.0

南 108 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.9 26.9 7.4 18.5
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③要介護 1～5 

「医療は受けていない」は要介護 1・2で 4.6％、要介護 3～5で 3.2％にとどまる。「服薬」は要介護 1・

2で 75.4％、要介護 3～5で 65.3％である。「リハビリ」は要介護 1・2で 25.8％、要介護 3～5で 21.6％、

「じょくそう」は要支援 1・2にはおらず、要介護 3～5では 7.4％となっている。 

 

図表：受けている医療（服薬・リハビリ・医療処置）（要介護 1～5） 

 

 

  

n=

医療は受
けていな

い
服薬

中心静脈
栄養

点滴の管
理

気管切開
ストーマ
の処置

在宅酸素
療養

痰の吸引
疼痛の看

護

TOTAL 499 4.4 69.5 0.8 1.6 1.0 1.0 1.0 2.2 1.2

要介護１・２　合計 260 4.6 75.4 0.8 1.2 0.4 0.4 0.8 0.0 1.9

要介護１・２　前期高齢者 33 3.0 75.8 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1

要介護１・２　後期高齢者 227 4.8 75.3 0.9 0.9 0.4 0.4 0.9 0.0 0.9

要介護３～５　合計 190 3.2 65.3 0.5 2.6 2.1 1.6 1.6 5.8 0.5

要介護３～５　前期高齢者 19 0.0 68.4 0.0 10.5 10.5 0.0 0.0 10.5 0.0

要介護３～５　後期高齢者 169 3.6 65.7 0.6 1.8 1.2 1.8 1.8 5.3 0.6

堺・忠生 116 5.2 69.8 1.7 0.9 0.0 0.9 1.7 0.9 0.9

鶴川 127 4.7 74.8 0.0 1.6 1.6 0.8 0.8 3.1 0.8

町田 122 4.9 71.3 0.0 2.5 0.8 0.8 0.8 2.5 0.0

南 125 2.4 64.0 1.6 1.6 1.6 0.8 0.8 2.4 3.2

n=
人工透析

レスピ
レーター

経管栄養 じょくそう
留置カ

テーテル
インスリ

ン
リハビリ その他 無回答

TOTAL 499 1.6 0.0 3.0 3.0 1.8 2.4 23.2 5.8 16.8

要介護１・２　合計 260 1.2 0.0 0.0 0.0 1.2 3.1 25.8 5.4 14.2

要介護１・２　前期高齢者 33 6.1 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 48.5 9.1 15.2

要介護１・２　後期高齢者 227 0.4 0.0 0.0 0.0 1.3 3.1 22.5 4.8 14.1

要介護３～５　合計 190 1.6 0.0 7.9 7.4 2.6 2.1 21.6 6.8 18.4

要介護３～５　前期高齢者 19 10.5 0.0 10.5 5.3 0.0 0.0 36.8 0.0 21.1

要介護３～５　後期高齢者 169 0.6 0.0 7.7 7.7 3.0 2.4 20.1 7.7 17.2

堺・忠生 116 2.6 0.0 2.6 3.4 0.9 3.4 22.4 4.3 18.1

鶴川 127 0.0 0.0 2.4 3.9 0.0 0.8 28.3 4.7 13.4

町田 122 1.6 0.0 4.9 3.3 2.5 1.6 19.7 4.1 15.6

南 125 2.4 0.0 2.4 1.6 2.4 4.0 20.8 10.4 21.6
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④特養待機者 

 「医療は受けていない」は 2.3％にとどまり、「服薬」が 75.6％、次いで「リハビリ」（27.9％）、「痰

の吸引」（10.5％）、「点滴の管理」および「経管栄養」（ともに 5.8％）などとなっている。 

 

図表：受けている医療（服薬・リハビリ・医療処置）（要介護 1～5） 

 

 

  

n=

医療は受

けていな
い

服薬
中心静脈

栄養
点滴の管

理
気管切開

ストーマ
の処置

在宅酸素
療養

痰の吸引
疼痛の看

護

TOTAL 86 2.3 75.6 3.5 5.8 0.0 0.0 1.2 10.5 1.2

堺・忠生 17 5.9 70.6 0.0 5.9 0.0 0.0 5.9 11.8 0.0

鶴川 22 0.0 72.7 13.6 9.1 0.0 0.0 0.0 13.6 4.5

町田 24 4.2 87.5 0.0 4.2 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0

南 22 0.0 72.7 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0

n=
人工透析

レスピ
レーター

経管栄養 じょくそう
留置カ

テーテル
インスリ

ン
リハビリ その他 無回答

TOTAL 86 0.0 0.0 5.8 3.5 3.5 1.2 27.9 5.8 9.3

堺・忠生 17 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0 0.0 11.8 5.9 11.8

鶴川 22 0.0 0.0 9.1 4.5 4.5 0.0 27.3 9.1 4.5

町田 24 0.0 0.0 4.2 4.2 4.2 0.0 37.5 4.2 0.0

南 22 0.0 0.0 9.1 0.0 4.5 4.5 31.8 4.5 18.2
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(3) 訪問診療（訪問看護を含む）の回数 

一般・要支援：問 23，要介護：問 22，特養待機者：問 22 

訪問診療（訪問看護を含む）の回数は次のどれですか。（○は１つ） 

 

 「月 1回程度以下」まで含め、利用している人は、一般高齢者で 4.8％、要支援 1・2で 18.2％、要介

護 1～5で 26.8％、特養待機者で 26.7％である。 

 

図表：訪問診療（訪問看護を含む）（4 調査共通） 

 

 

①一般高齢者 

 「訪問診療は必要ない」が 64.8％、「訪問診療できる医療機関を知らない」が 9.1％、「利用したいが、

利用できない」が 0.7％である。なお、「週 3～4回程度」から「月 1回程度以下」を合わせ、利用してい

る人が 4.8％である。 

 

図表：訪問診療（訪問看護を含む）の回数（一般高齢者） 

 

 

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

週３～４回程度

0.3

0.5

3.8

2.3

週１～２回程度

2.4

10.7

12.4

11.6

月１回程度以下

2.1

7.0

10.6

12.8

利用したいが、

利用できない

0.7

2.1

1.6

4.7

訪問診療は

必要ない

64.8

43.9

24.4

19.8

訪問診療できる医

療機関を知らない

9.1

12.1

6.8

5.8

無回答

20.5

23.6

40.3

43.0

(%)

n=

週３～４
回程度

週１～２
回程度

月１回程
度以下

利用した

いが、利
用できな

い

訪問診療

は必要な
い

訪問診療

できる医
療機関を

知らない

無回答

TOTAL 1,455 0.3 2.4 2.1 0.7 64.8 9.1 20.5

前期高齢者　合計 683 0.3 2.5 1.8 0.4 66.9 9.8 18.3

前期高齢者　男性 456 0.2 2.0 1.8 0.4 69.7 10.5 15.4

前期高齢者　女性 227 0.4 3.5 1.8 0.4 61.2 8.4 24.2

後期高齢者　合計 745 0.1 2.4 2.1 0.8 63.0 8.7 22.8

後期高齢者　男性 474 0.0 2.3 1.9 1.1 69.0 7.6 18.1

後期高齢者　女性 271 0.4 2.6 2.6 0.4 52.4 10.7 31.0

堺・忠生 337 0.0 2.7 3.6 0.6 59.3 8.0 25.8

鶴川 374 0.8 2.1 0.5 0.5 69.5 9.1 17.4

町田 377 0.3 2.9 1.9 0.8 64.2 9.3 20.7

南 353 0.0 1.7 2.0 0.8 66.0 10.2 19.3
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②要支援 1・2 

 「訪問診療は必要ない」が一般高齢者（64.8％）より低い 43.9％、「訪問診療できる医療機関を知らな

い」が 12.1％、「利用したいが、利用できない」が 2.1％である。なお、「週 3～4回程度」から「月 1回

程度以下」を合わせ、利用している人が 18.2％である。 

 

図表：訪問診療（訪問看護を含む）の回数（要支援 1・2） 

 

 

③要介護 1～5 

 「訪問診療は必要ない」が要支援 1・2（43.9％）より低い 24.4％、「訪問診療できる医療機関を知ら

ない」が 6.8％、「利用したいが、利用できない」が 1.6％である。「週 3～4 回程度」から「月 1 回程度

以下」を合わせ、利用している人が 26.8％である。 

 要介護 3～5では、「週 1～2回程度」が 17.4％、「月 1回程度以下」が 13.7％と高く、「週 3～4回程度」

も 3.2％となっている。 

 

 

図表：訪問診療（訪問看護を含む）の回数（要介護 1～5） 

 

n=

週３～４
回程度

週１～２
回程度

月１回程
度以下

利用した
いが、利
用できな

い

訪問診療
は必要な

い

訪問診療
できる医
療機関を
知らない

無回答

TOTAL 428 0.5 10.7 7.0 2.1 43.9 12.1 23.6

男性 148 1.4 9.5 8.8 2.7 50.7 14.9 12.2

女性 272 0.0 11.4 6.3 1.8 41.2 11.0 28.3

堺・忠生 109 0.0 15.6 10.1 2.8 45.0 6.4 20.2

鶴川 108 0.9 7.4 8.3 0.9 47.2 14.8 20.4

町田 100 0.0 8.0 5.0 1.0 46.0 10.0 30.0

南 108 0.9 12.0 4.6 3.7 38.0 17.6 23.1

無回答 3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 66.7

n=

週３～４
回程度

週１～２
回程度

月１回程
度以下

利用した

いが、利
用できな

い

訪問診療

は必要な
い

訪問診療

できる医
療機関を

知らない

無回答

TOTAL 499 3.8 12.4 10.6 1.6 24.4 6.8 40.3

要介護１・２　合計 260 5.0 10.8 9.2 1.9 30.4 6.5 36.2

要介護１・２　前期高齢者 33 0.0 6.1 9.1 3.0 36.4 6.1 39.4

要介護１・２　後期高齢者 227 5.7 11.5 9.3 1.8 29.5 6.6 35.7

要介護３～５　合計 190 3.2 17.4 13.7 1.1 18.4 5.8 40.5

要介護３～５　前期高齢者 19 0.0 26.3 5.3 5.3 10.5 5.3 47.4

要介護３～５　後期高齢者 169 3.6 16.6 14.8 0.6 19.5 5.9 39.1

堺・忠生 116 1.7 8.6 9.5 0.9 30.2 7.8 41.4

鶴川 127 3.1 15.0 12.6 1.6 26.0 4.7 37.0

町田 122 5.7 8.2 12.3 1.6 20.5 9.0 42.6

南 125 4.8 16.8 7.2 2.4 22.4 4.8 41.6
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④特養待機者 

「訪問診療は必要ない」が 19.8％、「訪問診療できる医療機関を知らない」が 5.8％、「利用したいが、

利用できない」が 4.7％である。「週 3～4回程度」から「月 1回程度以下」を合わせ、利用している人が

26.7％である。 

 

図表：訪問診療（訪問看護を含む）の回数（特養待機者） 

 

  

n=

週３～４

回程度

週１～２

回程度

月１回程

度以下

利用した

いが、利

用できな
い

訪問診療
は必要な

い

訪問診療

できる医

療機関を
知らない

無回答

TOTAL 86 2.3 11.6 12.8 4.7 19.8 5.8 43.0

堺・忠生 17 0.0 11.8 17.6 5.9 23.5 5.9 35.3

鶴川 22 4.5 4.5 4.5 9.1 18.2 0.0 59.1

町田 24 4.2 20.8 20.8 0.0 20.8 8.3 25.0

南 22 0.0 9.1 9.1 4.5 18.2 9.1 50.0



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

86 

 

(4) 在宅医療の希望有無 

一般・要支援：問 24，要介護：問 23，特養待機者：問 23 

あなたが、病気やケガで長期の治療、療養が必要になった場合、在宅医療を希望しますか。（○は１つ） 

 

 在宅医療について希望するし実現可能だと思う人の割合（「希望するし実現可能だと思う」）は、一般

高齢者で 26.3％、要支援 1・2で 26.9％、要介護 1～5で 20.2％、特養待機者で 12.8％である。 

 一方、「希望しない」は各調査とも大きな差はなく 2割前後である。 
 

図表：在宅医療の希望有無（4 調査共通） 

 

 

①一般高齢者 

前期高齢者の男性では、「希望するし実現可能だと思う」が 28.3％、前期高齢者 女性では低く 15.4％

となっており、「希望するが実現は難しいと思う」（48.0％）や「希望しない」（31.3％）が男性より高い。 

後期高齢者でも傾向は似ており、「希望するし実現可能だと思う」は男性が 32.5％と高く（女性 21.0％）、

「希望しない」は女性で 24.7％と男性より高くなっている。 

 

図表：在宅医療の希望有無（一般高齢者） 

 

一般高齢者（n=1,455）

要支援1・2（n=428）

要介護1～5（n=499）

特養待機者（n=86）

希望するし実現可能だと

思う

26.3

26.9

20.2

12.8

希望するが 実現は難しい

と思う

43.4

44.9

40.7

48.8

希望しない

23.8

19.2

22.0

24.4

無回答

6.5

9.1

17.0

14.0

(%)

n=

希望する

し 実現
可能だと

思う

希望する

が 実現
は難しい

と思う

希望しな
い

無回答

TOTAL 1,455 26.3 43.4 23.8 6.5

前期高齢者　合計 683 24.0 43.6 27.5 4.8

前期高齢者　男性 456 28.3 41.4 25.7 4.6

前期高齢者　女性 227 15.4 48.0 31.3 5.3

後期高齢者　合計 745 28.3 43.0 20.9 7.8

後期高齢者　男性 474 32.5 43.2 18.8 5.5

後期高齢者　女性 271 21.0 42.4 24.7 11.8

堺・忠生 337 21.7 46.9 23.7 7.7

鶴川 374 32.9 39.0 21.4 6.7

町田 377 24.7 40.6 29.2 5.6

南 353 25.5 47.0 21.5 5.9
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②要支援 1・2 

男性では「希望するし実現可能だと思う」が 34.5％、女性では低く 22.8％となっており、「希望する

が実現は難しいと思う」（46.7％）や「希望しない」（21.3％）が男性より高い。 

 

図表：在宅医療の希望有無（要支援 1・2） 

 

 

③要介護 1～5 

 「希望するし実現可能だと思う」は、一般高齢者（26.3％）や要支援 1・2（26.9％）より低い 20.2％

である。「希望するし実現可能だと思う」は要介護 1・2 で 20.8％、要介護 3～5 でやや低く 17.9％とな

っている。また、要介護 3～5では「希望しない」が 28.4％と高い。 

 

図表：在宅医療の希望有無（要介護 1～5） 

 

 

  

n=

希望する

し 実現
可能だと

思う

希望する

が 実現
は難しい

と思う

希望しな
い

無回答

TOTAL 428 26.9 44.9 19.2 9.1

男性 148 34.5 42.6 15.5 7.4

女性 272 22.8 46.7 21.3 9.2

堺・忠生 109 25.7 44.0 17.4 12.8

鶴川 108 21.3 48.1 22.2 8.3

町田 100 27.0 43.0 21.0 9.0

南 108 33.3 45.4 15.7 5.6

n=

希望する

し 実現
可能だと

思う

希望する

が 実現
は難しい

と思う

希望しな
い

無回答

TOTAL 499 20.2 40.7 22.0 17.0

要介護１・２　合計 260 20.8 48.8 18.1 12.3

要介護１・２　前期高齢者 33 33.3 42.4 18.2 6.1

要介護１・２　後期高齢者 227 18.9 49.8 18.1 13.2

要介護３～５　合計 190 17.9 33.2 28.4 20.5

要介護３～５　前期高齢者 19 15.8 42.1 26.3 15.8

要介護３～５　後期高齢者 169 18.3 32.5 29.0 20.1

堺・忠生 116 20.7 37.1 25.0 17.2

鶴川 127 22.0 50.4 15.0 12.6

町田 122 17.2 42.6 23.8 16.4

南 125 21.6 33.6 24.0 20.8
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④特養待機者 

 「希望するし実現可能だと思う」は 12.8％と他の調査対象に比べ低く、「希望するが実現は難しいと思

う」が半数近い 48.8％に及んでいる。 

 

図表：在宅医療の希望有無（特養待機者） 

 

 

  

n=

希望する

し 実現

可能だと
思う

希望する

が 実現

は難しい
と思う

希望しな

い
無回答

TOTAL 86 12.8 48.8 24.4 14.0

堺・忠生 17 5.9 47.1 29.4 17.6

鶴川 22 4.5 50.0 31.8 13.6

町田 24 16.7 58.3 20.8 4.2

南 22 22.7 40.9 18.2 18.2



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

89 

 

(5) 在宅医療について不安に感じること 

一般・要支援：問 25，要介護：問 24，特養待機者：問 24 

在宅医療について不安に感じることは何ですか。(○はいくつでも) 

 

 「不安はない」人は各調査とも少なく、不安に感じることとしては「家族の負担（肉体的・精神的）」

が各調査とも高くなっている。第 2位と第 3位は調査により順位差はあるものの、「経済的な負担」と「緊

急時や救急時の対応」である。 

 

図表：在宅医療について不安に感じること（一般高齢者） 図表：在宅医療について不安に感じること（要支援 1・2） 

  

 

図表：在宅医療について不安に感じること（要介護 1～5） 

 

図表：在宅医療について不安に感じること（特養待機者） 

  

 

  

n=1,455

家族の負担（肉体的・精神的）

経済的な負担

緊急時や救急時の対応

みてくれる医師を知らない

訪問看護や介護の体制

みてくれる人がいない

部屋やトイレ等の住環境が整ってい
ない

医師・看護師の訪問が精神的に負
担

その他

不安はない

無回答

66.5

42.0

26.0

20.8

18.3

14.3

11.9

6.7

1.4

6.1

7.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
(%) n=428

家族の負担（肉体的・精神的）

経済的な負担

緊急時や救急時の対応

みてくれる人がいない

みてくれる医師を知らない

訪問看護や介護の体制

医師・看護師の訪問が精神的に負
担

部屋やトイレ等の住環境が整ってい
ない

その他

不安はない

無回答

54.0

32.7

31.5

25.9

19.2

17.1

12.1

7.9

2.3

5.1

8.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
(%)

n=499

家族の負担（肉体的・精神的）

経済的な負担

緊急時や救急時の対応

訪問看護や介護の体制

部屋やトイレ等の住環境が整っていな
い

みてくれる医師を知らない

みてくれる人がいない

医師・看護師の訪問が精神的に負担

その他

不安はない

無回答

64.3

34.1

32.7

16.8

15.8

13.8

12.8

9.8

1.2

2.6

17.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
(%) n=86

家族の負担（肉体的・精神的）

緊急時や救急時の対応

経済的な負担

部屋やトイレ等の住環境が整ってい
ない

訪問看護や介護の体制

みてくれる医師を知らない

医師・看護師の訪問が精神的に負
担

みてくれる人がいない

その他

不安はない

無回答

69.8

51.2

34.9

20.9

15.1

11.6

10.5

9.3

1.2

4.7

15.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
(%)
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①一般高齢者 

前期高齢者の男性では、「家族の負担（肉体的・精神的）」が 72.1％と最も高く、次いで「経済的な負

担」（44.5％）、「緊急時や救急時の対応」（27.2％）となっている。前期高齢者の女性でも「家族の負担

（肉体的・精神的）」（63.2％）、「経済的な負担」（45.8％）は高いが、第 3位は「みてくれる人がいない」

（26.0％）である。 

後期高齢者も同様の傾向で、後期高齢者の女性では「みてくれる人がいない」が 26.6％となっている

ほか、「医師・看護師の訪問が精神的に負担」（12.2％）もやや高い。 

 

図表：在宅医療について不安に感じること（一般高齢者） 

 

 

②要支援 1・2 

男性では、「家族の負担（肉体的・精神的）」が 61.5％と最も高く、次いで「経済的な負担」（37.8％）、

「緊急時や救急時の対応」（30.4％）となっている。女性でも「家族の負担（肉体的・精神的）」（50.4％）

が最も高く、「緊急時や救急時の対応」（33.1％）、「みてくれる人がいない」（30.9％）、「経済的な負担」

（30.5％）が 3割台で続いている。 

 

図表：在宅医療について不安に感じること（要支援 1・2） 

 

 

  

n=

家族の負
担（肉体

的・精神
的）

経済的な

負担

緊急時や
救急時の

対応

みてくれ
る人がい

ない

部屋やト

イレ等の
住環境が

整ってい
ない

みてくれ
る医師を

知らない

訪問看護
や介護の

体制

医師・看
護師の訪

問が精神
的に負担

その他
不安はな

い
無回答

TOTAL 1,455 66.5 42.0 26.0 14.3 11.9 20.8 18.3 6.7 1.4 6.1 7.3

前期高齢者　合計 683 70.7 44.9 26.4 14.3 13.0 22.1 20.9 4.8 1.6 5.1 5.0

前期高齢者　男性 456 72.1 44.5 27.2 8.6 13.4 22.6 22.6 3.3 1.8 6.1 4.6

前期高齢者　女性 227 67.8 45.8 24.7 26.0 12.3 21.1 17.6 7.9 1.3 3.1 5.7

後期高齢者　合計 745 63.2 39.5 25.8 14.0 11.0 20.1 16.2 8.3 0.9 7.0 9.1

後期高齢者　男性 474 68.6 41.6 25.5 6.8 11.2 19.8 17.7 6.1 0.6 7.8 6.8

後期高齢者　女性 271 53.9 35.8 26.2 26.6 10.7 20.7 13.7 12.2 1.5 5.5 13.3

堺・忠生 337 67.1 46.0 27.9 13.9 11.6 18.7 15.4 8.0 1.5 5.9 9.2

鶴川 374 70.1 41.7 25.9 14.4 10.4 23.5 23.0 5.3 0.8 6.4 6.4

町田 377 61.5 41.4 23.9 16.4 11.4 19.4 14.3 7.4 2.1 6.6 6.4

南 353 67.7 39.9 26.1 12.2 14.7 22.1 20.1 5.9 0.8 5.7 6.8

n=

家族の負
担（肉体
的・精神

的）

経済的な
負担

緊急時や
救急時の

対応

みてくれ
る人がい

ない

部屋やト
イレ等の
住環境が
整ってい

ない

みてくれ
る医師を
知らない

訪問看護
や介護の

体制

医師・看
護師の訪
問が精神
的に負担

その他
不安はな

い
無回答

TOTAL 428 54.0 32.7 31.5 25.9 7.9 19.2 17.1 12.1 2.3 5.1 8.2

男性 148 61.5 37.8 30.4 16.2 6.1 22.3 19.6 6.1 0.7 4.1 5.4

女性 272 50.4 30.5 33.1 30.9 8.8 17.6 16.2 15.1 3.3 5.9 8.8

堺・忠生 109 48.6 34.9 24.8 25.7 9.2 12.8 15.6 15.6 2.8 6.4 10.1

鶴川 108 50.9 31.5 39.8 25.9 8.3 17.6 17.6 13.0 1.9 3.7 7.4

町田 100 59.0 38.0 29.0 28.0 7.0 27.0 18.0 9.0 5.0 8.0 9.0

南 108 58.3 27.8 33.3 24.1 6.5 19.4 17.6 10.2 0.0 2.8 5.6
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③要介護 1～5 

 「不安はない」は 2.6％にとどまり、多くの人が不安を感じている。要介護 1・2合計では、「家族の負

担（肉体的・精神的）」が 67.3％と最も高く、「経済的負担」（36.2％）、「緊急時や救急時の対応」（33.1％）

が 3割台で続く。 

 要介護 3～5合計では、「家族の負担（肉体的・精神的）」が 62.6％、「緊急時や救急時の対応」が 35.3％、

わずかの差で「経済的な負担」（34.2％）が続いている。 

 

図表：在宅医療について不安に感じること（要介護 1～5） 

 

 

④特養待機者 

 「家族の負担（肉体的・精神的）」が 69.8％と他の調査対象に比べ高くなっている。「緊急時や救急時

の対応」もほぼ半数の 51.2％であり、第 3 位は「経済的な負担」（34.9％）である。また、「部屋やトイ

レ等の住環境が整っていない」も 20.9％と他の調査対象と比較して高い。 

 

図表：在宅医療について不安に感じること（特養待機者） 

 

 

  

n=

家族の負
担（肉体

的・精神
的）

経済的な

負担

緊急時や
救急時の

対応

みてくれ
る人がい

ない

部屋やト

イレ等の
住環境が

整ってい
ない

みてくれ
る医師を

知らない

訪問看護
や介護の

体制

医師・看
護師の訪

問が精神
的に負担

その他
不安はな

い
無回答

TOTAL 499 64.3 34.1 32.7 12.8 15.8 13.8 16.8 9.8 1.2 2.6 17.8

要介護１・２　合計 260 67.3 36.2 33.1 13.5 16.9 16.2 17.7 10.4 1.2 2.7 13.5

要介護１・２　前期高齢者 33 72.7 45.5 48.5 15.2 12.1 9.1 15.2 9.1 0.0 3.0 9.1

要介護１・２　後期高齢者 227 66.5 34.8 30.8 13.2 17.6 17.2 18.1 10.6 1.3 2.6 14.1

要介護３～５　合計 190 62.6 34.2 35.3 11.6 16.3 11.6 16.8 10.0 0.5 1.6 22.6

要介護３～５　前期高齢者 19 68.4 68.4 52.6 21.1 10.5 5.3 15.8 10.5 0.0 0.0 15.8

要介護３～５　後期高齢者 169 62.7 30.8 33.7 10.7 17.2 12.4 17.2 10.1 0.6 1.8 22.5

堺・忠生 116 64.7 37.1 36.2 13.8 15.5 16.4 13.8 11.2 0.9 1.7 15.5

鶴川 127 66.9 30.7 30.7 10.2 15.7 9.4 17.3 8.7 0.8 3.1 15.0

町田 122 64.8 44.3 33.6 16.4 15.6 15.6 17.2 8.2 1.6 1.6 19.7

南 125 62.4 25.6 32.0 10.4 17.6 15.2 18.4 11.2 1.6 3.2 21.6

n=

家族の負

担（肉体
的・精神

的）

経済的な
負担

緊急時や

救急時の
対応

みてくれ

る人がい
ない

部屋やト
イレ等の

住環境が
整ってい

ない

みてくれ

る医師を
知らない

訪問看護

や介護の
体制

医師・看

護師の訪
問が精神
的に負担

その他
不安はな

い
無回答

TOTAL 86 69.8 34.9 51.2 9.3 20.9 11.6 15.1 10.5 1.2 4.7 15.1

堺・忠生 17 52.9 35.3 35.3 11.8 23.5 5.9 5.9 17.6 0.0 5.9 17.6

鶴川 22 63.6 18.2 50.0 4.5 22.7 13.6 13.6 18.2 0.0 9.1 18.2

町田 24 79.2 50.0 75.0 12.5 8.3 8.3 25.0 4.2 0.0 4.2 4.2

南 22 81.8 36.4 40.9 9.1 31.8 18.2 13.6 4.5 4.5 0.0 18.2
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5. 認知症支援 

 

(1) 認知機能障害区分（CPS） 

 

 要介護 1～5 と特養待機者を対象とした調査では、3 つの設問の回答パターンにより認知機能の障害の

程度を判定している。まずはじめに、3つの設問の結果を示す。 

 

要介護：問 11（4），特養待機者：問 11（4） 

５分前のことが思い出せますか。（○は１つ） 

 

 要介護 1～5では、「はい」が 55.3％、「いいえ」が 40.7％である。「はい」は要介護 1・2合計では 66.9％

であるが、要介護 3～5では 35.3％にとどまっている。 

 

図表：５分前のことが思い出せるか（要介護 1～5） 

 

 

 特養待機者では「はい」が 44.2％と、要介護 1～5（55.3％）に比べ低い。 

 

図表：５分前のことが思い出せるか（特養待機者） 

 

 

  

n= はい いいえ 無回答

TOTAL 499 55.3 40.7 4.0

要介護１・２　合計 260 66.9 29.6 3.5

要介護１・２　前期高齢者 33 90.9 9.1 0.0

要介護１・２　後期高齢者 227 63.4 32.6 4.0

要介護３～５　合計 190 35.3 59.5 5.3

要介護３～５　前期高齢者 19 47.4 42.1 10.5

要介護３～５　後期高齢者 169 33.7 61.5 4.7

堺・忠生 116 61.2 34.5 4.3

鶴川 127 57.5 37.8 4.7

町田 122 55.7 42.6 1.6

南 125 45.6 48.8 5.6

n= はい いいえ 無回答

TOTAL 86 44.2 52.3 3.5

堺・忠生 17 41.2 52.9 5.9

鶴川 22 45.5 54.5 0.0

町田 24 58.3 41.7 0.0

南 22 27.3 63.6 9.1
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要介護：問 11（5），特養待機者：問 11（5） 

その日の活動（食事をする、衣服を選ぶなど）を自分で判断できますか。（○は１つ） 

 

 要介護 1～5では、「ほとんど判断できない」が 17.0％である。「ほとんど判断できない」は、要介護 1・

2では 5.0％であるが、要介護 3～5では 36.3％に及んでいる。 

 

図表：その日の活動（食事をする、衣服を選ぶなど）を自分で判断できるか（要介護 1～5） 

 

 

 特養待機者では、「ほとんど判断ができない」が要介護 1～5よりさらに高く、41.9％となっている。 

 

図表：その日の活動（食事をする、衣服を選ぶなど）を自分で判断できるか（特養待機者） 

 

 

  

n=

困難なく
できる

いくらか

困難であ
るが、で

きる

判断する
ときに、

他人から
の合図や

見守りが
必要

ほとんど

判断でき
ない

無回答

TOTAL 499 26.9 31.7 21.2 17.0 3.2

要介護１・２　合計 260 33.5 40.4 18.5 5.0 2.7

要介護１・２　前期高齢者 33 45.5 33.3 18.2 3.0 0.0

要介護１・２　後期高齢者 227 31.7 41.4 18.5 5.3 3.1

要介護３～５　合計 190 11.6 18.9 28.9 36.3 4.2

要介護３～５　前期高齢者 19 15.8 21.1 21.1 31.6 10.5

要介護３～５　後期高齢者 169 10.7 18.9 30.2 36.7 3.6

堺・忠生 116 30.2 31.0 23.3 12.9 2.6

鶴川 127 23.6 37.8 23.6 11.8 3.1

町田 122 28.7 31.1 14.8 23.8 1.6

南 125 22.4 28.0 23.2 20.8 5.6

n=

困難なく
できる

いくらか
困難であ
るが、で

きる

判断する

ときに、
他人から
の合図や
見守りが

必要

ほとんど
判断でき

ない
無回答

TOTAL 86 17.4 19.8 19.8 41.9 1.2

堺・忠生 17 23.5 17.6 29.4 29.4 0.0

鶴川 22 13.6 9.1 27.3 50.0 0.0

町田 24 25.0 20.8 16.7 37.5 0.0

南 22 9.1 27.3 9.1 50.0 4.5
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要介護：問 11（6），特養待機者：問 11（6） 

人に自分の考えをうまく伝えられますか。（○は１つ） 

 

 要介護 1～5では、「いくらか困難であるが、伝えられる」が 34.5％、「あまり伝えられない」が 14.6％、

「ほとんど伝えられない」が 10.8％となっており、これらを合わせると 59.9％である。この割合は要介

護 1・2で 52.7％、要介護 3～5では 75.3％である。 

 

図表：人に自分の考えをうまく伝えられるか（要介護 1～5） 

 

 

 特養待機者では、「いくらか困難であるが、伝えられる」が 23.3％、「あまり伝えられない」が 16.3％、

「ほとんど伝えられない」が 31.3％となっており、これらを合わせると 71.0％である。 

 

図表：人に自分の考えをうまく伝えられるか（特養待機者） 

 

 

 

  

n=

伝えられ
る

いくらか

困難であ
るが、伝

えられる

あまり伝

えられな
い

ほとんど

伝えられ
ない

無回答

TOTAL 499 36.9 34.5 14.6 10.8 3.2

要介護１・２　合計 260 44.6 38.8 10.8 3.1 2.7

要介護１・２　前期高齢者 33 51.5 45.5 3.0 0.0 0.0

要介護１・２　後期高齢者 227 43.6 37.9 11.9 3.5 3.1

要介護３～５　合計 190 21.1 30.5 21.6 23.2 3.7

要介護３～５　前期高齢者 19 26.3 21.1 15.8 26.3 10.5

要介護３～５　後期高齢者 169 20.7 31.4 22.5 22.5 3.0

堺・忠生 116 38.8 34.5 13.8 9.5 3.4

鶴川 127 39.4 34.6 15.0 8.7 2.4

町田 122 36.1 32.0 16.4 13.9 1.6

南 125 29.6 38.4 14.4 12.0 5.6

n=

伝えられ

る

いくらか

困難であ

るが、伝
えられる

あまり伝
えられな

い

ほとんど
伝えられ

ない

無回答

TOTAL 86 27.9 23.3 16.3 31.4 1.2

堺・忠生 17 23.5 35.3 11.8 29.4 0.0

鶴川 22 18.2 31.8 9.1 40.9 0.0

町田 24 41.7 12.5 25.0 20.8 0.0

南 22 22.7 18.2 18.2 36.4 4.5
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■CPS判定 

 前述の設問の回答から、「０＝障害なし」から「５～６＝重度・最重度の障害」で区分し、判定を実施

している。以下に、算出フローと実際の該当者割合を示す。 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上段が要介護 1～5の判定結果、下段が特養待機者の判定結果である。 

 

  

問 11(5) その日の活動（食事をする、衣服を選ぶ等）を自分で判断できますか。（○は１つ） 
← 「日常意志決定を行うための認知能力」 

１ 困難なくできる                   
２ いくらか困難であるが、できる 
３ 判断するときに、他人からの合図や見守りが必要 

４ ほとんど判断できない 

 問 11(4) ５分前のことが思い出せますか。（○は１つ） 
２ いいえ 
 

問 11(5) その日の活動（食事をする、衣服を選ぶ等）を自分で判
断できますか。（○は１つ） 

２ いくらか困難であるが、できる 
３ 判断するときに、他人からの合図や見守りが必要 

問 11(6) 人に自分の考えをうまく伝えられますか。（○は１つ）
←「自分を理解させることができる能力」 

２ いくらか困難であるが、伝えられる 
３ あまり伝えられない 
４ ほとんど伝えられない 

２項目以上該当 

 問 12 その日の活動（食事をする、
衣服を選ぶ等）を自分で判断
できますか。（１つに○） 

３ 判断するときに、他人からの合図
や見守りが必要 

問 13 人に自分の考えをうまく伝え
られますか。（１つに○） 

３ あまり伝えられない 
４ ほとんど伝えられない 

０レベル 
障害なし 

１レベル 
境界的 

２レベル 
軽度の 
障害 

３レベル 
中等度の

障害 

４レベル 
やや重度
の障害 

５～６レベル 
重度～ 
最重度の障害 

判別 
不能 

１
項
目
該
当 

該当なし 1 項目該当 ２項目該当 

該 

当 
な 
し 

16.0％ 23.4％ 18.6％ 12.2％ 8.2％ 17.0％ 4.4％ 

10.5％ 16.3％ 9.3％ 7.0％ 12.8％ 41.9％ 2.3％ 
％ 
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 要介護 1～5では、「０レベル（障害なし）」が 16.0％、「１レベル（境界的）」が 23.4％、「２レベル（軽

度の障害）」が 18.6％などとなっており、「５レベル（重度・最重度の障害）」は 17.0％である。 

 要介護 1・2では「０レベル（障害なし）」は 18.1％、「１レベル（境界的）」は 32.7％、「２レベル（軽

度の障害）」（22.3％）と「３レベル（中等度の障害）」（12.3％）を合わせると、軽度から中等度の人が

34.6％である。 

 一方、要介護 3～5 をみると、「０レベル（障害なし）」は 8.4％、「１レベル（境界的）」も 8.9％にと

どまるが、「５レベル（重度・最重度の障害）」が 36.3％を占めている。 

 

図表：CPS 判定（要介護 1～5） 

 

 

 特養待機者では、「０レベル（障害なし）」（10.5％）、「１レベル（境界的）」（16.3％）の人もいるもの

の、「５レベル（重度・最重度の障害）」が 41.9％となっている。 

 

図表：CPS 判定（特養待機者） 

 

 

  

n=

０レベル

（障害な
し）

１レベル
（境界的）

２レベル

（軽度の
障害）

３レベル

（中等度
の障害）

４レベル

（やや重
度の障

害）

５レベル

（重度・最
重度の障

害）

不明

TOTAL 499 16.0 23.4 18.6 12.2 8.2 17.0 4.4

要介護１・２　合計 260 18.1 32.7 22.3 12.3 5.8 5.0 3.8

要介護１・２　前期高齢者 33 33.3 27.3 21.2 12.1 3.0 3.0 0.0

要介護１・２　後期高齢者 227 15.9 33.5 22.5 12.3 6.2 5.3 4.4

要介護３～５　合計 190 8.4 8.9 14.2 13.7 13.2 36.3 5.3

要介護３～５　前期高齢者 19 15.8 5.3 15.8 10.5 10.5 31.6 10.5

要介護３～５　後期高齢者 169 7.7 8.9 14.2 14.2 13.6 36.7 4.7

堺・忠生 116 17.2 27.6 15.5 11.2 10.3 12.9 5.2

鶴川 127 15.0 23.6 21.3 14.2 9.4 11.8 4.7

町田 122 17.2 23.0 19.7 9.0 5.7 23.8 1.6

南 125 12.8 18.4 19.2 14.4 8.0 20.8 6.4

n=

０レベル
（障害な

し）

１レベル

（境界的）

２レベル
（軽度の

障害）

３レベル
（中等度

の障害）

４レベル

（やや重

度の障
害）

５レベル

（重度・最

重度の障
害）

該当なし

TOTAL 86 10.5 16.3 9.3 7.0 12.8 41.9 2.3

堺・忠生 17 11.8 5.9 23.5 11.8 17.6 29.4 0.0

鶴川 22 9.1 13.6 4.5 9.1 13.6 50.0 0.0

町田 24 16.7 20.8 8.3 0.0 16.7 37.5 0.0

南 22 4.5 18.2 4.5 9.1 4.5 50.0 9.1
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(3) もの忘れの多さに不安を感じたときの対応 

一般・要支援：問 19，要介護：問 15，特養待機者：問 15 

あなたは、自分のもの忘れの多さに不安を感じたときに、どうしますか。(○はいくつでも) 

 

 各調査とも、「かかりつけ医に相談する」「認知症専門医のいる病院で受診する」「親しい人に話す」が

上位 3項目である。なお、「何もしない」は各調査とも 1割から 2割程度となっている。 

 

図表：もの忘れの多さに不安を感じたときの対応（一般高齢者） 図表：もの忘れの多さに不安を感じたときの対応（要支援１・２） 

  

 

図表：もの忘れの多さに不安を感じたときの対応（要介護 1～

5） 

 

図表：もの忘れの多さに不安を感じたときの対応（特養待機者） 

  

 

  

n=1,455

かかりつけ医に相談する

認知症専門医のいる病院で受診す
る

親しい人に話す

書物などで自己診断チェックシートを
やってみる

高齢者支援センターに相談する

認知症疾患医療センターに相談す
る

その他

何もしない

無回答

33.0

32.3

29.3

22.9

10.2

7.8

2.2

10.1

11.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
(%)

n=428

かかりつけ医に相談する

親しい人に話す

認知症専門医のいる病院で受診す
る

書物などで自己診断チェックシートを
やってみる

高齢者支援センターに相談する

認知症疾患医療センターに相談す
る

その他

何もしない

無回答

41.6

31.5

23.8

18.7

18.0

5.6

2.6

8.4

13.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
(%)

n=499

かかりつけ医に相談する

親しい人に話す

認知症専門医のいる病院で受診する

高齢者支援センターに相談する

書物などで自己診断チェックシートを

やってみる

認知症疾患医療センターに相談する

その他

何もしない

無回答

33.3

26.1

22.0

9.2

8.2

3.4

5.2

19.6

10.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
(%)

n=86

かかりつけ医に相談する

認知症専門医のいる病院で受診す
る

親しい人に話す

書物などで自己診断チェックシートを
やってみる

高齢者支援センターに相談する

認知症疾患医療センターに相談す
る

その他

何もしない

無回答

30.2

29.1

23.3

8.1

8.1

5.8

2.3

23.3

11.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
(%)
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①一般高齢者 

前期高齢者の男性では、「認知症専門医のいる病院で受診する」が 33.6％と最も高く、「書物などで自

己診断チェックシートをやってみる」（26.3％）、「かかりつけ医に相談する」（25.9％）「親しい人に話す」

（24.1％）が 2割台で続いている。また、「何もしない」は 15.1％である。前期高齢者の女性では、男性

とは異なり「親しい人に話す」が 43.6％と高いほか、「認知症専門医のいる病院で受診する」も 41.0％

と高い。 

後期高齢者の男性では、「かかりつけ医に相談する」が 38.3％と最も高く、次いで「認知症専門医のい

る病院で受診する」（29.5％）、「親しい人に話す」（21.7％）、「書物などで自己診断チェックシートをや

ってみる」（20.0％）となっている。女性は前期高齢者と同様で、「親しい人に話す」が 40.6％と高い。 

 

図表：もの忘れの多さに不安を感じたときの対応（一般高齢者） 

 

 

 認知機能の低下リスクの有無別にみると、「何もしない」は認知機能の低下なしの人より低下ありの人

でやや高く 13.8％である。低下ありの人では、「親しい人に話す」（33.8％）が高くなっている。 

 

図表：もの忘れの多さに不安を感じたときの対応（一般高齢者，認知機能の低下リスク有無別） 

 

  

n=

書物など
で自己診

断チェッ
クシート

をやって
みる

高齢者支

援セン
ターに相

談する

認知症疾

患医療セ
ンターに

相談する

かかりつ

け医に相
談する

認知症専

門医のい
る病院で

受診する

親しい人
に話す

その他
何もしな

い
無回答

TOTAL 1,455 22.9 10.2 7.8 33.0 32.3 29.3 2.2 10.1 11.8

前期高齢者　合計 683 26.1 8.3 8.1 27.2 36.0 30.6 2.3 12.0 9.2

前期高齢者　男性 456 26.3 9.0 9.2 25.9 33.6 24.1 2.4 15.1 10.1

前期高齢者　女性 227 25.6 7.0 5.7 30.0 41.0 43.6 2.2 5.7 7.5

後期高齢者　合計 745 19.9 12.1 7.7 38.3 29.4 28.6 1.9 8.5 14.0

後期高齢者　男性 474 20.0 13.3 8.2 38.6 29.5 21.7 1.9 10.5 15.6

後期高齢者　女性 271 19.6 10.0 6.6 37.6 29.2 40.6 1.8 4.8 11.1

堺・忠生 337 24.3 12.8 6.8 30.0 34.7 28.8 2.1 10.1 12.2

鶴川 374 23.5 10.4 8.3 33.2 33.7 32.4 2.1 9.9 10.4

町田 377 22.5 7.4 7.2 32.4 30.5 28.4 1.9 10.3 13.3

南 353 20.7 10.5 9.1 36.5 30.6 27.8 2.5 10.2 11.3

n=

書物など
で自己診

断チェッ
クシート

をやって
みる

高齢者支

援セン
ターに相

談する

認知症疾

患医療セ
ンターに

相談する

かかりつ
け医に相

談する

認知症専

門医のい
る病院で

受診する

親しい人
に話す

その他
何もしな

い
無回答

TOTAL 1,455 22.9 10.2 7.8 33.0 32.3 29.3 2.2 10.1 11.8

認知機能の低下あり 565 21.2 8.8 6.2 27.3 29.9 33.8 3.4 13.8 9.2

認知機能の低下なし 849 23.8 11.1 8.7 37.2 33.9 26.4 1.3 7.8 12.8

判別不能 41 26.8 9.8 9.8 24.4 31.7 29.3 4.9 7.3 26.8
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②要支援 1・2 

男性では、「かかりつけ医に相談する」が 35.3％と最も高く、「認知症専門医のいる病院で受診する」

（23.6％）、「書物などで自己診断チェックシートをやってみる」（21.6％）が 2 割台で続く。また、「何

もしない」は 12.2％である。 

女性では、「かかりつけ医に相談する」（44.5％）、「親しい人に話す」（40.1％）が 4割を上回っている。 

 

図表：もの忘れの多さに不安を感じたときの対応（要支援 1・2） 

 

 

 認知機能の低下リスクの有無別にみると、「何もしない」は認知機能の低下なしの人・ありの人とも同

等である。低下ありの人では、「かかりつけ医に相談する」（44.1％）、「親しい人に話す」（33.5％）、「認

知症専門医のいる病院で受診する」（26.2％）が、低下なしの人と比較して高くなっている。 

 

図表：もの忘れの多さに不安を感じたときの対応（要支援 1・2，認知機能の低下リスク有無別） 

 

  

n=

書物など
で自己診
断チェッ
クシート
をやって

みる

高齢者支
援セン

ターに相
談する

認知症疾
患医療セ
ンターに
相談する

かかりつ
け医に相
談する

認知症専
門医のい
る病院で
受診する

親しい人
に話す

その他
何もしな

い
無回答

TOTAL 428 18.7 18.0 5.6 41.6 23.8 31.5 2.6 8.4 13.1

男性 148 21.6 19.6 9.5 35.8 23.6 16.2 2.0 12.2 12.8

女性 272 17.3 16.5 3.3 44.5 24.3 40.1 2.9 6.3 13.2

堺・忠生 109 12.8 15.6 5.5 33.0 20.2 34.9 1.8 9.2 17.4

鶴川 108 19.4 18.5 6.5 48.1 26.9 33.3 4.6 6.5 10.2

町田 100 19.0 21.0 4.0 39.0 22.0 34.0 3.0 11.0 9.0

南 108 23.1 17.6 6.5 47.2 26.9 25.0 0.9 6.5 14.8

n=

書物など
で自己診

断チェッ
クシート

をやって
みる

高齢者支

援セン
ターに相

談する

認知症疾

患医療セ
ンターに

相談する

かかりつ
け医に相

談する

認知症専

門医のい
る病院で

受診する

親しい人
に話す

その他
何もしな

い
無回答

TOTAL 428 18.7 18.0 5.6 41.6 23.8 31.5 2.6 8.4 13.1

認知機能の低下あり 263 18.6 17.1 6.1 44.1 26.2 33.5 3.4 9.1 8.7

認知機能の低下なし 147 19.0 19.7 5.4 38.1 21.8 27.9 1.4 8.2 19.0

判別不能 18 16.7 16.7 0.0 33.3 5.6 33.3 0.0 0.0 27.8
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③要介護 1～5 

 要介護 1・2では、「かかりつけ医」に相談するが 33.3％と最も高く、次いで「親しい人に話す」（26.1％）、

「認知症専門医のいる病院で受診する」（22.0％）となっている。なお、「何もしない」が 19.6％で、一

般高齢者や要支援 1・2に比べ高い。 

 要介護 3～5でも「かかりつけ医」に相談するが 27.4％と最も高く、「親しい人に話す」（25.8％）、「認

知症専門医のいる病院で受診する」（24.2％）が続いている。 

図表：もの忘れの多さに不安を感じたときの対応（要介護 1～5） 

 

 

 CPS判定別にみると、1～2レベル（境界的～軽度障害）の人でも 17.6％の人が、3～5レベル（中等度

以上の障害）の人の 21.9％は、「何もしない」と回答している。1～2 レベル（境界的～軽度障害）の人

では、「かかりつけ医に相談する」（41.9％）、「親しい人に話す」（31.4％）がやや高い。 

図表：もの忘れの多さに不安を感じたときの対応（要介護 1～5，CPS 判定別） 

 

  

n=

書物など
で自己診

断チェッ
クシート

をやって
みる

高齢者支

援セン
ターに相

談する

認知症疾

患医療セ
ンターに

相談する

かかりつ

け医に相
談する

認知症専

門医のい
る病院で

受診する

親しい人
に話す

その他
何もしな

い
無回答

TOTAL 499 8.2 9.2 3.4 33.3 22.0 26.1 5.2 19.6 10.2

要介護１・２　合計 260 8.5 10.4 3.8 38.8 21.9 28.5 5.4 20.4 5.8

要介護１・２　前期高齢者 33 21.2 6.1 6.1 39.4 12.1 39.4 0.0 15.2 3.0

要介護１・２　後期高齢者 227 6.6 11.0 3.5 38.8 23.3 26.9 6.2 21.1 6.2

要介護３～５　合計 190 8.9 7.9 2.1 27.4 24.2 25.8 5.8 16.8 13.7

要介護３～５　前期高齢者 19 15.8 5.3 0.0 31.6 15.8 5.3 5.3 10.5 26.3

要介護３～５　後期高齢者 169 7.7 8.3 2.4 27.2 24.9 27.8 5.9 17.8 11.8

堺・忠生 116 8.6 8.6 5.2 31.0 28.4 32.8 5.2 21.6 6.0

鶴川 127 7.9 7.9 2.4 33.1 18.1 26.8 5.5 19.7 11.8

町田 122 7.4 9.8 3.3 36.1 18.9 23.8 2.5 15.6 14.8

南 125 8.8 11.2 3.2 31.2 24.0 23.2 7.2 23.2 7.2

n=

書物など
で自己診
断チェッ
クシート
をやって

みる

高齢者支
援セン

ターに相
談する

認知症疾
患医療セ
ンターに
相談する

かかりつ
け医に相
談する

認知症専
門医のい
る病院で
受診する

親しい人
に話す

その他
何もしな

い
無回答

TOTAL 499 8.2 9.2 3.4 33.3 22.0 26.1 5.2 19.6 10.2

0レベル（障害なし） 80 8.8 12.5 2.5 26.3 16.3 21.3 6.3 22.5 12.5

1～2ベル（境界的～軽度障
害）

210 8.1 7.6 2.9 41.9 19.0 33.8 4.3 17.6 4.8

3～5レベル（中等度以上の障
害

187 8.6 9.6 3.7 26.7 28.3 20.3 6.4 21.9 12.3

判別不能 22 4.5 9.1 9.1 31.8 18.2 18.2 0.0 9.1 36.4
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④特養待機者 

 「かかりつけ医に相談する」（30.2％）、「認知症専門医のいる病院で受診する」（29.1％）がほぼ 3 割

となっている。 

 

図表：もの忘れの多さに不安を感じたときの対応（特養待機者） 

 

 

 CPS判定別にみると、1～2レベル（境界的～軽度障害）の人では、「かかりつけ医に相談する」が半数

の 50.0％となっている。 

図表：もの忘れの多さに不安を感じたときの対応（特養待機者，CPS 判定別） 

 

  

n=

書物など

で自己診
断チェッ
クシート
をやって

みる

高齢者支
援セン

ターに相
談する

認知症疾
患医療セ
ンターに
相談する

かかりつ
け医に相
談する

認知症専
門医のい
る病院で
受診する

親しい人
に話す

その他
何もしな

い
無回答

TOTAL 86 8.1 8.1 5.8 30.2 29.1 23.3 2.3 23.3 11.6

堺・忠生 17 11.8 5.9 5.9 29.4 35.3 23.5 5.9 35.3 5.9

鶴川 22 4.5 0.0 4.5 27.3 27.3 13.6 0.0 22.7 13.6

町田 24 8.3 12.5 4.2 29.2 20.8 25.0 4.2 20.8 12.5

南 22 9.1 13.6 9.1 36.4 31.8 31.8 0.0 18.2 13.6

n=

書物など
で自己診
断チェッ
クシート
をやって

みる

高齢者支
援セン

ターに相
談する

認知症疾
患医療セ
ンターに
相談する

かかりつ
け医に相
談する

認知症専
門医のい
る病院で
受診する

親しい人
に話す

その他
何もしな

い
無回答

TOTAL 86 8.1 8.1 5.8 30.2 29.1 23.3 2.3 23.3 11.6

0レベル（障害なし） 9 22.2 0.0 0.0 44.4 33.3 22.2 0.0 11.1 22.2

1～2ベル（境界的～軽度障
害）

22 4.5 13.6 9.1 50.0 27.3 27.3 4.5 13.6 0.0

3～5レベル（中等度以上の障
害）

53 7.5 7.5 5.7 20.8 30.2 20.8 1.9 30.2 13.2

判別不能 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0
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(4) もの忘れの多さの不安に対して何もしない理由 

要介護：付問 15-1，特養待機者：付問 15-1 

何もしない理由は何ですか。(○はいくつでも) 

 

①要介護 1～5 

 前問で「何もしない」と回答した人にその理由をたずねたところ、「自分が認知症だとは思わないから」

が 76.5％と最も高い。「病院受診や相談機関への相談が面倒だから」（13.3％）や「病院が嫌いだから」

（9.2％）のほか、7.1％と多くはないものの「認知症だとわかるのが恥ずかしいから」と思う人もいる。 

図表：もの忘れの多さの不安に対して何もしない理由（要介護 1～5）【ベース：認知症初期対応なし】 

 

 

 CPS判定別にみると、1～2レベル（境界的～軽度障害）の人の 83.8％が、3～5レベル（中等度以上の

障害）の人でも 63.4％が、「自分は認知症だと思わないから」と回答している。 

図表：もの忘れの多さの不安に対して何もしない理由（要介護 1～5，CPS 判定別）【ベース：認知症初期対応なし】 

 

  

n=

自分が認

知症だと
は思わな

いから

認知症だ
とわかる

のが恥ず
かしいか

ら

認知症だ
とわかる

と家族や
まわりが

馬鹿にす
るから

病院が嫌
いだから

病院受診
や相談機

関への相
談が面倒

だから

薬を飲み

たくない
から

その他 無回答

TOTAL 98 76.5 7.1 2.0 9.2 13.3 4.1 12.2 1.0

要介護１・２　合計 53 75.5 5.7 1.9 5.7 15.1 3.8 11.3 1.9

要介護１・２　前期高齢者 5 60.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0

要介護１・２　後期高齢者 48 77.1 4.2 2.1 6.3 16.7 4.2 10.4 2.1

要介護３～５　合計 32 71.9 12.5 3.1 15.6 12.5 3.1 15.6 0.0

要介護３～５　前期高齢者 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

要介護３～５　後期高齢者 30 73.3 13.3 3.3 16.7 13.3 0.0 16.7 0.0

堺・忠生 25 80.0 4.0 4.0 8.0 8.0 4.0 16.0 0.0

鶴川 25 56.0 4.0 0.0 4.0 12.0 4.0 20.0 4.0

町田 19 89.5 10.5 0.0 15.8 21.1 10.5 0.0 0.0

南 29 82.8 10.3 3.4 10.3 13.8 0.0 10.3 0.0

n=

自分が認
知症だと
は思わな
いから

認知症だ
とわかる
のが恥ず
かしいか

ら

認知症だ
とわかる
と家族や
まわりが
馬鹿にす

るから

病院が嫌
いだから

病院受診
や相談機
関への相
談が面倒

だから

薬を飲み
たくない

から
その他 無回答

TOTAL 98 76.5 7.1 2.0 9.2 13.3 4.1 12.2 1.0

0レベル（障害なし） 18 88.9 0.0 0.0 0.0 5.6 5.6 0.0 0.0

1～2ベル（境界的～軽度障
害）

37 83.8 10.8 5.4 10.8 13.5 5.4 8.1 0.0

3～5レベル（中等度以上の障
害

41 63.4 7.3 0.0 12.2 17.1 2.4 22.0 2.4

判別不能 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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 特養待機者では、「自分が認知症だとは思わないから」が 20人のうち 13人（65％）である。 

 

図表：もの忘れの多さの不安に対して何もしない理由（特養待機者）【ベース：認知症初期対応なし】 

 

 

 CPS 判定別にみると、1～2 レベル（境界的～軽度障害）の人では 3 人のうち 2 人（66.7％）が、3～5

レベル（中等度以上の障害）の人でも 16人のうち 11人（68.8％）が、「自分は認知症だと思わないから」

と回答している。 

図表：もの忘れの多さの不安に対して何もしない理由（特養待機者，CPS 判定別）【ベース：認知症初期対応なし】 

 
  

n=

自分が認
知症だと
は思わな
いから

認知症だ
とわかる
のが恥ず
かしいか

ら

認知症だ

とわかる
と家族や
まわりが
馬鹿にす

るから

病院が嫌
いだから

病院受診
や相談機
関への相
談が面倒

だから

薬を飲み
たくない

から
その他

TOTAL 20 65.0 10.0 0.0 5.0 10.0 0.0 20.0

堺・忠生 6 83.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7

鶴川 5 60.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 20.0

町田 5 60.0 20.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0

南 4 50.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 25.0

n=

自分が認
知症だと
は思わな
いから

認知症だ
とわかる
のが恥ず
かしいか

ら

認知症だ

とわかる
と家族や
まわりが
馬鹿にす

るから

病院が嫌
いだから

病院受診
や相談機
関への相
談が面倒

だから

薬を飲み
たくない

から
その他 無回答

TOTAL 20 65.0 10.0 0.0 5.0 10.0 0.0 20.0 0.0

0レベル（障害なし） 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1～2ベル（境界的～軽度障
害）

3 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

3～5レベル（中等度以上の障

害）
16 68.8 6.3 0.0 6.3 6.3 0.0 25.0 0.0
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(5) 認知症の症状によりサービス利用を断られた経験 

一般・要支援：問 20，要介護：問 17，特養待機者：問 17 

認知症の症状のために、次のサービス等の利用を断られたことはありますか。（○はいくつでも） 

 

 認知症の症状のために利用を断られた経験のあるサービス等は、特養待機者では他の調査に比べ若干

高く、「特別養護老人ホーム」が 3.5％、「ショートステイ」「病院」がともに 2.3％などとなっている。

なお、一般高齢者と要支援 1・2 では「認知症と診断されたことはない」が高い（要介護 1～5 と特養待

機者では「無回答」も多くなっている）。 

 

図表：（一般高齢者） 図表：（要支援 1・２） 

  

 

図表：（要介護１～５） 

 

図表：（特養待機者） 

  

 

 

 

 

 

 

  

n=1,455

認知症と診断されたことはない

病院

特別養護老人ホーム

デイサービス

ショートステイ

その他

無回答

60.1

0.7

0.1

0.0

0.0

4.2

35.1

0.0 20.0 40.0 60.0
(%) n=428

認知症と診断されたことはない

デイサービス

特別養護老人ホーム

病院

ショートステイ

その他

無回答

53.3

1.6

0.5

0.5

0.2

4.9

39.0

0.0 20.0 40.0 60.0
(%)

n=499

認知症と診断されたことはない

病院

デイサービス

特別養護老人ホーム

ショートステイ

その他

無回答

27.1

2.4

2.2

2.0

1.2

6.2

61.9

0.0 20.0 40.0 60.0
(%) n=86

認知症と診断されたことはない

特別養護老人ホーム

ショートステイ

病院

デイサービス

その他

無回答

22.1

3.5

2.3

2.3

1.2

7.0

62.8

0.0 20.0 40.0 60.0
(%)
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①一般高齢者 

 「認知症と診断されたことはない」が 60.1％、極わずかであるが「病院」が 0.7％となっている（な

お、「無回答」が 35.1％である）。 

 

図表：認知症の症状によりサービス利用を断られた経験（一般高齢者） 

 

 

  認知機能の低下リスクの有無別にみると、認知機能の低下ありの人で「病院」が 1.1％である。 

図表：認知症の症状によりサービス利用を断られた経験（一般高齢者，認知機能の低下リスク有無別） 

 

  

n=

認知症と

診断され
たことは

ない

デイサー
ビス

特別養護

老人ホー
ム

ショート
ステイ

病院 その他 無回答

TOTAL 1,455 60.1 0.0 0.1 0.0 0.7 4.2 35.1

前期高齢者　合計 683 63.7 0.0 0.1 0.0 0.3 4.2 31.9

前期高齢者　男性 456 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 28.3

前期高齢者　女性 227 57.7 0.0 0.4 0.0 0.9 2.6 39.2

後期高齢者　合計 745 57.3 0.0 0.0 0.0 0.8 4.0 37.9

後期高齢者　男性 474 62.0 0.0 0.0 0.0 0.6 3.6 33.8

後期高齢者　女性 271 49.1 0.0 0.0 0.0 1.1 4.8 45.0

堺・忠生 337 59.3 0.0 0.3 0.0 0.9 4.5 35.6

鶴川 374 61.2 0.0 0.0 0.0 0.8 2.9 35.0

町田 377 61.0 0.0 0.0 0.0 0.8 4.0 34.2

南 353 58.6 0.0 0.0 0.0 0.3 5.4 35.7

n=

認知症と

診断され

たことは

ない

デイサー

ビス

特別養護

老人ホー

ム

ショート

ステイ
病院 その他 無回答

TOTAL 1,455 60.1 0.0 0.1 0.0 0.7 4.2 35.1

認知機能の低下あり 565 59.1 0.0 0.2 0.0 1.1 4.2 35.8

認知機能の低下なし 849 61.2 0.0 0.0 0.0 0.5 4.2 34.0

判別不能 41 51.2 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 46.3
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②要支援 1・2 

「認知症と診断されたことはない」が男性では 60.1％、女性では 49.6％となっている（なお、「無回答」

が 3割から 4割である）。断られた経験のあるサービスとしては、「デイサービス」が男性で 2.0％、女性

で 1.5％などとなっている。 

 

図表：認知症の症状によりサービス利用を断られた経験（要支援 1・2） 

 

 

 認知機能の低下リスクの有無別にみると、「デイサービス」は認知機能の低下ありの人で 1.1％、低下

なしの人で 2.7％となっている。 

図表：認知症の症状によりサービス利用を断られた経験（要支援 1・2，認知機能の低下リスク有無別） 

 

  

n=

認知症と

診断され
たことは

ない

デイサー
ビス

特別養護
老人ホー

ム

ショート
ステイ

病院 その他 無回答

TOTAL 428 53.3 1.6 0.5 0.2 0.5 4.9 39.0

男性 148 60.1 2.0 0.7 0.0 0.0 5.4 31.8

女性 272 49.6 1.5 0.4 0.4 0.7 4.8 42.6

堺・忠生 109 49.5 1.8 0.9 0.0 0.0 9.2 38.5

鶴川 108 62.0 0.0 0.0 0.9 0.9 2.8 33.3

町田 100 51.0 2.0 1.0 0.0 1.0 5.0 40.0

南 108 50.0 2.8 0.0 0.0 0.0 2.8 44.4

n=

認知症と

診断され

たことは

ない

デイサー

ビス

特別養護

老人ホー

ム

ショート

ステイ
病院 その他 無回答

TOTAL 428 53.3 1.6 0.5 0.2 0.5 4.9 39.0

認知機能の低下あり 263 54.0 1.1 0.8 0.4 0.8 5.7 37.3

認知機能の低下なし 147 52.4 2.7 0.0 0.0 0.0 3.4 41.5

判別不能 18 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6 44.4
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③要介護 1～5 

 「認知症と診断されたことはない」が 27.1％、断られた経験のあるサービスとしては、「病院」が 2.4％、

「デイサービス」が 2.2％などとなっている（なお、無回答が 61.9％である）。 

 「デイサービス」は、要介護 1・2で 1.9％、要介護 3～5で 2.6％である。 

 

図表：認知症の症状によりサービス利用を断られた経験（要介護 1～5） 

 

 

 CPS 判定別にみると、3～5 レベル（中等度以上の障害）の人では、各サービスを断られた経験を有す

る人が 3％～4％程度となっている。なお、1～2 レベル（境界的～軽度障害）の人の 38.1％が、3～5 レ

ベル（中等度以上）の人でも 12.3％は「認知症と診断されたことはない」と回答している（「無回答」も

多いため評価には注意が必要）。 

図表：認知症の症状によりサービス利用を断られた経験（要介護 1～5，CPS 判定別） 

 

 

  

n=

認知症と

診断され
たことは

ない

デイサー
ビス

特別養護

老人ホー
ム

ショート
ステイ

病院 その他 無回答

TOTAL 499 27.1 2.2 2.0 1.2 2.4 6.2 61.9

要介護１・２　合計 260 33.1 1.9 0.0 0.4 1.2 4.2 60.0

要介護１・２　前期高齢者 33 57.6 3.0 0.0 0.0 0.0 3.0 39.4

要介護１・２　後期高齢者 227 29.5 1.8 0.0 0.4 1.3 4.4 63.0

要介護３～５　合計 190 20.0 2.6 4.7 2.1 3.7 8.4 63.7

要介護３～５　前期高齢者 19 31.6 0.0 10.5 5.3 0.0 5.3 52.6

要介護３～５　後期高齢者 169 18.3 3.0 4.1 1.8 4.1 8.9 65.1

堺・忠生 116 25.9 2.6 2.6 1.7 0.9 3.4 66.4

鶴川 127 29.9 2.4 0.8 1.6 3.9 3.9 61.4

町田 122 27.0 1.6 2.5 0.8 2.5 9.8 56.6

南 125 23.2 2.4 2.4 0.8 2.4 5.6 67.2

n=

認知症と
診断され
たことは

ない

デイサー
ビス

特別養護
老人ホー

ム

ショート
ステイ

病院 その他 無回答

TOTAL 499 27.1 2.2 2.0 1.2 2.4 6.2 61.9

0レベル（障害なし） 80 37.5 0.0 0.0 0.0 3.8 1.3 57.5

1～2ベル（境界的～軽度障
害）

210 38.1 1.4 0.0 0.0 0.5 4.8 55.2

3～5レベル（中等度以上の障

害
187 12.3 4.3 4.8 3.2 4.3 10.7 68.4

判別不能 22 9.1 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 86.4
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④特養待機者 

 「認知症と診断されたことはない」が 22.1％である。断られた経験のあるサービスとしては、「特別養

護老人ホーム」が 3.5％、「ショートステイ」と「病院」がともに 2.3％などとなっている（なお、無回

答が 62.8％である）。 

 

図表：認知症の症状によりサービス利用を断られた経験（特養待機者） 

 

 

 CPS 判定別にみると、3～5 レベル（中等度以上の障害）の人では、「特別養護老人ホーム」が 5.7％、

「ショートステイ」「病院」がともに 3.8％などとなっている。なお、1～2 レベル（境界的～軽度障害）

の人の 36.4％が、3～5レベル（中等度以上）の人でも 13.2％は「認知症と診断されたことはない」と回

答している（「無回答」も多いため評価には注意が必要）。 

 

図表：認知症の症状によりサービス利用を断られた経験（特養待機者，CPS 判定別） 

 

 

  

n=

認知症と

診断され

たことは
ない

デイサー

ビス

特別養護
老人ホー

ム

ショート

ステイ
病院 その他 無回答

TOTAL 86 22.1 1.2 3.5 2.3 2.3 7.0 62.8

堺・忠生 17 11.8 0.0 11.8 0.0 0.0 17.6 58.8

鶴川 22 22.7 0.0 0.0 4.5 4.5 0.0 68.2

町田 24 29.2 4.2 0.0 4.2 4.2 4.2 58.3

南 22 22.7 0.0 4.5 0.0 0.0 9.1 63.6

n=

認知症と
診断され
たことは

ない

デイサー
ビス

特別養護
老人ホー

ム

ショート
ステイ

病院 その他 無回答

TOTAL 86 22.1 1.2 3.5 2.3 2.3 7.0 62.8

0レベル（障害なし） 9 44.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 55.6

1～2ベル（境界的～軽度障
害）

22 36.4 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 59.1

3～5レベル（中等度以上の障

害）
53 13.2 1.9 5.7 3.8 3.8 9.4 64.2

判別不能 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
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6. 介護サービスの充実・整備 

 

(1) 在宅介護を支える包括的なサービスの利用意向 

一般・要支援：問 18，要介護：問 18，特養待機者：問 18 

自宅での介護を支える包括的なサービスとして、以下のサービスがありますが、利用したいと思いま

すか（サービスの詳細については、下記の説明文を参照ください）。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護とも、

各調査で差はみられるものの、「利用したい」は 3割から 5割程度で、いずれも「利用したくない」を上

回っている。 

図表：包括的サービスの利用意向（一般高齢者） 

 

図表：包括的サービスの利用意向（要支援 1・2） 

 

図表：包括的サービスの利用意向（要介護 1～5） 

 

図表：包括的サービスの利用意向（特養待機者） 

 

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

小規模多機能型居宅介護 1,455 45.6 30.1 0.3 24.0

看護小規模多機能型居宅介

護
1,455 48.5 27.2 0.1 24.1

定期巡回・随時対応型訪問介

護看護
1,455 50.0 24.9 0.1 25.0

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

 小規模多機能型居宅介護 428 33.4 29.2 5.4 32.0

看護小規模多機能型居宅介

護
428 36.9 27.6 2.1 33.4

定期巡回・随時対応型訪問介

護看護
428 41.6 22.2 2.6 33.6

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

小規模多機能型居宅介護 499 32.1 18.8 5.6 43.5

看護小規模多機能型居宅介

護
499 34.7 17.0 1.6 46.7

定期巡回・随時対応型訪問介

護看護
499 33.1 16.4 2.2 48.3

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

小規模多機能型居宅介護 86 24.4 26.7 5.8 43.0

看護小規模多機能型居宅介

護
86 31.4 20.9 3.5 44.2

定期巡回・随時対応型訪問介

護看護
86 29.1 22.1 4.7 44.2
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①一般高齢者 

 

小規模多機能型居宅介護に関しては、前期高齢者・後期高齢者とも、また男女とも、「利用したい」は

4割台である。 

図表：小規模多機能型居宅介護の利用意向（一般高齢者） 

 

 

看護小規模多機能型居宅介護に関しては、前期高齢者では、男女とも「利用したい」は 5割台である。 

後期高齢者では、男女とも「利用したい」は 4割台である。 

 

図表：看護小規模多機能型居宅介護の利用意向（一般高齢者） 

 

 

  

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

TOTAL 1,455 45.6 30.1 0.3 24.0

前期高齢者　合計 683 46.7 33.5 0.1 19.6

前期高齢者　男性 456 46.1 35.3 0.2 18.4

前期高齢者　女性 227 48.0 30.0 0.0 22.0

後期高齢者　合計 745 44.7 27.5 0.5 27.2

後期高齢者　男性 474 44.3 28.7 0.4 26.6

後期高齢者　女性 271 45.4 25.5 0.7 28.4

堺・忠生 337 42.4 33.8 0.6 23.1

鶴川 374 49.5 30.2 0.3 20.1

町田 377 42.4 29.4 0.3 27.9

南 353 47.3 27.8 0.3 24.6

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

TOTAL 1,455 48.5 27.2 0.1 24.1

前期高齢者　合計 683 51.2 29.1 0.0 19.6

前期高齢者　男性 456 50.9 31.1 0.0 18.0

前期高齢者　女性 227 52.0 25.1 0.0 22.9

後期高齢者　合計 745 46.4 26.0 0.3 27.2

後期高齢者　男性 474 46.2 27.4 0.4 25.9

後期高齢者　女性 271 46.9 23.6 0.0 29.5

堺・忠生 337 45.7 30.6 0.3 23.4

鶴川 374 53.5 26.2 0.3 20.1

町田 377 45.1 27.6 0.0 27.3

南 353 49.0 25.8 0.0 25.2
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定期巡回・随時対応型訪問介護看護に関しては、前期高齢者では、男女とも、「利用したい」は 5割台

である。 

後期高齢者では、男女とも、「利用したい」は 4割台である。 

 

図表：定期巡回・随時対応型訪問介護看護の利用意向（一般高齢者） 

 

  

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

TOTAL 1,455 50.0 24.9 0.1 25.0

前期高齢者　合計 683 53.7 26.9 0.0 19.3

前期高齢者　男性 456 53.9 28.5 0.0 17.5

前期高齢者　女性 227 53.3 23.8 0.0 22.9

後期高齢者　合計 745 46.7 23.5 0.1 29.7

後期高齢者　男性 474 46.4 24.5 0.2 28.9

後期高齢者　女性 271 47.2 21.8 0.0 31.0

堺・忠生 337 48.1 28.2 0.0 23.7

鶴川 374 53.7 23.3 0.3 22.7

町田 377 48.0 24.1 0.0 27.9

南 353 49.6 25.2 0.0 25.2
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②要支援 1・2 

小規模多機能型居宅介護に関しては、男女とも、「利用したい」は 3 割台である。また、「すでに利用

している」が男性で 7.4％、女性で 4.4％となっている。 

 

図表：小規模多機能型居宅介護の利用意向（要支援 1・2） 

 

 

看護小規模多機能型居宅介護に関しては、男女とも、「利用したい」は 3割台である。また「すでに利

用している」が男性で 4.1％、女性で 1.1％となっている。 

 

図表：看護小規模多機能型居宅介護の利用意向（要支援 1・2） 

 

  

n=

利用した
い

利用した
くない

すでに利
用してい

る
無回答

TOTAL 428 33.4 29.2 5.4 32.0

男性 148 35.1 26.4 7.4 31.1

女性 272 33.1 30.5 4.4 32.0

堺・忠生 109 31.2 26.6 6.4 35.8

鶴川 108 36.1 27.8 6.5 29.6

町田 100 28.0 31.0 5.0 36.0

南 108 38.9 31.5 3.7 25.9

n=

利用した
い

利用した
くない

すでに利
用してい

る
無回答

TOTAL 428 36.9 27.6 2.1 33.4

男性 148 37.8 25.7 4.1 32.4

女性 272 36.8 28.7 1.1 33.5

堺・忠生 109 33.9 23.9 0.9 41.3

鶴川 108 38.9 25.9 3.7 31.5

町田 100 33.0 30.0 3.0 34.0

南 108 42.6 30.6 0.9 25.9
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定期巡回・随時対応型訪問介護看護に関しては、男女とも、「利用したい」は 4割台である。また、全

体では「すでに利用している」が 2.6％となっている。 

 

図表：定期巡回・随時対応型訪問介護看護の利用意向（要支援 1・2） 

 

  

n=

利用した
い

利用した
くない

すでに利
用してい

る
無回答

TOTAL 428 41.6 22.2 2.6 33.6

男性 148 42.6 22.3 4.7 30.4

女性 272 41.5 22.1 1.5 34.9

堺・忠生 109 34.9 21.1 3.7 40.4

鶴川 108 43.5 20.4 1.9 34.3

町田 100 38.0 26.0 4.0 32.0

南 108 50.9 21.3 0.9 26.9
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③要介護 1～5 

 小規模多機能型居宅介護に関しては、要介護 1・2 では、「利用したい」は 36.9％、また「すでに利用

している」が 5.0％である。 

 要介護 3～5では、「利用したい」は 27.9％、また「すでに利用している」は 7.9％である（なお、「無

回答」が半数である）。 

 

図表：小規模多機能型居宅介護の利用意向（要介護 1～5） 

 

 

 看護小規模多機能型居宅介護に関しては、「利用したい」は 34.7％、「すでに利用している」は 1.6％

である。 

 「利用したい」は、要介護 1・2で 37.3％、要介護 3～5で 33.7％となっている。 

 

図表：看護小規模多機能型居宅介護の利用意向（要介護 1～5） 

 

 

  

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

TOTAL 499 32.1 18.8 5.6 43.5

要介護１・２　合計 260 36.9 23.5 5.0 34.6

要介護１・２　前期高齢者 33 45.5 30.3 3.0 21.2

要介護１・２　後期高齢者 227 35.7 22.5 5.3 36.6

要介護３～５　合計 190 27.9 14.2 7.9 50.0

要介護３～５　前期高齢者 19 31.6 5.3 10.5 52.6

要介護３～５　後期高齢者 169 27.8 15.4 7.7 49.1

堺・忠生 116 39.7 19.0 3.4 37.9

鶴川 127 33.9 16.5 7.1 42.5

町田 122 26.2 23.0 5.7 45.1

南 125 28.8 18.4 6.4 46.4

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

TOTAL 499 34.7 17.0 1.6 46.7

要介護１・２　合計 260 37.3 21.9 0.8 40.0

要介護１・２　前期高齢者 33 51.5 24.2 0.0 24.2

要介護１・２　後期高齢者 227 35.2 21.6 0.9 42.3

要介護３～５　合計 190 33.7 12.1 3.2 51.1

要介護３～５　前期高齢者 19 31.6 5.3 5.3 57.9

要介護３～５　後期高齢者 169 34.3 13.0 3.0 49.7

堺・忠生 116 42.2 16.4 1.7 39.7

鶴川 127 34.6 17.3 0.8 47.2

町田 122 26.2 21.3 1.6 50.8

南 125 35.2 14.4 2.4 48.0
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 定期巡回・随時対応型訪問介護看護に関しては、要介護 1・2では、「利用したい」が 37.3％である。 

 要介護 3～5では、「利用したい」が 31.1％である。 

 「すでに利用している」は、要介護 1・2で 1.9％、要介護 3～5で 3.2％となっている。 

 

図表：定期巡回・随時対応型訪問介護看護の利用意向（要介護 1～5） 

 

  

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

TOTAL 499 33.1 16.4 2.2 48.3

要介護１・２　合計 260 37.3 20.8 1.9 40.0

要介護１・２　前期高齢者 33 42.4 30.3 3.0 24.2

要介護１・２　後期高齢者 227 36.6 19.4 1.8 42.3

要介護３～５　合計 190 31.1 12.1 3.2 53.7

要介護３～５　前期高齢者 19 36.8 10.5 5.3 47.4

要介護３～５　後期高齢者 169 30.8 12.4 3.0 53.8

堺・忠生 116 38.8 18.1 0.9 42.2

鶴川 127 34.6 14.2 1.6 49.6

町田 122 27.0 21.3 2.5 49.2

南 125 32.0 13.6 4.0 50.4
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④特養待機者 

 小規模多機能型居宅介護に関しては、「利用したい」が 24.4％、「利用したくない」が 26.7％と拮抗し

ている。また「すでに利用している」は 5.8％である。 

図表：小規模多機能型居宅介護の利用意向（特養待機者） 

 

 

 看護小規模多機能型居宅介護に関しては、「利用したい」は 31.4％、「すでに利用している」は 3.5％

である。 

図表：看護小規模多機能型居宅介護の利用意向（特養待機者） 

 

 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護に関しては、「利用したい」は 29.1％、「すでに利用している」が

4.7％である。 

 

図表：定期巡回・随時対応型訪問介護看護の利用意向（特養待機者） 

 

 

  

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

TOTAL 86 24.4 26.7 5.8 43.0

堺・忠生 17 11.8 52.9 5.9 29.4

鶴川 22 18.2 9.1 4.5 68.2

町田 24 33.3 25.0 8.3 33.3

南 22 27.3 27.3 4.5 40.9

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

TOTAL 86 31.4 20.9 3.5 44.2

堺・忠生 17 5.9 52.9 0.0 41.2

鶴川 22 27.3 4.5 4.5 63.6

町田 24 50.0 12.5 4.2 33.3

南 22 31.8 22.7 4.5 40.9

n=

利用した

い

利用した

くない

すでに利

用してい

る

無回答

TOTAL 86 29.1 22.1 4.7 44.2

堺・忠生 17 17.6 41.2 11.8 29.4

鶴川 22 13.6 4.5 9.1 72.7

町田 24 45.8 20.8 0.0 33.3

南 22 36.4 27.3 0.0 36.4
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(2) 在宅介護サービスの利用状況 

要介護：問 16，特養待機者：問 16 

現在利用している介護保険の在宅サービスをお答えください。（○はいくつでも） 

 

 要介護 1～5では、「通所介護（デイサービス）」が 37.9％と最も高く、「通所リハビリテーション」「訪

問介護」「訪問診療（医師の訪問）」「短期入所（ショートステイ）」「訪問リハビリテーション」が 1割台

で続いている。 

図表：在宅介護サービスの利用状況（要介護 1～5） 

 

 特養待機者でも要介護 1～5と同様で、「通所介護（デイサービス）」が 41.9％と最も高い。次いで「短

期入所（ショートステイ）」（33.7％）、「訪問診療（医師の訪問）」（22.1％）となっている。 

図表：在宅介護サービスの利用状況（特養待機者） 

 

n=499

通所介護（デイサービス）

通所リハビリテーション（デイケア）

訪問介護

訪問診療（医師の訪問）

短期入所（ショートステイ）

訪問リハビリテーション

訪問看護

医師や薬剤師などによる療養上の指
導

訪問入浴介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

その他

無回答

37.9

15.6

13.8

12.4

12.0

11.6

8.6

8.0

7.0

3.4

2.2

7.4

30.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
(%)

n=86

通所介護（デイサービス）

短期入所（ショートステイ）

訪問診療（医師の訪問）

通所リハビリテーション（デイケア）

訪問介護

訪問看護

医師や薬剤師などによる療養上の
指導

訪問入浴介護

訪問リハビリテーション

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

その他

無回答

41.9

33.7

22.1

12.8

11.6

11.6

11.6

5.8

5.8

3.5

2.3

9.3

36.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
(%)
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①要介護 1～5 

 「通所介護（デイサービス）」が 37.9％と最も高く、同じく通所系の「通所リハビリテーション（デイ

ケア）」が 15.6％と続き、以下、「訪問介護」（13.8％）、「訪問診療（医師の訪問）」（12.4％）、「短期入所

（ショートステイ）」（12.0％）、「訪問リハビリテーション」（11.6％）の順となっている。 

 要介護 1・2では、「通所介護（デイサービス）」が 46.2％と最も高く、次いで「通所リハビリテーショ

ン（デイケア）」（21.9％）、「訪問介護」（18.8％）となっている。 

 要介護 3～5では、「通所介護（デイサービス）」が 28.9％と最も高く、次いで「訪問診療（医師の訪問）」

（18.9％）、「短期入所（ショートステイ）」（16.3％）となっている。 

 

図表：現在利用している在宅サービス（要介護 1～5） 

 

 

②特養待機者 

 「通所介護（デイサービス）」が 41.9％と最も高く、第 2 位は要介護 1～5 の場合とは異なり「短期入

所（ショートステイ）」が 33.7％である。また、「訪問診療（医師の訪問）」も 22.1％と高い。 

 

図表：現在利用している在宅サービス（特養待機者） 

 

  

n=

訪問診療
（医師の

訪問）

訪問介護
訪問入浴

介護
訪問看護

訪問リハ
ビリテー

ション

通所介護
（デイ

サービ
ス）

認知症対
応型通所

介護

通所リハ
ビリテー

ション（デ
イケア）

小規模多
機能型居

宅介護

短期入所
（ショート

ステイ）

医師や薬

剤師など
による療

養上の指
導

その他 無回答

TOTAL 499 12.4 13.8 7.0 8.6 11.6 37.9 3.4 15.6 2.2 12.0 8.0 7.4 30.3

要介護１・２　合計 260 8.8 18.8 7.7 8.5 10.8 46.2 2.3 21.9 1.5 9.6 6.5 6.2 20.0

要介護１・２　前期高齢者 33 3.0 18.2 6.1 9.1 15.2 27.3 3.0 42.4 0.0 6.1 3.0 12.1 21.2

要介護１・２　後期高齢者 227 9.7 18.9 7.9 8.4 10.1 48.9 2.2 18.9 1.8 10.1 7.0 5.3 19.8

要介護３～５　合計 190 18.9 8.9 7.9 11.1 13.7 28.9 5.3 8.9 3.7 16.3 11.6 10.5 37.9

要介護３～５　前期高齢者 19 5.3 10.5 10.5 21.1 26.3 36.8 5.3 26.3 5.3 10.5 10.5 5.3 31.6

要介護３～５　後期高齢者 169 20.7 8.9 7.7 10.1 11.8 27.8 5.3 6.5 3.6 17.2 11.8 10.7 39.1

堺・忠生 116 11.2 13.8 3.4 6.9 10.3 39.7 3.4 13.8 2.6 12.9 6.9 5.2 34.5

鶴川 127 10.2 14.2 11.0 7.9 16.5 43.3 0.8 15.0 2.4 14.2 8.7 8.7 22.8

町田 122 16.4 17.2 8.2 9.8 10.7 39.3 4.9 19.7 2.5 9.0 4.9 5.7 31.1

南 125 12.0 9.6 5.6 10.4 7.2 29.6 4.8 14.4 1.6 11.2 12.0 9.6 33.6

n=

訪問診療

（医師の
訪問）

訪問介護
訪問入浴

介護
訪問看護

訪問リハ

ビリテー
ション

通所介護

（デイ
サービ

ス）

認知症対

応型通所
介護

通所リハ

ビリテー
ション（デ
イケア）

小規模多

機能型居
宅介護

短期入所

（ショート
ステイ）

医師や薬
剤師など

による療
養上の指

導

その他 無回答

TOTAL 86 22.1 11.6 5.8 11.6 5.8 41.9 3.5 12.8 2.3 33.7 11.6 9.3 36.0

堺・忠生 17 5.9 11.8 0.0 11.8 0.0 41.2 5.9 11.8 0.0 23.5 0.0 11.8 29.4

鶴川 22 9.1 0.0 0.0 9.1 4.5 22.7 0.0 4.5 4.5 13.6 4.5 9.1 63.6

町田 24 41.7 20.8 16.7 20.8 12.5 54.2 0.0 20.8 4.2 54.2 16.7 4.2 20.8

南 22 27.3 13.6 4.5 4.5 4.5 45.5 9.1 13.6 0.0 40.9 22.7 9.1 31.8
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(3) 利用しているサービスの満足度 

要介護：問 16，特養待機者：問 16 

また、利用しているサービスそれぞれの満足度をお答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

 要介護 1～5では、「満足している」が 7割を超えているサービスは、「訪問診療（医師の訪問）」（75.8％）、

「通所介護（デイサービス）」（75.7％）、「訪問入浴介護」（74.3％）、「訪問看護（72.1％）」である。満

足度がやや低いのは「短期入所」で、「満足している」は利用者のうち半数の 50.0％である。 

図表：利用しているサービスの満足度【ベース：利用者】（要介護 1～5） 

 

図表：利用しているサービスの満足度【ベース：利用者】（特養待機者） 

 

※特養待機者では、各サービスの利用者が多くはないことを前提に参照されたい。 

※次ページ以降に各サービスの満足度を掲載するが、利用者数が少数のものもある。 

満足している

75.8 

66.7 

74.3 

72.1 

67.2 

75.7 

52.9 

66.7 

63.6 

50.0 

62.5 

73.0 

どちらともいえない

19.4 

21.7 

17.1 

20.9 

22.4 

16.4 

29.4 

20.5 

27.3 

36.7 

25.0 

13.5 

満足していない

3.2 

10.1 

5.7 

7.0 

6.9 

4.8 

11.8 

7.7 

9.1 

11.7 

10.0 

2.7 

無回答

1.6 

1.4 

2.9 

3.4 

3.2 

5.9 

5.1 

1.7 

2.5 

10.8 

訪問診療（医師の訪問）(n=62)

訪問介護(n=69)

訪問入浴介護(n=35)

訪問看護(n=43)

訪問リハビリテーション(n=58)

通所介護（デイサービス）(n=189)

認知症対応型通所介護(n=17)

通所リハビリテーション（デイケア）

(n=78)

小規模多機能型居宅介護(n=11)

短期入所（ショートステイ）(n=60)

医師や薬剤師などによる療養上の指導

(n=40)

その他(n=37)

問16-2 現在利用している介護保険の在宅サービスの満足度【ベース：利用者】

(%)

満足している

63.2 

90.0 

60.0 

70.0 

80.0 

75.0 

100.0 

63.6 

100.0 

58.6 

70.0 

50.0 

どちらともいえない

21.1 

10.0 

20.0 

30.0 

20.0 

13.9 

36.4 

24.1 

20.0 

25.0 

満足していない

5.3 

20.0 

5.6 

17.2 

10.0 

0.0 

無回答

10.5 

5.6 

25.0 

訪問診療（医師の訪問）(n=19)

訪問介護(n=10)

訪問入浴介護(n=5)

訪問看護(n=10)

訪問リハビリテーション(n=5)

通所介護（デイサービス）(n=36)

認知症対応型通所介護(n=3)

通所リハビリテーション（デイケア）

(n=11)

小規模多機能型居宅介護(n=2)

短期入所（ショートステイ）(n=29)

医師や薬剤師などによる療養上の指導

(n=10)

その他(n=8)

問16-2 現在利用している介護保険の在宅サービスの満足度【ベース：利用者】

(%)
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①訪問診療（医師の訪問） 

図表：訪問診療（医師の訪問）の満足度（要介護 1～5） 

 

図表：訪問診療（医師の訪問）の満足度（特養待機者） 

 
 

②訪問介護 

図表：訪問介護の満足度（要介護 1～5） 

 
図表：訪問介護の満足度（特養待機者） 

 

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない
無回答

TOTAL 62 75.8 19.4 3.2 1.6

要介護１・２　合計 23 73.9 21.7 0.0 4.3

要介護１・２　前期高齢者 1 100.0 0.0 0.0 0.0

要介護１・２　後期高齢者 22 72.7 22.7 0.0 4.5

要介護３～５　合計 36 75.0 19.4 5.6 0.0

要介護３～５　前期高齢者 1 0.0 0.0 100.0 0.0

要介護３～５　後期高齢者 35 77.1 20.0 2.9 0.0

堺・忠生 13 69.2 23.1 0.0 7.7

鶴川 13 61.5 23.1 15.4 0.0

町田 20 85.0 15.0 0.0 0.0

南 15 80.0 20.0 0.0 0.0

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない
無回答

TOTAL 19 63.2 21.1 5.3 10.5

堺・忠生 1 0.0 100.0 0.0 0.0

鶴川 2 100.0 0.0 0.0 0.0

町田 10 50.0 20.0 10.0 20.0

南 6 83.3 16.7 0.0 0.0

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない
無回答

TOTAL 69 66.7 21.7 10.1 1.4

要介護１・２　合計 49 75.5 12.2 10.2 2.0

要介護１・２　前期高齢者 6 50.0 33.3 16.7 0.0

要介護１・２　後期高齢者 43 79.1 9.3 9.3 2.3

要介護３～５　合計 17 41.2 47.1 11.8 0.0

要介護３～５　前期高齢者 2 0.0 100.0 0.0 0.0

要介護３～５　後期高齢者 15 46.7 40.0 13.3 0.0

堺・忠生 16 68.8 18.8 12.5 0.0

鶴川 18 66.7 22.2 11.1 0.0

町田 21 66.7 19.0 9.5 4.8

南 12 66.7 25.0 8.3 0.0

n=

満足して

いる

どちらと
もいえな

い

満足して

いない

TOTAL 10 90.0 10.0 0.0

堺・忠生 2 100.0 0.0 0.0

町田 5 100.0 0.0 0.0

南 3 66.7 33.3 0.0
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③訪問入浴介護 

図表：訪問入浴介護の満足度（要介護 1～5） 

 

図表：訪問入浴介護の満足度（特養待機者） 

 

 

④訪問看護 

図表：訪問看護の満足度（要介護 1～5） 

 
図表：訪問看護の満足度（特養待機者） 

 
 

n=

満足して
いる

どちらと
もいえな

い

満足して
いない

無回答

TOTAL 35 74.3 17.1 5.7 2.9

要介護１・２　合計 20 65.0 20.0 10.0 5.0

要介護１・２　前期高齢者 2 50.0 0.0 50.0 0.0

要介護１・２　後期高齢者 18 66.7 22.2 5.6 5.6

要介護３～５　合計 15 86.7 13.3 0.0 0.0

要介護３～５　前期高齢者 2 100.0 0.0 0.0 0.0

要介護３～５　後期高齢者 13 84.6 15.4 0.0 0.0

堺・忠生 4 75.0 25.0 0.0 0.0

鶴川 14 71.4 14.3 7.1 7.1

町田 10 70.0 20.0 10.0 0.0

n=

満足して
いる

どちらと
もいえな

い

満足して
いない

TOTAL 5 60.0 20.0 20.0

町田 4 75.0 25.0 0.0

南 1 0.0 0.0 100.0

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない

TOTAL 43 72.1 20.9 7.0

要介護１・２　合計 22 72.7 18.2 9.1

要介護１・２　前期高齢者 3 33.3 0.0 66.7

要介護１・２　後期高齢者 19 78.9 21.1 0.0

要介護３～５　合計 21 71.4 23.8 4.8

要介護３～５　前期高齢者 4 50.0 25.0 25.0

要介護３～５　後期高齢者 17 76.5 23.5 0.0

堺・忠生 8 50.0 37.5 12.5

鶴川 10 70.0 20.0 10.0

町田 12 83.3 8.3 8.3

南 13 76.9 23.1 0.0

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない

TOTAL 10 70.0 30.0 0.0

堺・忠生 2 50.0 50.0 0.0

鶴川 2 100.0 0.0 0.0

町田 5 80.0 20.0 0.0

南 1 0.0 100.0 0.0
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⑤訪問リハビリテーション 

図表：訪問リハビリテーションの満足度（要介護 1～5） 

 
図表：訪問リハビリテーションの満足度（特養待機者） 

 

 

⑥通所介護（デイサービス） 

図表：通所介護（デイサービス）の満足度（要介護 1～5） 

 
図表：通所介護（デイサービス）の満足度（特養待機者） 

 

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない
無回答

TOTAL 58 67.2 22.4 6.9 3.4

要介護１・２　合計 28 71.4 21.4 7.1 0.0

要介護１・２　前期高齢者 5 40.0 20.0 40.0 0.0

要介護１・２　後期高齢者 23 78.3 21.7 0.0 0.0

要介護３～５　合計 26 65.4 26.9 3.8 3.8

要介護３～５　前期高齢者 5 60.0 40.0 0.0 0.0

要介護３～５　後期高齢者 20 65.0 25.0 5.0 5.0

堺・忠生 12 75.0 16.7 8.3 0.0

鶴川 21 71.4 23.8 4.8 0.0

町田 13 53.8 38.5 7.7 0.0

南 9 77.8 11.1 0.0 11.1

n=

満足して

いる

どちらと
もいえな

い

満足して

いない

TOTAL 5 80.0 20.0 0.0

鶴川 1 100.0 0.0 0.0

町田 3 66.7 33.3 0.0

南 1 100.0 0.0 0.0

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない
無回答

TOTAL 189 75.7 16.4 4.8 3.2

要介護１・２　合計 120 77.5 14.2 5.8 2.5

要介護１・２　前期高齢者 9 77.8 11.1 11.1 0.0

要介護１・２　後期高齢者 111 77.5 14.4 5.4 2.7

要介護３～５　合計 55 70.9 25.5 3.6 0.0

要介護３～５　前期高齢者 7 42.9 42.9 14.3 0.0

要介護３～５　後期高齢者 47 74.5 23.4 2.1 0.0

堺・忠生 46 84.8 13.0 2.2 0.0

鶴川 55 70.9 16.4 7.3 5.5

町田 48 66.7 25.0 4.2 4.2

南 37 83.8 10.8 5.4 0.0

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない
無回答

TOTAL 36 75.0 13.9 5.6 5.6

堺・忠生 7 71.4 14.3 0.0 14.3

鶴川 5 100.0 0.0 0.0 0.0

町田 13 61.5 23.1 7.7 7.7

南 10 90.0 10.0 0.0 0.0
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⑦認知症対応型通所介護 

図表：認知症対応型通所介護の満足度（要介護 1～5） 

 

図表：認知症対応型通所介護の満足度（特養待機者） 

 

 

⑧通所リハビリテーション（デイケア） 

図表：通所リハビリテーション（デイケア）の満足度（要介護 1～5） 

 
図表：通所リハビリテーション（デイケア）の満足度（特養待機者） 

 
 

n=

満足して
いる

どちらと
もいえな

い

満足して
いない

無回答

TOTAL 17 52.9 29.4 11.8 5.9

要介護１・２　合計 6 0.0 50.0 33.3 16.7

要介護１・２　前期高齢者 1 0.0 0.0 100.0 0.0

要介護１・２　後期高齢者 5 0.0 60.0 20.0 20.0

要介護３～５　合計 10 80.0 20.0 0.0 0.0

要介護３～５　前期高齢者 1 0.0 100.0 0.0 0.0

要介護３～５　後期高齢者 9 88.9 11.1 0.0 0.0

堺・忠生 4 50.0 50.0 0.0 0.0

鶴川 1 0.0 100.0 0.0 0.0

町田 6 33.3 16.7 33.3 16.7

n=

満足して
いる

どちらと
もいえな

い

満足して
いない

TOTAL 3 100.0 0.0 0.0

堺・忠生 1 100.0 0.0 0.0

南 2 100.0 0.0 0.0

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない
無回答

TOTAL 78 66.7 20.5 7.7 5.1

要介護１・２　合計 57 68.4 17.5 8.8 5.3

要介護１・２　前期高齢者 14 57.1 28.6 14.3 0.0

要介護１・２　後期高齢者 43 72.1 14.0 7.0 7.0

要介護３～５　合計 17 58.8 29.4 5.9 5.9

要介護３～５　前期高齢者 5 40.0 60.0 0.0 0.0

要介護３～５　後期高齢者 11 72.7 18.2 9.1 0.0

堺・忠生 16 50.0 31.3 12.5 6.3

鶴川 19 68.4 15.8 5.3 10.5

町田 24 70.8 16.7 8.3 4.2

南 18 77.8 16.7 5.6 0.0

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない

TOTAL 11 63.6 36.4 0.0

堺・忠生 2 50.0 50.0 0.0

鶴川 1 100.0 0.0 0.0

町田 5 60.0 40.0 0.0

南 3 66.7 33.3 0.0
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⑨小規模多機能型居宅介護 

図表：小規模多機能型居宅介護の満足度（要介護 1～5） 

 

図表：小規模多機能型居宅介護の満足度（特養待機者） 

 

 

⑩短期入所（ショートステイ） 

図表：短期入所（ショートステイ）の満足度（要介護 1～5） 

 
図表：短期入所（ショートステイ）の満足度（特養待機者） 

 
 

 

n=

満足して
いる

どちらと
もいえな

い

満足して
いない

TOTAL 11 63.6 27.3 9.1

要介護１・２　合計 4 50.0 50.0 0.0

要介護１・２　後期高齢者 4 50.0 50.0 0.0

要介護３～５　合計 7 71.4 14.3 14.3

要介護３～５　前期高齢者 1 100.0 0.0 0.0

要介護３～５　後期高齢者 6 66.7 16.7 16.7

堺・忠生 3 66.7 33.3 0.0

鶴川 3 33.3 33.3 33.3

町田 3 66.7 33.3 0.0

n=

満足して
いる

どちらと
もいえな

い

満足して
いない

TOTAL 2 100.0 0.0 0.0

鶴川 1 100.0 0.0 0.0

町田 1 100.0 0.0 0.0

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない
無回答

TOTAL 60 50.0 36.7 11.7 1.7

要介護１・２　合計 25 40.0 44.0 12.0 4.0

要介護１・２　前期高齢者 2 50.0 0.0 0.0 50.0

要介護１・２　後期高齢者 23 39.1 47.8 13.0 0.0

要介護３～５　合計 31 51.6 35.5 12.9 0.0

要介護３～５　前期高齢者 2 50.0 0.0 50.0 0.0

要介護３～５　後期高齢者 29 51.7 37.9 10.3 0.0

堺・忠生 15 40.0 40.0 13.3 6.7

鶴川 18 50.0 33.3 16.7 0.0

町田 11 45.5 45.5 9.1 0.0

南 14 57.1 35.7 7.1 0.0

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない

TOTAL 29 58.6 24.1 17.2

堺・忠生 4 50.0 25.0 25.0

鶴川 3 66.7 33.3 0.0

町田 13 69.2 7.7 23.1

南 9 44.4 44.4 11.1
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⑪医師や薬剤師などによる療養上の指導 

図表：医師や薬剤師などによる療養上の指導の満足度（要介護 1～5） 

 
図表：医師や薬剤師などによる療養上の指導の満足度（特養待機者） 

 

 

  

n=

満足して

いる

どちらと

もいえな

い

満足して

いない
無回答

TOTAL 40 62.5 25.0 10.0 2.5

要介護１・２　合計 17 64.7 17.6 11.8 5.9

要介護１・２　前期高齢者 1 100.0 0.0 0.0 0.0

要介護１・２　後期高齢者 16 62.5 18.8 12.5 6.3

要介護３～５　合計 22 59.1 31.8 9.1 0.0

要介護３～５　前期高齢者 2 0.0 0.0 100.0 0.0

要介護３～５　後期高齢者 20 65.0 35.0 0.0 0.0

堺・忠生 8 37.5 37.5 25.0 0.0

鶴川 11 63.6 18.2 18.2 0.0

町田 6 83.3 16.7 0.0 0.0

南 15 66.7 26.7 0.0 6.7

n=

満足して

いる

どちらと
もいえな

い

満足して

いない

TOTAL 10 70.0 20.0 10.0

鶴川 1 100.0 0.0 0.0

町田 4 75.0 0.0 25.0

南 5 60.0 40.0 0.0
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(4) 特別養護老人ホームへの入所について 

 

①特別養護老人ホームに申し込んだ主たる理由 

特養待機者：問 26 

特別養護老人ホームに申し込んだ主たる理由は何ですか。(○は１つ) 

 

 現在の問題としての「本人の状態が変化し自宅生活が困難になった」が 30.2％、「家族の介護継続が困

難になった」が 16.3％、一方、今後について「今は自宅で生活できているが将来の介護に不安を感じた」

が 24.4％となっている。 

 

図表：特別養護老人ホームに申し込んだ主たる理由（特養待機者） 

 

 

②特別養護老人ホームへの入所を希望する理由 

特養待機者：問 27 

特別養護老人ホームの入所を希望する理由は何ですか。(○はいくつでも) 

 

 「24時間の介護がある」が 59.3％と６割近くの人があげており、次いで「費用が安い」（36.0％）、「終

の住みかになる」（16.3％）と「防犯や防災の面で安心」（15.1％）となっている。 

 

図表：特別養護老人ホームへの入所を希望する理由（特養待機者） 

 

 

  

n=

今は自宅
で生活で
きている
が将来の

介護に不
安を感じ

た

本人の状
態が変化
し自宅生

活が困難
になった

家族の介
護継続が

困難に
なった

その他 無回答

TOTAL 86 24.4 30.2 16.3 8.1 20.9

堺・忠生 17 29.4 23.5 29.4 0.0 17.6

鶴川 22 13.6 31.8 18.2 13.6 22.7

町田 24 33.3 25.0 12.5 8.3 20.8

南 22 22.7 40.9 9.1 9.1 18.2

n=

24時間の

介護があ

る

費用が安

い

終の住み

かになる

防犯や防

災の面で

安心

その他 無回答

TOTAL 86 59.3 36.0 16.3 15.1 10.5 23.3

堺・忠生 17 58.8 47.1 11.8 5.9 17.6 17.6

鶴川 22 45.5 27.3 18.2 13.6 4.5 31.8

町田 24 62.5 29.2 8.3 12.5 8.3 20.8

南 22 72.7 45.5 27.3 27.3 13.6 18.2
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③申し込んだ施設から入所通知が来た場合の対応 

特養待機者：問 28 

今、申し込んだ施設から入所通知が来た場合、対応はどうしますか。(○は１つ) 

 

「すぐに入る」が 27.9％である一方、「すぐには決められない」が 25.6％、また「お断わりする」も

4.7％となっている。 

 

図表：申し込んだ施設から入所通知が来た場合の対応（特養待機者） 

 

 

 特別養護老人ホームに申し込んだ理由別にみると、“本人の状態が変化し自宅生活が困難になった”と

いう人では、「すぐに入る」が半数（50.0％）、「希望の施設なら入る」が 15.4％、「すぐには決められな

い」が 23.1％となっている。 

 

図表：申し込んだ施設から入所通知が来た場合の対応（特養待機者，申込理由別） 

 

 

  

n=

すぐに入
る

希望の施

設なら入
る

すぐには

決められ
ない

お断りす
る

無回答

 (%)

TOTAL 86 27.9 16.3 25.6 4.7 25.6

堺・忠生 17 35.3 17.6 17.6 5.9 23.5

鶴川 22 22.7 18.2 13.6 4.5 40.9

町田 24 29.2 16.7 33.3 4.2 16.7

南 22 27.3 13.6 36.4 4.5 18.2

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

問3　居住地域

n=

すぐに入

る

希望の施
設なら入

る

すぐには
決められ

ない

お断りす

る
無回答

 (%)

TOTAL 86 27.9 16.3 25.6 4.7 25.6

今は自宅で生活できているが
将来の介護に不安を感じた

21 28.6 23.8 38.1 9.5 0.0

本人の状態が変化し自宅生
活が困難になった

26 50.0 15.4 23.1 0.0 11.5

家族の介護継続が困難になっ
た

14 35.7 21.4 28.6 7.1 7.1

その他 7 0.0 14.3 28.6 14.3 42.9

無回答 18 0.0 5.6 11.1 0.0 83.3
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Ⅲ. 在宅介護実態調査 

1. Ａ票（認定調査員が、概況調査等と並行して記載する項目） 

 

A票の聞き取りを行った相手はどなたですか。(複数選択可) 

 

 「調査対象者本人」が 57.9％、「主な介護者となっている家族・親族」が 46.3％、「調査対象者のケア

マネジャー」が 7.8％、「主な介護者以外の家族・親族」が 3.1％である。 

 

図表：聞き取りを行った相手 

 

 

  

n=

調査対象
者本人

主な介護
者となっ
ている家
族・親族

調査対象
者のケア

マネ
ジャー

主な介護
者以外の
家族・親

族

その他 無回答

TOTAL 589 57.9 46.3 7.8 3.1 0.0 11.2

要支援1・2 261 75.9 28.0 2.3 2.3 0.0 11.1

要介護1・2 211 51.2 57.8 10.9 3.3 0.0 11.4

要介護3～5 117 29.9 66.7 14.5 4.3 0.0 11.1

57.9 
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3.1 
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問 1 世帯類型について、ご回答ください（１つを選択） 

 

 「単身世帯」が 28.7％、「夫婦のみ世帯」が 26.3％、「その他」が 42.8％である。 

 要介護度別にみると、要支援 1・2では「単身世帯」が 39.1％、要介護 3～5では「その他」が 59.8％

と高くなっている。 

 

図表：世帯類型 

 

 

問 2 ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか（同居していない子どもや親族

等からの介護を含む）（１つを選択） 

 

 「ない」が 18.8％となっており、8割以上の人は家族や親族から介護を受けている。 

 要介護度別にみると、要支援 1・2では「ない」が 31.0％である一方、「ほぼ毎日ある」が 30.3％とな

っている。「ほぼ毎日ある」は要介護 1・2で 63.0％、「要介護 3～5」で 77.8％に達している。 

 

図表：家族・親族からの介護の頻度 

 
 

  

n=
単身世帯

夫婦のみ

世帯
その他 無回答

TOTAL 589 28.7 26.3 42.8 2.2

要支援1・2 261 39.1 29.1 31.4 0.4

要介護1・2 211 23.7 25.1 47.4 3.8

要介護3～5 117 14.5 22.2 59.8 3.4

n=

ない

家族・親族

の介護は
あるが、週

に１日より
も少ない

週に１～２
日ある

週に３～４
日ある

ほぼ毎日
ある

無回答

TOTAL 589 18.8 11.7 11.9 4.6 51.4 1.5

要支援1・2 261 31.0 17.2 16.1 4.6 30.3 0.8

要介護1・2 211 9.5 8.1 12.3 4.3 63.0 2.8

要介護3～5 117 8.5 6.0 1.7 5.1 77.8 0.9
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問 3 主な介護者の方は、どなたですか（１つを選択） 

 

 「配偶者」が 29.0％、「子」が 53.9％、「子の配偶者」が 10.7％などとなっている。 

 要介護度別にみると、要介護 1・2では「子」が 53.0％、要介護 3～5でも「子」が 51.9％と高い。 

 

図表：主な介護者【ベース：家族・親族からの介護あり】 

 

 

問 4 主な介護者の方の性別について、ご回答ください（１つを選択） 

 

 「男性」が 30.3％、「女性」が 67.2％である。 

 

図表：主な介護者の性別【ベース：家族・親族からの介護あり】 

 

 

問 5 主な介護者の方の年齢について、ご回答ください（１つを選択） 

 

 「70代」が 16.4％、「80歳以上」が 11.7％となっており、これらを合わせ 28.1％である。約 3割が老

老介護の状況にある。 

 性別でみると、男性では「70代以上」が 35.2％である。女性では「70代以上」が 25.7％である一方、

「30代」「40代」「50代」の介護者は男性に比べ多い。 

図表：主な介護者の年齢【ベース：家族・親族からの介護あり】 

 

 

 

 

n=
配偶者 子

子の

配偶者
孫 兄弟・姉妹 その他 無回答

TOTAL 469 29.0 53.9 10.7 0.6 1.9 1.7 2.1

要支援1・2 178 28.1 56.2 7.9 0.0 2.2 1.7 3.9

要介護1・2 185 30.8 53.0 13.5 0.0 0.5 1.1 1.1

要介護3～5 106 27.4 51.9 10.4 2.8 3.8 2.8 0.9

n=
男性 女性 無回答

TOTAL 469 30.3 67.2 2.6

要支援1・2 178 33.1 61.8 5.1

要介護1・2 185 28.6 70.3 1.1

要介護3～5 106 28.3 70.8 0.9

n= ２０歳未満 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０歳以上 わからない 無回答

TOTAL 469 0.0 0.0 2.6 14.5 29.6 20.5 16.4 11.7 1.9 2.8

要支援1・2 178 0.0 0.0 0.0 15.7 30.3 17.4 14.6 14.6 2.8 4.5

要介護1・2 185 0.0 0.0 4.9 14.1 29.7 20.5 17.8 9.7 1.1 2.2

要介護3～5 106 0.0 0.0 2.8 13.2 28.3 25.5 17.0 10.4 1.9 0.9

n= ２０歳未満 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０歳以上 わからない 無回答

TOTAL 469 0.0 0.0 2.6 14.5 29.6 20.5 16.4 11.7 1.9 2.8

男性 142 0.0 0.0 1.4 12.0 27.5 22.5 17.6 17.6 1.4 0.0

女性 315 0.0 0.0 3.2 16.2 31.7 20.3 16.5 9.2 2.2 0.6
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問 6 現在、主な介護者の方が行っている介護等について、ご回答ください（複数選択可） 

 

 「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」（81.4％）、「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」（65.9％）、

「食事の準備（調理等）」（64.2％）など、生活援助に関する内容が上位である。身体介護に関する項目

では、「外出の付き添い、送迎等」が 61.0％と高く、次いで「服薬」（43.5％）、「衣類の着脱」（27.5％）、

「身だしなみ（洗顔・歯磨き等）」（24.9％）となっている。「夜間の排泄」については、16.0％の介護者

が対応している。 

 要介護度別にみると、要介護度が高いほどすべての項目とも高い割合となっている。 

 

図表：主な介護者が行っている介護の内容（複数回答）【ベース：家族・親族からの介護あり】 

 

 

 

  

n=

その他の
家事（掃
除、洗

濯、買い
物等）

金銭管理
や生活面
に必要な
諸手続き

食事の準
備（調理

等）

外出の付
き添い、
送迎等

服薬
衣服の着

脱

身だしな
み（洗顔・
歯磨き

等）

認知症状
への対応

日中の排
泄

屋内の移
乗・移動

入浴・洗
身

夜間の排
泄

食事の介
助（食べ
る時）

医療面で
の対応
（経管栄
養・ス
トーマ
等）

その他
わからな

い
無回答

TOTAL 469 81.4 65.9 64.2 61.0 43.5 27.5 24.9 24.9 20.5 19.0 17.3 16.0 11.7 5.5 6.2 0.0 3.2

要支援1・2 178 73.0 40.4 44.9 46.1 9.6 5.6 5.1 4.5 3.4 1.1 7.9 2.2 0.6 0.6 3.9 0.0 6.2

要介護1・2 185 85.4 78.4 70.8 75.1 57.3 26.5 20.5 30.8 10.3 14.6 20.5 8.1 5.4 5.4 6.5 0.0 1.1

要介護3～5 106 88.7 86.8 84.9 61.3 76.4 66.0 66.0 49.1 67.0 56.6 27.4 52.8 41.5 14.2 9.4 0.0 1.9
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問 7 ご家族やご親族の中で、ご本人（認定調査対象者）の介護を主な理由として、過去 1 年の間に

仕事を辞めた方はいますか（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態は問いません）（複数選択可） 

 

 「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が 76.3％である一方、「主な介護者が仕事を辞めた

（転職除く）」が 4.9％、「主な介護者が転職した」が 1.1％である。 

 性別・年齢別にみると、「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」は男性に比べ女性で高く、女性 59

歳以下で 6.8％、女性 60歳以上で 5.5％である。 

 

図表：介護を主な理由として過去１年間で仕事を辞めた家族や親族の有無（複数回答）【ベース：家族・親族からの介護あり】 

 

 

 

 

n=

主な介護
者が仕事
を辞めた
（転職
除く）

主な介護
者が転職

した

主な介護
者以外の
家族・親
族が仕事
を辞めた
（転職
除く）

主な介護
者以外の
家族・親
族が転職

した

介護のた
めに仕事
を辞めた

家族・
親族は
いない

わから
ない

無回答

TOTAL 469 4.9 1.1 0.2 0.0 76.3 2.3 15.1

要支援1・2 178 2.8 0.6 0.0 0.0 76.4 3.4 16.9

要介護1・2 185 4.3 1.6 0.5 0.0 82.2 1.1 10.3

要介護3～5 106 9.4 0.9 0.0 0.0 66.0 2.8 20.8

4.9 
1.1 0.2 0.0 

76.3 

2.3 

15.1 
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n=

主な介護
者が仕事

を辞めた
（転職除く）

主な介護

者以外の
家族・親族

が仕事を
辞めた（転

職除く）

主な介護

者が転職
した

主な介護
者以外の

家族・親族
が転職した

介護のた
めに仕事

を辞めた
家族・親族
はいない

わからない 無回答

TOTAL 469 4.9 0.2 1.1 0.0 76.3 2.3 15.1

男性　59歳以下 58 1.7 0.0 0.0 0.0 87.9 1.7 8.6

男性　60歳以上 82 2.4 1.2 2.4 0.0 79.3 2.4 12.2

女性　59歳以下 161 6.8 0.0 1.2 0.0 75.2 2.5 14.3

女性　60歳以上 145 5.5 0.0 0.7 0.0 76.6 2.8 14.5
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問 8 現在、利用している、「介護保険サービス以外」の支援・サービスについて、ご回答ください（複

数選択可） 

 

 「配食」が 10.5％、「サロンなどの定期的な通いの場」が 5.6％、「移送サービス（介護・福祉タクシ

ー等）」が 4.2％、「外出同行（通院、買い物など）」が 3.2％などとなっており、「利用していない」は 60.1％

である。 

 要介護度別にみると、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」は要介護 3～5で 12.8％と高く、「サ

ロンなどの定期的な通いの場」は要支援 1・2で 8.4％と高くなっている。 

 

図表：現在利用している介護保険サービス以外の支援・サービス（複数回答） 

 

 

  

n=

配食

サロンな
どの定期
的な通い

の場

移送サー
ビス（介
護・福祉
タクシー

等）

外出同行
（通院、

買い物な
ど）

掃除・洗
濯

見守り、
声かけ

ゴミ出し

買い物
（宅配は
含まな

い）

調理 その他
利用して
いない

無回答

TOTAL 589 10.5 5.6 4.2 3.2 3.1 2.9 2.5 1.4 1.0 5.4 60.1 11.2

要支援1・2 261 9.6 8.4 2.3 1.1 3.4 3.1 1.1 1.5 1.1 3.1 61.7 10.3

要介護1・2 211 10.9 4.3 1.9 5.7 3.3 1.9 3.8 1.9 1.4 5.2 61.1 12.3

要介護3～5 117 12.0 1.7 12.8 3.4 1.7 4.3 3.4 0.0 0.0 11.1 54.7 11.1
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問 9 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さらなる充実が

必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください（複数選択可） 

 

 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスとしては、「外出同行（通院、買い物など）」が

19.2％と最も高く、次いで「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」（17.8％）、「見守り、声かけ」（17.3％）、

「掃除・洗濯」（15.8％）、「配食」（12.7％）となっている。 

上位 3項目は、要介護度が高いほど高くなっている。逆に、「掃除・洗濯」は要介護度が低いほど高く

なっている。 

なお、「特になし」は 33.4％となっている。 

 

図表：今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（複数回答） 

 

 
 

  

n=

外出同行
（通院、

買い物な
ど）

移送サー
ビス（介
護・福祉
タクシー

等）

見守り、
声かけ

掃除・洗
濯

配食 調理

買い物
（宅配は
含まな

い）

サロンな
どの定期
的な通い

の場

ゴミ出し その他 特になし 無回答

TOTAL 589 19.2 17.8 17.3 15.8 12.7 12.4 11.9 9.8 7.1 6.5 33.4 6.5

要支援1・2 261 17.6 16.5 11.5 21.5 11.1 10.7 12.6 8.0 6.1 5.7 33.7 6.1

要介護1・2 211 19.9 16.6 20.9 12.3 18.0 13.3 12.8 13.3 9.0 5.7 34.1 5.7

要介護3～5 117 21.4 23.1 23.9 9.4 6.8 14.5 8.5 7.7 6.0 9.4 31.6 8.5
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問 10 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください（１つを選択） 

 

 「入所・入居を検討している」が 17.3％、「すでに入所・入居申し込みをしている」が 3.4％である。 

 要介護度別にみると、要介護 3～5では「入所・入居を検討している」が 33.3％、「すでに入所・入居

申し込みをしている」が 11.1％となっている。 

 

図表：現時点での、施設等への入所・入居の検討状況 

 

 

 

問 11 ご本人（認定調査対象者）が、現在抱えている傷病について、ご回答ください（複数選択可） 

 

 「認知症」が 24.1％と最も高く、次いで「心疾患（心臓病）」（23.8％）、「筋骨格系疾患」（21.4％）, 

「変形性関節疾患」（20.2％）、「眼科・耳鼻科疾患」（16.5％）となっている。 

 要介護度別にみると、「認知症」は要介護 1・2で 37.9％、要介護 3～5で 47.0％に及んでいる。 

 

図表：本人が、現在抱えている傷病（複数回答） 

 

 

 

n=

入所・入居

は検討して
いない

入所・入居

を検討して
いる

すでに入
所・入居申

し込みをし

ている

無回答

TOTAL 589 77.1 17.3 3.4 2.2

要支援1・2 261 86.6 10.0 0.8 2.7

要介護1・2 211 77.7 17.5 2.4 2.4

要介護3～5 117 54.7 33.3 11.1 0.9

n=

認知症
心疾患

（心臓病）
筋骨格系

疾患
変形性関
節疾患

眼科・耳
鼻科疾患

糖尿病
脳血管疾
患（脳卒

中）

呼吸器疾
患

悪性新生
物（がん）

膠原病
（関節リ
ウマチも
含む）

パーキン
ソン病

腎疾患
（透析）

難病
（パーキ
ンソン病
を除く）

その他 なし
わからな

い
無回答

TOTAL 589 24.1 23.8 21.4 20.2 16.5 13.8 13.4 7.5 6.8 3.1 2.9 2.2 1.9 17.7 2.9 0.5 4.4

要支援1・2 261 2.7 23.0 27.6 27.6 17.6 14.6 9.6 5.4 8.0 2.7 1.5 1.9 0.8 22.2 5.0 0.4 3.8

要介護1・2 211 37.9 24.6 18.5 15.6 15.2 13.3 16.1 10.0 4.7 3.3 2.8 1.9 2.8 12.3 0.9 0.0 4.3

要介護3～5 117 47.0 23.9 12.8 12.0 16.2 12.8 17.1 7.7 7.7 3.4 6.0 3.4 2.6 17.1 1.7 1.7 6.0
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問 12 ご本人（認定調査対象者）は、現在、訪問診療を利用していますか（１つを選択） 

 

 訪問診療を「利用している」が 9.2％、「利用していない」が 87.4％である。 

 要介護度別にみると、要介護 3～5では、「利用している」が 29.1％となっている。 

 

図表：訪問診療の利用状況 

 

 

問 13 現在、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サービスを利用していますか（１つ

を選択） 

 

 「利用している」が 71.5％、「利用していない」が 24.3％である。 

 要介護度別にみると、「利用している」は要支援 1・2で 61.7％、要介護 1・2で 76.3％、要介護 3～5

で 84.6％である。 

 

図表：住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の介護保険サービスの利用状況 

 

 

  

n=

利用してい

る

利用してい

ない
無回答

TOTAL 589 9.2 87.4 3.4

要支援1・2 261 2.3 95.0 2.7

要介護1・2 211 6.6 89.1 4.3

要介護3～5 117 29.1 67.5 3.4

n=

利用してい

る

利用してい

ない
無回答

TOTAL 589 71.5 24.3 4.2

要支援1・2 261 61.7 33.7 4.6

要介護1・2 211 76.3 19.9 3.8

要介護3～5 117 84.6 11.1 4.3
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問 14 介護保険サービスを利用していない理由は何ですか（複数選択可） 

 

 「現状では、サービスを利用するほどの状態ではない」が 33.6％と最も高く、次いで「本人にサービ

ス利用の希望がない」（18.9％）、「家族が介護をするため必要ない」（16.1％）となっている。 

 

図表：介護保険サービスを利用していない理由（複数回答）【ベース：介護保険サービス利用なし】 

 

 

  

n=

現状で
は、サー
ビスを利
用するほ
どの状態
ではない

本人に
サービス
利用の希
望がない

家族が介
護をする
ため必要

ない

サービス
を受けた
いが手続
きや利用
方法が分
からない

住宅改
修、福祉
用具貸
与・購入
のみを利
用するた

め

利用料を
払うのが
難しい

利用した
いサービ
スが利用

できな
い、身近
にない

以前、利
用してい
たサービ
スに不満
があった

その他 無回答

TOTAL 143 33.6 18.9 16.1 7.7 4.2 2.1 2.1 0.7 21.7 12.6

要支援1・2 88 44.3 19.3 12.5 6.8 5.7 2.3 1.1 1.1 19.3 8.0

要介護1・2 42 21.4 14.3 23.8 11.9 0.0 2.4 4.8 0.0 23.8 19.0

要介護3～5 13 0.0 30.8 15.4 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 30.8 23.1
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2. Ｂ票（主な介護者もしくは本人に回答いただく項目） 

 

問 1 主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください（１つを選択） 

 「１．フルタイムで働いている」が 26.4％、「２．パートタイムで働いている」が 20.9％、両者を合

わせ、働いている介護者が 5割弱である。 

 性別・年齢別にみると、男性 59歳以下では「１．フルタイムで働いている」（74.1％）が高い。女性

59歳以下では「１．フルタイムで働いている」「２．パートタイムで働いている」がともに 31.1％であ

る。 

 

図表：主な介護者の現在の勤務形態【ベース：家族・親族からの介護あり】 

 

 

 

 

 

  

n=

ﾌﾙﾀｲﾑで
働いて
いる

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ
で働いて

いる

働いて

いない

主な介護

者に確認し
ないと、わ
からない

無回答

TOTAL 469 26.4 20.9 48.0 1.5 3.2

要支援1・2 178 29.2 20.2 46.1 2.2 2.2

要介護1・2 185 25.9 23.2 46.5 0.5 3.8

要介護3～5 106 22.6 17.9 53.8 1.9 3.8

n=

ﾌﾙﾀｲﾑで

働いている

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ

で働いて

いる

働いて

いない

主な介護

者に確認し

ないと、わ

からない

無回答

TOTAL 469 26.4 20.9 48.0 1.5 3.2

男性　59歳以下 58 74.1 1.7 22.4 1.7 0.0

男性　60歳以上 82 23.2 14.6 59.8 0.0 2.4

女性　59歳以下 161 31.1 31.1 30.4 1.9 5.6

女性　60歳以上 145 4.8 18.6 71.7 2.1 2.8
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問 2 問１で「１．」「２．」と回答した方にお伺いします。主な介護者の方は、介護をするにあたって、

何か働き方についての調整等をしていますか（複数選択可） 

 「特に行っていない」が 40.1％の一方、「労働時間を調整しながら、働いている」が 28.4％、「休暇を

取りながら、働いている」が 20.3％である。 

 性別・年齢別にみると、「特に行っていない」は男性 59歳以下で 50.0％、男性 60歳以上で 45.2％で

ある。女性 59歳以下では、「特に行っていない」は 38.0％にとどまり、「労働時間を調整しながら、働い

ている」が 32.0％と男性に比べ高くなっている。 

 

図表：主な介護者は、介護にあたり働き方の調整等をしているか【ベース：介護者は勤労者】 

 

 

  

n=

特に行っ
ていない

「労働時
間を調

整」しな
がら、働
いている

「休暇」を
取りなが
ら、働い
ている

「在宅勤
務」を利

用しなが
ら、働い
ている

２～４以
外の調整

をしなが
ら、働い
ている

主な介護
者に確認

しないと
わからな

い

無回答

TOTAL 222 40.1 28.4 20.3 3.2 13.5 4.1 1.4

要支援1・2 88 54.5 15.9 14.8 1.1 11.4 6.8 2.3

要介護1・2 91 37.4 33.0 22.0 3.3 14.3 2.2 1.1

要介護3～5 43 16.3 44.2 27.9 7.0 16.3 2.3 0.0

40.1 
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20.3 
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13.5 

4.1 
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特に行っ
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「労働時
間を調

整」しな
がら、働

いている

「休暇」を

取りなが
ら、働い
ている

「在宅勤
務」を利

用しなが
ら、働い

ている

２～４以
外の調整

をしなが
ら、働い

ている

主な介護
者に確認

しないと
わからな

い

無回答

TOTAL 222 40.1 28.4 20.3 3.2 13.5 4.1 1.4

男性　59歳以下 44 50.0 22.7 20.5 4.5 11.4 2.3 2.3

男性　60歳以上 31 45.2 16.1 19.4 0.0 19.4 6.5 3.2

女性　59歳以下 100 38.0 32.0 19.0 3.0 15.0 2.0 1.0

女性　60歳以上 34 29.4 35.3 20.6 2.9 11.8 5.9 0.0

無回答 13 38.5 30.8 30.8 7.7 0.0 15.4 0.0
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問 3 問１で「１．」「２．」と回答した方にお伺いします。主な介護者の方は、勤め先からどのような

支援があれば、仕事と介護の両立に効果があると思いますか（３つまで選択可） 

 仕事と介護の両立に有効な支援としては、「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）」が

29.3％と最も高く、次いで「介護休業・介護休暇等の制度の充実」（28.8％）、「制度を利用しやすい職場

づくり」（18.5％）、「介護をしている従業員への経済的な支援」（13.5％）となっている。 

 性別・年齢別にみると、「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）」は女性 59歳以下（33.0％）、

女性 60歳以上（32.4％）で３割以上である。 

 

図表：主な介護者が仕事と介護を両立するのに効果があると思われる勤め先からの支援【ベース：介護者は勤労者】 
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労働時間
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ﾚｯｸｽﾀｲﾑ
制など）

介護休
業・介護
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ｸなど）

介護に関
する相談
窓口・相
談担当者
の設置

その他 特にない
主な介護
者に確認
しないと
わからな

い

無回答

TOTAL 222 29.3 28.8 18.5 13.5 9.0 8.6 7.2 6.8 0.5 18.5 11.7 8.6

要支援1・2 88 19.3 19.3 12.5 6.8 9.1 8.0 2.3 3.4 0.0 29.5 18.2 8.0

要介護1・2 91 31.9 35.2 18.7 17.6 8.8 8.8 6.6 9.9 1.1 11.0 9.9 11.0

要介護3～5 43 44.2 34.9 30.2 18.6 9.3 9.3 18.6 7.0 0.0 11.6 2.3 4.7
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働く場所
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務・ﾃﾚﾜｰ

ｸなど）

介護に関
する相談

窓口・相
談担当者

の設置

その他 特にない

主な介護
者に確認

しないと
わからな

い

無回答

TOTAL 222 29.3 28.8 18.5 13.5 9.0 8.6 7.2 6.8 0.5 18.5 11.7 8.6

男性　59歳以下 44 25.0 29.5 15.9 11.4 6.8 4.5 4.5 9.1 0.0 22.7 22.7 2.3

男性　60歳以上 31 25.8 19.4 9.7 16.1 9.7 6.5 6.5 12.9 0.0 22.6 16.1 9.7

女性　59歳以下 100 33.0 32.0 23.0 14.0 12.0 9.0 10.0 4.0 0.0 15.0 9.0 10.0

女性　60歳以上 34 32.4 23.5 14.7 8.8 2.9 14.7 2.9 5.9 2.9 14.7 5.9 8.8
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問 4 問１で「１．」「２．」と回答した方にお伺いします。主な介護者の方は、今後も働きながら介護

を続けていけそうですか（１つを選択） 

 就労家族介護者の問題なく就労継続できる人の割合（「問題なく、続けていける」と回答した人の割合）

は、22.1％である。一方、「続けていくのは、やや難しい」、「続けていくのは、かなり難しい」がともに

6.3％である。 

 要介護度別にみると、要介護 3～5では、「続けていくのは、やや難しい」が 11.6％、「続けていくのは、

かなり難しい」が 14.0％となっている。 

 性別・年齢別にみると、「続けていくのは、かなり難しい」は、女性 59歳以下で 8.0％、女性 60歳以

上で 8.8％である。「続けていくのは、やや難しい」は、男性 59歳以下で 9.1％、女性 59歳以下で 8.0％

である。 

 

図表：主な介護者は今後も働きながら介護を続けていけそうか【ベース：介護者は勤労者】 

 

 

 

  

n=

問題なく、

続けて
いける

問題はあ
るが、何と

か続けて

いける

続けていく

のは、やや
難しい

続けていく

のは、かな
り難しい

主な介護
者に確認し

ないと、わ

からない

無回答

TOTAL 222 22.1 48.6 6.3 6.3 9.9 6.8

要支援1・2 88 33.0 30.7 4.5 4.5 17.0 10.2

要介護1・2 91 17.6 60.4 5.5 4.4 6.6 5.5

要介護3～5 43 9.3 60.5 11.6 14.0 2.3 2.3

n=

問題なく、

続けて

いける

問題はあ

るが、何と

か続けて

いける

続けていく

のは、やや

難しい

続けていく

のは、かな

り難しい

主な介護

者に確認し

ないと、わ

からない

無回答

TOTAL 222 22.1 48.6 6.3 6.3 9.9 6.8

男性　59歳以下 44 22.7 45.5 9.1 2.3 18.2 2.3

男性　60歳以上 31 32.3 51.6 0.0 3.2 9.7 3.2

女性　59歳以下 100 22.0 47.0 8.0 8.0 8.0 7.0

女性　60歳以上 34 14.7 58.8 0.0 8.8 5.9 11.8
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問 5 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等について、ご回

答ください（現状で行っているか否かは問いません）（３つまで選択可） 

 「不安に感じていることは、特にない」は 4.5％にとどまり、多くの介護者が不安を感じている。 

具体的な内容としては、「外出の付き添い、送迎等」が 33.5％と最も高く、次いで「認知症状への対応」

（32.0％）、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」（30.1％）が続いている。 

 要介護度別にみると、要介護 3～5では「認知症状への対応」が 40.6％、「夜間の排泄」が 53.8％、「日

中の排泄」が 46.2％と高くなっている。 

 性別・年齢別にみると、女性 60歳以上では「外出の付き添い、送迎等」が 40.0％と高い。 

 

図表：現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者が不安に感じる介護 
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TOTAL 469 33.5 32.0 30.1 27.1 25.6 24.5 20.0 18.3 17.7 17.3 8.5 8.5 8.1 6.4 7.0 4.5 4.7 7.7

要支援1・2 178 33.7 19.1 34.8 27.0 18.0 11.2 15.2 15.7 6.2 9.0 3.4 3.9 3.4 6.2 7.3 8.4 7.9 7.9

要介護1・2 185 36.2 39.5 28.6 26.5 29.7 20.5 17.3 22.7 12.4 25.4 8.6 9.7 4.3 4.3 7.6 2.7 4.3 7.6

要介護3～5 106 28.3 40.6 24.5 28.3 31.1 53.8 33.0 15.1 46.2 17.0 17.0 14.2 22.6 10.4 5.7 0.9 0.0 7.5
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トーマ

等）

不安に感
じている
ことは、
特にない

主な介護
者に確認
しないと、
わからな

い

無回答

TOTAL 469 33.5 32.0 30.1 27.1 25.6 24.5 20.0 18.3 17.7 17.3 8.5 8.5 8.1 7.0 6.4 4.5 4.7 7.7

男性　59歳以下 58 25.9 32.8 20.7 22.4 15.5 19.0 13.8 19.0 13.8 12.1 5.2 6.9 6.9 3.4 5.2 1.7 12.1 5.2

男性　60歳以上 82 32.9 24.4 37.8 26.8 35.4 20.7 17.1 12.2 9.8 11.0 3.7 6.1 3.7 11.0 9.8 4.9 6.1 4.9

女性　59歳以下 161 28.6 37.3 25.5 22.4 19.9 22.4 19.9 16.1 21.1 16.8 8.7 4.3 6.8 8.7 4.3 5.6 5.6 11.8

女性　60歳以上 145 40.0 32.4 34.5 31.0 31.0 31.7 22.1 24.1 20.7 23.4 13.1 14.5 13.1 4.8 6.9 4.1 0.7 5.5
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Ⅳ. 介護サービス事業所調査 

1. 事業所の状況 

(1) 事業所の所在地 

  

 事業所の所在地は、「堺・忠生」が 28.3％、「鶴川」が 20.4％、「町田」が 27.5％、「南」が 23.2％と

なっている。 

 

図表：事業所の所在地 

 

                       図表：サービス種別６区分対照表 
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無回答

0.6 

1.2 

1.4 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問1 所在地【共通】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

TOTAL 357

居宅介護支援 居宅介護支援 80

訪問介護

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護

認知症対応型共同生活介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

介護老人福祉施設（特養）

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護（特養）

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

高齢者支援センター 高齢者支援センター 12

入所系サービス

地域密着型サービス

通所型・施設型サービス

訪問型サービス 83

92

72

18

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 1 事業所の所在地をお答えください。 

19のサービス種別（「（３）事業所の

種類、事業形態」参照）があるが、

回答数が非常に少ない種別もある

ため、19種別をこの 6つに区分して

集計軸としている。 
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(2) 事業所の組織形態 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 2 組織形態をお答えください。 

 

 事業所の組織形態は、「社会福祉法人」が 33.9％、「株式会社」が 33.6％、「医療法人」「ＮＰＯ」が 10.4％、

「社団法人」が 1.1％となっている。 

 

図表：事業所の組織形態 
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(%)
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(3) 事業所の種類、事業形態 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 3 事業所の種類（あて名ラベルに記載のサービス種別）をお答えください。 

 

 事業所の種類は、「居宅介護支援」が 22.4％と最も多く、次いで「訪問介護」（15.4％）、「通所介護」

「地域密着型通所介護」（12.0％）、「訪問看護」（7.8％）、「認知症対応型通所介護」（5.9％）、「認知症対

応型共同生活介護」（5.6％）となっている。 

 

図表：事業所の種類 
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2. 利用者の状況 

(1) 事業所の定員、平均利用者数 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 4 2016 年 12 月の利用者は何人ですか。要介護度別に市民・市民以外の方の内訳を記入してくだ

さい。＜居宅介護支援、訪問介護、訪問看護については、利用者数のみ記入してください。＞ 

 

①定員 

 事業所の定員は、「10 人未満」が 8.2％、「10 人～20 人未満」36.3％、「20 人～30 人未満」（15.9％）、

これらを合わせ「30人未満」の事業所が 60.4％である。平均人数は 35.4人である。 

 地域密着型サービスでは、「10人～20人未満」が 59.7％と特に高くなっている。入所系サービスでは、

18事業所のうち 9事業所（50.0％）が「100人以上」で、平均人数は 109.4人である。 

図表：事業所の定員 

 

 

②平均利用者数／日 

 事業所の 1 日の平均利用者数は、「10 人未満」が 20.9％、「10 人～20 人未満」が 15.4％、「20 人～30

人未満」が 7.5％、これらを合わせ「30人未満」の事業所が 43.8％である。平均人数は 28.0人である。 

 地域密着型サービスでは、「10 人未満」が 55.6％と高くなっている。入所系サービスでは、18 事業所

のうち 5事業所（27.8％）が「100人以上」で、平均人数は 105.7人である。 

図表：平均利用者数 

 

図表：稼働率（平均利用者数/定員） 

 

n= １０人未満 １０人～２０人未満 ２０人～３０人未満 ３０人～４０人未満 ４０人～５０人未満 ５０人～１００人未満 １００人以上 無回答 平均人数

TOTAL 182 8.2 36.3 15.9 7.7 3.3 12.6 6.0 9.9 35.4

通所型・施設型サービス 92 12.0 25.0 17.4 14.1 6.5 15.2 1.1 8.7 33.7

地域密着型サービス 72 5.6 59.7 18.1 1.4 0.0 1.4 1.4 12.5 17.7

入所系サービス 18 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 44.4 50.0 5.6 109.4

n= １０人未満 １０人～２０人未満 ２０人～３０人未満 ３０人～４０人未満 ４０人～５０人未満 ５０人～１００人未満 １００人以上 無回答 平均人数

TOTAL 345 20.9 15.4 7.5 4.3 2.9 5.2 2.9 40.9 28.0

居宅介護支援 80 5.0 1.3 3.8 2.5 2.5 2.5 6.3 76.3 69.9

訪問型サービス 83 16.9 12.0 3.6 4.8 3.6 1.2 0.0 57.8 17.2

通所型・施設型サービス 92 15.2 27.2 17.4 9.8 5.4 5.4 0.0 19.6 22.2

地域密着型サービス 72 55.6 23.6 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0 15.3 9.1

入所系サービス 18 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 55.6 27.8 16.7 105.7

10％未満

1.6 

1.1 

2.8 

10～30％

未満

2.7 

2.2 

4.2 

30～50％

未満

6.6 

2.2 

13.9 

50～70％

未満

20.3 

14.1 

33.3 

70～90％

未満

26.4 

33.7 

20.8 

11.1 

90％以上

24.2 

26.1 

9.7 

72.2 

無回答

18.1 

20.7 

15.3 

16.7 

TOTAL(n=182)

居宅介護支援(n=0)

訪問型サービス(n=0)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=0)

【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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③2016年 12月の利用者数 

 2016 年 12 月の利用者数の平均は以下のとおりである。通所型・施設型サービスでは利用者の約 1 割、

入所系サービスでは利用者の約 18％が町田市民以外となっている。 

居宅介護支援、訪問型サービス、通所型・施設型サービスでは、要介護 1～要介護 3の利用者が多くな

っている。入所系サービスでは、要介護 3～要介護 5の利用者が多くなっている。 

 

図表：2016 年 12 月の利用者数（サービスごとの平均値） 

 

居宅介護支援 訪問型サービス 

  

通所型・施設型サービス 地域密着型サービス 

  

入所系サービス  

 

 

  

町田市民 市民以外 合計
要支援１ 8.1 0.4 8.2

要支援２ 6.7 1.0 7.4

要介護１ 33.1 1.6 36.5

要介護２ 25.0 2.0 28.1

要介護３ 13.1 1.4 15.3

要介護４ 8.0 1.1 9.3

要介護５ 5.1 0.6 5.9

申請中・暫定プラン 1.5 0.1 1.5

計 97.4 6.4 109.5

町田市民 市民以外 合計
要支援１ 9.5 0.5 9.8

要支援２ 8.0 1.1 8.9

要介護１ 21.5 1.3 24.2

要介護２ 17.1 1.8 19.4

要介護３ 11.3 1.0 12.5

要介護４ 6.5 0.9 7.6

要介護５ 6.4 0.8 7.0

申請中・暫定プラン 0.9 0.0 0.9

計 76.3 4.8 84.0

町田市民 市民以外 合計
要支援１ 6.8 0.8 7.4

要支援２ 5.9 0.9 6.8

要介護１ 21.3 2.5 24.7

要介護２ 20.3 2.3 23.4

要介護３ 12.4 1.6 14.6

要介護４ 9.0 1.5 10.8

要介護５ 4.4 1.0 5.3

申請中・暫定プラン 0.3 0.0 0.3

計 75.2 8.3 88.2

町田市民 市民以外 合計
要支援１ 4.2 0.2 3.0

要支援２ 4.2 0.4 3.8

要介護１ 9.3 0.6 9.1

要介護２ 8.2 0.8 8.3

要介護３ 5.7 0.6 6.2

要介護４ 4.3 0.3 4.5

要介護５ 2.1 0.1 1.9

申請中・暫定プラン 0.2 0.0 0.2

計 33.6 1.9 32.7

町田市民 市民以外 合計
要支援１ 0.0 0.0 0.0

要支援２ 0.0 0.0 0.0

要介護１ 4.2 0.3 4.7

要介護２ 8.2 1.7 9.4

要介護３ 18.2 2.2 20.3

要介護４ 30.2 8.1 37.1

要介護５ 29.5 8.4 36.3

申請中・暫定プラン 0.5 0.1 0.8

計 90.4 18.1 107.4
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(2) 特別養護老人ホームで退所者が出た場合の対応等 

①退所者が出た場合、すぐに次の入所者が見つかるか 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 5 特別養護老人ホームで退所者が出た場合、すぐに次の入所者が見つかりますか。 

 

 特別養護老人ホームで退所者が出た場合、すぐに次の入所者が見つかるかは、14 事業所中 11 事業所

（78.6％）が「なかなか見つからない（断られる場合がある）」、2事業所（14.3％）が「入所優先順位上

位の方がすぐに入所してくれる」としている。 

 

図表：特別養護老人ホームで退所者が出た場合、すぐに次の入所者が見つかるか 

 

 

②入所を断られたときの主な理由 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

付問 5-1 （問 5 で「2」または「3」と回答した事業所にうかがいます）入所を断られたときの主な

理由は何ですか。 

 

 特別養護老人ホームで退所者が出た場合、次の入所者が「なかなか見つからない（断られる場合があ

る）」「見つけるのに苦労している（断られる）」と回答した事業所において、入所を断られたときの主な

理由は、11 事業所中 6 事業所（54.5％）が「まだ在宅で生活できるから」と回答しており最も多くなっ

ている。次いで、「入院したから」「本人・家族の準備ができていないから」（4 事業所）、「費用が高いか

ら」（3事業所）、「個室でないから」「自宅または家族の家から遠いから」（2事業所）となっている。 

 

  

入所優先順位

上位の方が

すぐに入所してくれる

14.3 

なかなか

見つからない

(断られる場合がある)

78.6 

見つけるのに

苦労している

（断られる）

その他

7.1 入所系サービス(n=14)

問5 特養で退所者が出た場合、すぐに次の入所者が見つかるか【ベース：特養】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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(3) 町田市におけるサービスの充足度 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 6 町田市におけるサービスの充足度をどのようにとらえておられますか。また、その理由や考え

をお書きください。 

 

 6 つのサービスについて事業所に町田市における充足度をたずねたところ、「充足している」が最も高

いのは「通所介護（地域密着型含む）」で 58.0％、次いで「特別養護老人ホーム」（40.3％）、「認知症対

応型デイサービス」（31.7％）、「認知症高齢者グループホーム」（25.5％）となっている。「（看護）小規

模多機能型居宅介護」が「充足している」と認識している事業所は 7.8％、「定期巡回・随時対応型訪問

介護看護」は 3.1％となっている。 

 

図表：町田市におけるサービスの充足度  

 
 

  

充足している

40.3 

25.5 

58.0 

31.7 

3.1 

7.8 

充足していない

21.8 

21.3 

8.7 

18.8 

34.7 

25.2 

わからない

25.2 

39.5 

25.2 

35.3 

47.9 

51.0 

無回答

12.6 

13.7 

8.1 

14.3 

14.3 

16.0 

特別養護老人ホーム(n=357)

認知症高齢者グループホーム(n=357)

通所介護（地域密着型含む）(n=357)

認知症対応型デイサービス(n=357)

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

(n=357)

（看護）小規模多機能型居宅介護

(n=357)

問6 町田市におけるサービスの充足度【共通】

(%)
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①特別養護老人ホーム 

 居宅介護支援では、特別養護老人ホームが「充足している」ととらえている事業所は 48.8％である。

訪問型サービス、通所型・施設型サービス、地域密着型サービスの事業所では、「充足している」が 3割

台となっている。入所系サービスでは 18 事業所のうち 12 事業所（66.7％）が、高齢者支援センターで

は、12事業所のうち 10事業所（83.3％）が「充足している」ととらえている。 

 

図表：町田市におけるサービスの充足度 特別養護老人ホーム 

 

  

充足している

40.3 

48.8 

34.9 

31.5 

34.7 

66.7 

83.3 

充足していない

21.8 

37.5 

26.5 

17.4 

13.9 

わからない

25.2 

10.0 

30.1 

29.3 

30.6 

33.3 

16.7 

無回答

12.6 

3.8 

8.4 

21.7 

20.8 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問6 町田市におけるサービスの充足度【共通】 特別養護老人ホーム
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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②認知症高齢者グループホーム 

 居宅介護支援では、認知症高齢者グループホームが「充足している」とらえている事業所が 41.3％、

高齢者支援センターでは 12事業所のうち 7事業所（58.3％）となっている。訪問型サービス、通所型・

施設型サービス、地域密着型サービス、入所系サービスの事業所では、「充足している」が 2割前後であ

る。 

 

図表：町田市におけるサービスの充足度 認知症高齢者グループホーム 

 

  

充足している

25.5 

41.3 

19.3 

18.5 

20.8 

16.7 

58.3 

充足していない

21.3 

27.5 

19.3 

26.1 

11.1 

16.7 

25.0 

わからない

39.5 

27.5 

51.8 

33.7 

47.2 

50.0 

16.7 

無回答

13.7 

3.8 

9.6 

21.7 

20.8 

16.7 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問6 町田市におけるサービスの充足度【共通】 認知症高齢者グループホーム
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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③通所介護（地域密着型含む） 

 居宅介護支援では、通所介護（地域密着型含む）が「充足している」ととらえている事業所は 70.0％、

高齢者支援センターでは 12 事業所のうち 10 事業所（83.3％）となっている。通所型・施設型サービス

の事業所では、「充足している」ととらえている事業所がほぼ半数の 51.1％である。 

 

図表：町田市におけるサービスの充足度 通所介護（地域密着型含む） 

 

 

 

④認知症対応型デイサービス 

 居宅介護支援では、認知症対応型デイサービスが「充足している」ととらえている事業所は 52.5％、

高齢者支援センターでは 12事業所のうち 8事業所（66.7％）となっている。通所型・施設型サービスの

事業所では、「充足している」ととらえている事業所は少なく、16.3％である。 

 

図表：町田市におけるサービスの充足度 認知症対応型デイサービス 

 

充足している

58.0 

70.0 

49.4 

51.1 

56.9 

66.7 

83.3 

充足していない

8.7 

15.0 

12.0 

5.4 

5.6 

わからない

25.2 

11.3 

30.1 

32.6 

27.8 

22.2 

16.7 

無回答

8.1 

3.8 

8.4 

10.9 

9.7 

11.1 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

充足している

31.7 

52.5 

20.5 

16.3 

34.7 

33.3 

66.7 

充足していない

18.8 

28.8 

15.7 

15.2 

18.1 

5.6 

25.0 

わからない

35.3 

12.5 

53.0 

42.4 

31.9 

50.0 

8.3 

無回答

14.3 

6.3 

10.8 

26.1 

15.3 

11.1 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問6 町田市におけるサービスの充足度【共通】 認知症対応型デイサービス
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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⑤定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

 居宅介護支援では、定期巡回・随時対応型訪問介護看護が「充足している」ととらえている事業所は

7.5％、高齢者支援センターでは 12事業所のうち 1事業所のみ（8.3％）となっている。これら以外のサ

ービス種別では、定期巡回・随時対応型訪問介護看護が「充足している」ととらえている事業所は非常

に少ない。 

 

図表：町田市におけるサービスの充足度 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

 

 

⑥（看護）小規模多機能型居宅介護 

 居宅介護支援では、（看護）小規模多機能型居宅介護が「充足している」ととらえている事業所は 16.3％、

高齢者支援センターでは 12事業所のうち 4事業所（33.3％）となっている。これら以外のサービス種別

では、（看護）小規模多機能型居宅介護が「充足している」ととらえている事業所は非常に少ない。 

 

図表：町田市におけるサービスの充足度 （看護）小規模多機能型居宅介護 

 

充足している

3.1 

7.5 

2.4 

1.1 

1.4 

8.3 

充足していない

34.7 

52.5 

32.5 

22.8 

23.6 

38.9 

83.3 

わからない

47.9 

36.3 

56.6 

51.1 

52.8 

50.0 

8.3 

無回答

14.3 

3.8 

8.4 

25.0 

22.2 

11.1 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問6 町田市におけるサービスの充足度【共通】 定期巡回・随時対応型訪問介護看護
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

充足している

7.8 

16.3 

6.0 

3.3 

4.2 

33.3 

充足していない

25.2 

33.8 

26.5 

14.1 

23.6 

22.2 

58.3 

わからない

51.0 

43.8 

57.8 

55.4 

50.0 

66.7 

無回答

16.0 

6.3 

9.6 

27.2 

22.2 

11.1 

8.3 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問6 町田市におけるサービスの充足度【共通】 （看護）小規模多機能型居宅介護
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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3. 事業所運営における課題 

(1) 昨年度の決算状況 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 7 貴事業所での、昨年度の決算状況はいかがでしたか。 

 

 入所系サービスでは、「黒字」の事業所が 18事業所のうち12事業所（66.7％）、「赤字」は3事業所（16.7％）

である。通所型・施設型サービスでは、「黒字」が半数をやや上回る 53.3％、「赤字」は 22.8％となって

いる。 

 これら以外のサービス（居宅介護支援、訪問型サービス、地域密着型サービス）では「赤字」の事業

所が「黒字」の事業所を上回っており、特に居宅介護支援では「赤字」が 45.0％となっている。 

 

図表：昨年度の決算状況 サービス種別６区分 

 

 

 組織形態別にみると、「黒字」の事業所は、社会福祉法人で 48.2％、社会福祉法人以外では 32.8％で

ある。 

 

図表：昨年度の決算状況 組織形態別 

 

 

黒字

37.7 

23.8 

30.1 

53.3 

34.7 

66.7 

赤字

35.9 

45.0 

39.8 

22.8 

43.1 

16.7 

損益なし

13.6 

15.0 

10.8 

12.0 

18.1 

11.1 

その他

4.6 

8.8 

4.8 

4.3 

1.4 

無回答

8.1 

7.5 

14.5 

7.6 

2.8 

5.6 

TOTAL(n=345)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

問7 貴事業所での、昨年度の決算状況【ベース：CM、居サ、施設】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

黒字

37.7 

48.2 

32.8 

0.0 

赤字

35.9 

28.6 

39.7 

0.0 

損益なし

13.6 

14.3 

12.9 

100.0 

その他

4.6 

0.9 

6.5 

0.0 

無回答

8.1 

8.0 

8.2 

0.0 

TOTAL(n=345)

社会福祉法人(n=112)

社会福祉法人以外(n=232)

無回答(n=1)

問7 貴事業所での、昨年度の決算状況【ベース：CM、居サ、施設】
【表側】＊問2 組織形態【共通】

(%)
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(2) 事業運営の課題 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 8 事業運営の課題について、どのように考えていますか。 

 

 運営上の課題としては、「利用者・入所（入居）者の確保」と「職員の確保」がともに高く、68.3％で

ある。次いで、「サービス内容の充実」（44.3％）、「他機関（他事業所等）との連携」（38.1％）、「職員の

研修体制」（37.0％）となっている。 

 サービス種別にみると、訪問型サービスでは全体に比べ「職員の確保」が 80.7％と高く、通所型・施

設型サービスでは「サービス内容の充実」が 57.6％と高くなっている。地域密着型サービスでは全体に

比べ「利用者・入所（入居）者の確保」（80.6％）、「サービス内容の充実」（55.6％）が高い。 

 高齢者支援センターでは、「職員の確保」「他機関（他事業所等）との連携」が 12 事業所のうち 10 事

業所（83.3％）に達している。 

 

図表：事業運営の課題

 

 

  

n=

利用者・入
所（入居）
者の確保

職員の確
保

サービス
内容の充
実

他機関（他
事業所等）
との連携

職員の研
修体制

リスクマネ
ジメントの
強化

利用者か
らの苦情・
クレームの
対応

その他 無回答

TOTAL 357 68.3 68.3 44.3 38.1 37.0 28.3 16.2 3.6 2.5

居宅介護支援 80 60.0 50.0 25.0 40.0 27.5 31.3 10.0 5.0 5.0

訪問型サービス 83 62.7 80.7 31.3 28.9 36.1 16.9 14.5 3.6 3.6

通所型・施設型サービス 92 76.1 73.9 57.6 41.3 43.5 30.4 17.4 3.3 1.1

地域密着型サービス 72 80.6 59.7 55.6 34.7 34.7 29.2 15.3 2.8 1.4

入所系サービス 18 88.9 88.9 77.8 38.9 55.6 50.0 44.4 0.0 0.0

高齢者支援センター 12 0.0 83.3 41.7 83.3 41.7 33.3 25.0 8.3 0.0

68.3 68.3

44.3

38.1 37.0

28.3

16.2

3.6 2.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0(%)
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(3) 今後 3 年間の事業展開 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 9 貴法人での、今後 3年間の事業展開についてどのように考えていますか。 

 

 全体では「現状維持」が 38.9％を占め、「拡大予定」は 26.9％、「事業転換予定」や「縮小予定」の事

業所はわずかである。なお、「検討中」は 29.4％となっている。 

 「拡大予定」が 30％を超えているのは、訪問型サービス（33.7％）、高齢者支援センター（12 事業所

のうち 4 事業所（33.3％））である。なお、地域未着型サービスでは、「検討中」が 43.1％と高くなって

いる。 

 

図表：今後 3 年間の事業展開 

 

 

 

  

拡大予定

26.9 

28.8 

33.7 

22.8 

27.8 

33.3 

事業転換予定

0.6 

1.2 

1.1 

現状維持

38.9 

40.0 

37.3 

44.6 

25.0 

66.7 

41.7 

縮小予定

1.1 

1.3 

1.1 

2.8 

検討中

29.4 

27.5 

22.9 

27.2 

43.1 

33.3 

16.7 

無回答

3.1 

2.5 

4.8 

3.3 

1.4 

8.3 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問9 貴法人での、今後3年間の事業展開についての考え【共通】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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(4) 各サービスにおける町田市での参入意向 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 10 今後、貴法人において下記サービスへの町田市での参入意向はありますか。また、参入に向け

た課題がある場合はお書きください。 

 

 次の 4つのサービスへの参入意向をたずねたところ、4つの中では認知症高齢者グループホームについ

て「参入の意向がある」が 8.4％とやや高くなっている。 

 

図表：各サービスにおける町田市での参入意向 

 

 

①認知症高齢者グループホーム 

 認知症高齢者グループホームへ「参入の意向がある」事業所は、居宅介護支援、通所型・施設型サー

ビス、入所系サービスで約 1割である。 

 

図表：各サービスにおける町田市での参入意向 認知症高齢者グループホーム   

 

  

 

 

 

参入の意向がある

8.4 

5.9 

4.8 

4.2 

参入の意向がない

82.6 

82.6 

85.7 

85.7 

無回答

9.0 

11.5 

9.5 

10.1 

認知症高齢者グループホーム(n=357)

認知症対応型デイサービス(n=357)

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

(n=357)

（看護）小規模多機能型居宅介護

(n=357)

問10 下記サービスへの町田市での参入意向【共通】

(%)

参入の意向がある

8.4 

11.3 

6.0 

9.8 

6.9 

11.1 

参入の意向がない

82.6 

83.8 

80.7 

78.3 

90.3 

72.2 

91.7 

無回答

9.0 

5.0 

13.3 

12.0 

2.8 

16.7 

8.3 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問10 下記サービスへの町田市での参入意向【共通】 認知症高齢者グループホーム
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

度数
n=

参入の

意向が
ある

参入の

意向が
ない

無回答

357 30 295 32

80 9 67 4

83 5 67 11

92 9 72 11

72 5 65 2

18 2 13 3

12 0 11 1
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②認知症対応型デイサービス 

認知症対応型デイサービスへ「参入の意向がある」事業所は、入所系サービスで 18事業所のうち 2事

業所（11.1％）、以外のサービス種別では 5％程度となっている。 

 

図表：各サービスにおける町田市での参入意向 認知症対応型デイサービス  

  

 

③定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護へ「参入の意向がある」事業所は、居宅介護支援で 10.0％である。 

 

図表：各サービスにおける町田市での参入意向 定期巡回・随時対応型訪問介護看護  

 

 
 

 

 

  

参入の意向がある

5.9 

5.0 

6.0 

6.5 

5.6 

11.1 

参入の意向がない

82.6 

88.8 

80.7 

76.1 

88.9 

66.7 

91.7 

無回答

11.5 

6.3 

13.3 

17.4 

5.6 

22.2 

8.3 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問10 下記サービスへの町田市での参入意向【共通】 認知症対応型デイサービス
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

度数
n=

参入の

意向が
ある

参入の

意向が
ない

無回答

357 30 295 32

80 9 67 4

83 5 67 11

92 9 72 11

72 5 65 2

18 2 13 3

12 0 11 1

参入の意向がある

4.8 

10.0 

3.6 

2.2 

4.2 

5.6 

参入の意向がない

85.7 

83.8 

85.5 

82.6 

93.1 

77.8 

91.7 

無回答

9.5 

6.3 

10.8 

15.2 

2.8 

16.7 

8.3 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問10 下記サービスへの町田市での参入意向【共通】 定期巡回・随時対応型訪問介護看護
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

n=

参入の

意向が
ある

参入の

意向が
ない

無回答

357 17 306 34

80 8 67 5

83 3 71 9

92 2 76 14

72 3 67 2

18 1 14 3

12 0 11 1



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

159 

 

④（看護）小規模多機能型居宅介護 

（看護）小規模多機能型居宅介護へ「参入の意向がある」事業所は、高齢者支援センターで 12事業所

のうち 1事業所（8.3％）、訪問型サービスで 7.2％などとなっている。 

 

図表：各サービスにおける町田市での参入意向 （看護）小規模多機能型居宅介護  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

参入の意向がある

4.2 

2.5 

7.2 

4.3 

2.8 

8.3 

参入の意向がない

85.7 

91.3 

79.5 

80.4 

94.4 

83.3 

83.3 

無回答

10.1 

6.3 

13.3 

15.2 

2.8 

16.7 

8.3 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問10 下記サービスへの町田市での参入意向【共通】 （看護）小規模多機能型居宅介護
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

n=

参入の

意向が
ある

参入の

意向が
ない

無回答

357 15 306 36

80 2 73 5

83 6 66 11

92 4 74 14

72 2 68 2

18 0 15 3

12 1 10 1
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３ 在宅支援サービス 

(5) 在宅支援サービスの利用検討・利用状況 

 

①認知症高齢者グループホーム 

１）利用検討・利用状況 

 「検討して利用している、もしくは利用していた」は、居宅介護支援で 53.8％、高齢者支援センター

で 12事業所のうち 11事業所（91.7％）である。 

 

図表：在宅支援サービスの利用検討・利用状況 認知症高齢者グループホーム 

 

 

２）検討理由【ベース：検討したことがない、検討したが利用に至らなかった】 

 「検討したことがない」または「検討したが利用に至らなかった」事業所の理由としては、居宅介護

支援では「料金が高い」が 43.2％と最も高くなっている。 

図表：在宅支援サービスの検討理由 認知症高齢者グループホーム 

【ベース：検討したことがない、検討したが利用に至らなかった】

 

検討したことがない

20.7 

23.8 

検討したが

利用に
至らなかった

19.6 

22.5 

検討して

利用している、
もしくは

利用していた

58.7 

53.8 

91.7 

無回答

1.1 

8.3 

TOTAL(n=92)

居宅介護支援(n=80)

高齢者支援センター(n=12)

(%)

n=

料金が高
い

他のサー
ビスで対
応できる

近くに事業
所がない
(または空
きがない)

サービス
内容の詳
細がわか
らない

その他

TOTAL 37 43.2 29.7 24.3 8.1 13.5

居宅介護支援 37 43.2 29.7 24.3 8.1 13.5

高齢者支援センター 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

43.2

29.7

24.3

8.1

13.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0(%)

支セ C M 居サ 施設 特養 【状況】 単一選択 複数選択 【理由】 単一選択 複数選択 

問 11 これまでに、下記の４つのサービスについて利用を検討したことがありますか。「１」もしくは

「２」を選択した場合はその状況や考えをお答えください。 
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②認知症対応型デイサービス 

１）利用検討・利用状況 

「検討して利用している、もしくは利用していた」は、居宅介護支援で 83.8％、高齢者支援センターで

12事業所のうち 9事業所（75.0％）である。 

 

 

図表：在宅支援サービスの利用検討・利用状況 認知症対応型デイサービス 

 

 

２）検討理由【ベース：検討したことがない、検討したが利用に至らなかった】 

 「検討したことがない」または「検討したが利用に至らなかった」事業所の理由としては、高齢者支

援センターでは「他のサービスで対応できる」が 13事業所のうち 6事業所（46.2％）と高くなっている。 

 

図表：在宅支援サービスの検討理由 認知症対応型デイサービス 

【ベース：検討したことがない、検討したが利用に至らなかった】 

 

 

 

  

検討したことがない

8.7 

7.5 

16.7 

検討したが

利用に

至らなかった

5.4 

6.3 

検討して

利用している、

もしくは

利用していた

82.6 

83.8 

75.0 

無回答

3.3 

2.5 

8.3 

TOTAL(n=92)

居宅介護支援(n=80)

高齢者支援センター(n=12)

問11 ＜認知症対応型デイサービス＞利用検討・利用状況【ベース：CM、支セ】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

n=

他のサー
ビスで対
応できる

サービス
内容の詳
細がわか
らない

料金が高
い

近くに事業
所がない

その他

TOTAL 13 46.2 23.1 7.7 7.7 30.8

居宅介護支援 11 45.5 18.2 0.0 9.1 27.3

高齢者支援センター 2 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0

46.2

23.1

7.7 7.7

30.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0(%)
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③定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

１）利用検討・利用状況 

「検討して利用している、もしくは利用していた」は、居宅介護支援で 16.3％、高齢者支援センター

で 12事業所のうち 2事業所（16.7％）である。 

 

 

図表：在宅支援サービスの利用検討・利用状況 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

 

 

２）検討理由【ベース：検討したことがない、検討したが利用に至らなかった】 

 「検討したことがない」または「検討したが利用に至らなかった」事業所の理由としては、居宅介護

支援では、「他のサービスで対応できる」が 45.3％、「近くに事業所がない」が 37.5％などとなっている。

高齢者支援センターでは、「近くに事業所がない」が 8事業所のうち 5事業所（62.5％）と高くなってい

る。 

 

図表：在宅支援サービスの検討理由 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

【ベース：検討したことがない、検討したが利用に至らなかった】 

 

 

検討したことがない

44.6 

46.3 

33.3 

検討したが

利用に

至らなかった

33.7 

33.8 

33.3 

検討して

利用している、

もしくは

利用していた

16.3 

16.3 

16.7 

無回答

5.4 

3.8 

16.7 

TOTAL(n=92)

居宅介護支援(n=80)

高齢者支援センター(n=12)

問11 ＜定期巡回・随時対応型訪問介護看護＞利用検討・利用状況【ベース：CM、支セ】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

n=

他のサー
ビスで対
応できる

近くに事業
所がない

サービス
内容の詳
細がわか
らない

料金が高
い

その他 無回答

TOTAL 72 44.4 40.3 11.1 8.3 25.0 4.2

居宅介護支援 64 45.3 37.5 12.5 6.3 28.1 4.7

高齢者支援センター 8 37.5 62.5 0.0 25.0 0.0 0.0

44.4

40.3

11.1
8.3

25.0

4.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0
(%)
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④（看護）小規模多機能型居宅介護 

１）利用検討・利用状況 

「検討して利用している、もしくは利用していた」は、居宅介護支援で 25.0％、高齢者支援センター

で 12事業所のうち 5事業所（41.7％）である。 

 

 

図表：在宅支援サービスの利用検討・利用状況 （看護）小規模多機能型居宅介護 

 

 

 

２）検討理由【ベース：検討したことがない、検討したが利用に至らなかった】 

 「検討したことがない」または「検討したが利用に至らなかった」事業所の理由としては、居宅介護

支援では「他のサービスで対応できる」が 37.5％と高く、高齢者支援センターでは「近くに事業所がな

い」を 5事業所すべてがあげている。 

 

図表：在宅支援サービスの検討理由 （看護）小規模多機能型居宅介護 

【ベース：検討したことがない、検討したが利用に至らなかった】 

 

 

 

検討したことがない

41.3 

42.5 

33.3 

検討したが

利用に

至らなかった

25.0 

27.5 

8.3 

検討して

利用している、

もしくは

利用していた

27.2 

25.0 

41.7 

無回答

6.5 

5.0 

16.7 

TOTAL(n=92)

居宅介護支援(n=80)

高齢者支援センター(n=12)

問11 ＜（看護）小規模多機能型居宅介護＞利用検討・利用状況【ベース：CM、支セ】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

n=

他のサー
ビスで対
応できる

近くに事業
所がない

サービス
内容の詳
細がわか
らない

ケアマネ
の変更

料金が高
い

その他 無回答

TOTAL 61 36.1 34.4 14.8 14.8 8.2 19.7 6.6

居宅介護支援 56 37.5 28.6 16.1 16.1 7.1 21.4 7.1

高齢者支援センター 5 20.0 100.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0

36.1
34.4

14.8 14.8

8.2

19.7

6.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0(%)
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(6) 要支援者に対するサービスの有効度 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 12 要支援者に対し、下記のサービスはどの程度有効だと思いますか。 

 

 居宅サービス事業所に、要支援者に対する「運動器機能向上」など 5 つのサービスについてたずねた

ところ、最も有効と考えられているのは「運動器機能向上」で、「非常に有効」「まあ有効」を合わせ 71.7％

となっている。「認知症予防」は「非常に有効」「まあ有効」を合わせ 66.4％である。 

 

図表：要支援者に対するサービスの有効度 

 

 

①運動器機能向上 

 運動器機能向上の有効性についてサービス種別にみると、「非常に有効」は各種別とも 4割強、地域密

着型サービスでは「まあ有効」も 36.1％と他の種別に比べ高い。 

 

図表：要支援者に対するサービスの有効度 運動器機能向上 

 

 

非常に有効

42.1 

23.5 

26.7 

32.4 

28.7 

まあ有効

29.6 

36.8 

36.0 

34.0 

34.8 

どちらともいえない

6.5 

14.6 

13.8 

10.9 

11.3 

あまり有効でない

2.0 

1.2 

0.4 

2.0 

無回答

21.9 

23.1 

22.3 

22.3 

23.1 

運動器機能向上(n=247)

栄養改善(n=247)

口腔機能向上(n=247)

認知症予防(n=247)

外出支援(n=247)

問12 要支援者に対し、下記のサービスはどの程度有効か【ベース：居サ】

(%)

非常に有効

42.1 

42.2 

41.3 

43.1 

まあ有効

29.6 

27.7 

26.1 

36.1 

どちらともいえない

6.5 

10.8 

5.4 

2.8 

あまり有効でない 無回答

21.9 

19.3 

27.2 

18.1 

TOTAL(n=247)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

問12 要支援者に対し、下記のサービスはどの程度有効か【ベース：居サ】 運動器機能向上
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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②栄養改善 

 栄養改善の有効性についてサービス種別にみると、地域密着型サービスでは、「非常に有効」「まあ有

効」を合わせ 63.9％と高くなっている。 

 

 

図表：要支援者に対するサービスの有効度 栄養改善 

 

 

③口腔機能向上 

 口腔機能の向上の有効性についてサービス種別にみると、地域密着型サービスでは、「非常に有効」「ま

あ有効」を合わせ 69.5％と高くなっている。 

 

 

図表：要支援者に対するサービスの有効度 口腔機能向上 

 
 

 

  

非常に有効

23.5 

21.7 

21.7 

27.8 

まあ有効

36.8 

41.0 

33.7 

36.1 

どちらともいえない

14.6 

14.5 

14.1 

15.3 

あまり有効でない

2.0 

2.4 

2.2 

1.4 

無回答

23.1 

20.5 

28.3 

19.4 

TOTAL(n=247)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

問12 要支援者に対し、下記のサービスはどの程度有効か【ベース：居サ】 栄養改善
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

非常に有効

26.7 

26.5 

25.0 

29.2 

まあ有効

36.0 

38.6 

30.4 

40.3 

どちらともいえない

13.8 

13.3 

16.3 

11.1 

あまり有効でない

1.2 

2.4 

1.4 

無回答

22.3 

19.3 

28.3 

18.1 

TOTAL(n=247)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

問12 要支援者に対し、下記のサービスはどの程度有効か【ベース：居サ】 口腔機能向上
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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④認知症予防 

 認知症予防の有効性についてサービス種別にみると、地域密着型サービスでは、「非常に有効」「まあ

有効」を合わせ 70.8％と高くなっている。 

 

 

図表：要支援者に対するサービスの有効度 認知症予防 

 

 

⑤外出支援 

 外出支援の有効性についてサービス種別にみると、「非常に有効」は各種別とも 3割程度となっている。

訪問型サービスでは、「非常に有効」「まあ有効」を合わせ 67.4％と高くなっている。 

 

 

図表：要支援者に対するサービスの有効度 外出支援 

 

  

非常に有効

32.4 

33.7 

28.3 

36.1 

まあ有効

34.0 

34.9 

32.6 

34.7 

どちらともいえない

10.9 

10.8 

13.0 

8.3 

あまり有効でない

0.4 

1.4 

無回答

22.3 

20.5 

26.1 

19.4 

TOTAL(n=247)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

問12 要支援者に対し、下記のサービスはどの程度有効か【ベース：居サ】 認知症予防
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

非常に有効

28.7 

31.3 

27.2 

27.8 

まあ有効

34.8 

36.1 

31.5 

37.5 

どちらともいえない

11.3 

12.0 

9.8 

12.5 

あまり有効でない

2.0 

3.3 

2.8 

無回答

23.1 

20.5 

28.3 

19.4 

TOTAL(n=247)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

問12 要支援者に対し、下記のサービスはどの程度有効か【ベース：居サ】 外出支援
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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(7) 今後も継続して要支援者の受入れを考えているか 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 13 高齢化が進む中で今後も継続して要支援者の受入れを考えていますか。 

 

居宅サービス事業所に、要支援者の受入れ意向についてたずねたところ、「はい」が過半数の 56.7％で

ある一方、「いいえ」という事業所が 11.7％となっている。 

サービス種別にみると、「いいえ」は地域密着型サービスで 18.1％、訪問型サービスで 12.0％、通所

型・施設型サービスで 6.5％である。 

 

図表：今後の継続した要支援の受入れ 

 

 

 

 

  

はい

56.7 

60.2 

59.8 

48.6 

いいえ

11.7 

12.0 

6.5 

18.1 

その他

8.9 

6.0 

6.5 

15.3 

無回答

22.7 

21.7 

27.2 

18.1 

TOTAL(n=247)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

問13 今後も継続して要支援者の受入れを考えているか【ベース：居サ】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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4. 人材育成・確保 

(1) 職員確保の状況 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 14 貴事業所は必要とする職員数を常時確保できていますか。 

（必要とする職員数は人員基準に基づく人数だけには限りません） 

 

 職員を確保できている事業所の割合（「常時確保できている」、「ほぼ確保できている」を合わせた割合）

は、43.2％である。一方、「確保できていない時がある」が 21.8％、「確保することが難しい」が 31.4％

となっている。約 5割の事業所が、必要とする職員の確保が十分にはできていないと回答している。 

 訪問型サービスでは計 73.5％の事業所、入所系サービスでは 18 事業所中 16 事業所（88.9％）が、必

要とする職員を常時は確保ができていないと回答している。 

 

図表：職員確保の状況 

 

 

  

常時確保できて

いる

13.2 

20.0 

3.6 

15.2 

16.7 

16.7 

ほぼ確保できて

いる

30.0 

33.8 

15.7 

32.6 

41.7 

11.1 

41.7 

確保できていない

時がある

21.8 

12.5 

25.3 

26.1 

19.4 

38.9 

16.7 

確保することが

難しい

31.4 

28.8 

48.2 

23.9 

20.8 

50.0 

25.0 

その他

0.8 

1.3 

1.2 

1.4 

無回答

2.8 

3.8 

6.0 

2.2 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問14 貴事業所は必要とする職員数を常時確保できているか【共通】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

169 

(2) 職員確保の方法 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 15 職員の確保をどのような方法で行なっていますか。 

 

 職員確保の方法は、「ハローワーク（公共職業安定所）に求人票を出している」が 82.9％と最も高く、

次いで「インターネットや携帯ツールを介して募集している」（56.9％）、「新聞や職業紹介雑誌に求人広

告を掲載している」（55.2％）、「福祉系の学校（大学、専門学校、高校）に求人票を出している」（33.3％）、

「人材派遣、人材バンクを利用している」（32.8％）となっている。 

 通所型・施設型サービスでは、全体に比べ「新聞や職業紹介雑誌に求人広告を掲載している」が 70.7％

と高くなっている。入所系サービスでは、「ハローワーク（公共職業安定所）に求人票を出している」「福

祉系の学校（大学、専門学校、高校）に求人票を出している」では 18 事業所中 17 事業所（94.4％）が

回答しているなど、各項目で高い割合を示している。 

 

図表：職員確保の方法 

 

  

n=

ハロー
ワークに求
人票を出し
ている

インター
ネットや携
帯ツールを
介して募
集している

新聞や職
業紹介雑
誌に求人
広告を掲
載している

福祉系の
学校に求
人票を出し
ている

人材派
遣、人材
バンクを利
用している

就職相談
会等の機
会にブー
スを設けて
いる

事業所で
就職説明
会を開催し
ている

再就職の
勧誘を推
進している

その他 無回答

TOTAL 357 82.9 56.9 55.2 33.3 32.8 28.3 11.5 10.1 18.8 2.0

居宅介護支援 80 77.5 45.0 45.0 17.5 20.0 16.3 11.3 6.3 23.8 1.3

訪問型サービス 83 80.7 51.8 44.6 20.5 30.1 21.7 9.6 10.8 20.5 3.6

通所型・施設型サービス 92 93.5 65.2 70.7 54.3 45.7 40.2 15.2 14.1 8.7 2.2

地域密着型サービス 72 72.2 62.5 51.4 23.6 22.2 22.2 5.6 4.2 20.8 1.4

入所系サービス 18 94.4 72.2 72.2 94.4 66.7 72.2 33.3 33.3 16.7 0.0

高齢者支援センター 12 100.0 50.0 75.0 33.3 50.0 33.3 0.0 0.0 41.7 0.0

82.9

56.9 55.2

33.3 32.8
28.3

11.5 10.1

18.8

2.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0
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70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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(3) 職員の採用・離職状況 

支セ C M 居サ 施設 特養 

問 16 過去１年間（2015 年 10 月 1 日～2016 年 9 月 30 日）における職員の採用・離職状況をお答え

ください。 

                          基準日：2016年 9月 30日現在 

 

 採用・離職状況について、回答の平均値をまとめた結果が下表である。 

 「2職種（Ａ＋Ｂ）計」（訪問介護員と介護職員の合計）に関しては、採用率は 42.4％、離職率は 26.0％

である。「訪問介護員 計Ａ」は採用率 11.9%、離職率 6.4%に比べ、「介護職員 Ｂ計」で採用率は 30.5％、

離職率は 19.6％と高くなっている。 

 また、「看護職員 計」では、採用率は 34.5％、離職率は 19.9％である。 

 

図表：職員の採用・離職状況【平均値】 

 
採用率：（過去 1年間の採用者数÷基準日現在の従業員数）×100 

離職率：（過去 1年間の離職者数÷基準日現在の従業員数）×100 

 

  

従業員数

（基準日現在）

（人）

採用率

（％）

離職率

（％）

離職者数

（1年未満）

（人）

離職者数・

（1年以上3年未満）

（人）

16.3 34.6 17.5 2.1 1.1

訪問介護員 計Ａ 12.6 11.9 6.4 0.6 0.8

正規職員（訪問介護員 ） 1.8 11.6 2.3 0.1 0.1

非正規職員（訪問介護員 ） 8.8 14.3 5.7 0.5 0.6

介護職員 計Ｂ 17.7 30.5 19.6 1.8 1.4

正規職員（介護職員） 8.5 25.2 15.2 0.5 0.7

非正規職員（介護職員） 9.4 28.7 20.9 1.3 0.9

看護職員 計 5.6 34.5 19.9 0.6 0.4

正規職員（看護職員） 3.1 24.5 15.5 0.3 0.3

非正規職員（看護職員） 3.0 29.1 17.2 0.4 0.4

その他職員 計 8.5 24.5 11.6 0.5 0.5

正規職員（その他職員計） 4.2 25.2 11.2 0.2 0.3

非正規職員（その他職員） 4.7 23.2 11.3 0.5 0.4

その他

２職種（Ａ＋Ｂ）計

訪問介護員

（サ責含まず）

介護職員

看護職員
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(4) 職員の新規採用を拡大するための方策 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 17 職員の新規雇用を拡大するために、今後どのような方策を計画・検討していますか。 

 

 職員の新規雇用を拡大するために計画・検討している方策は、「元気高齢者（アクティブシニア）の雇

用を増やす」が 39.6％と最も高く、次いで「資格取得等に必要な受講料等の奨学金制度を設ける」（26.0％）

「介護実習生の受け入れを拡大する」（23.0％）、「外国人職員を雇用する」（20.4％）となっている。 

 

 

図表：職員の新規採用を拡大するための方策 

 

 

  

n=

元気高齢
者（アク
ティブシニ
ア）の雇用
を増やす

資格取得
等に必要
な受講料
等の奨学
金制度を
設ける

介護実習
生の受け
入れを拡
大する

外国人職
員を雇用
する

住宅確保
の支援、
あるいは
家賃の補
助を行う

施設内保
育、施設
内託児室
などを設け
る

その他 無回答

TOTAL 265 39.6 26.0 23.0 20.4 15.5 8.3 15.1 21.9

訪問型サービス 83 27.7 20.5 16.9 12.0 8.4 7.2 13.3 31.3

通所型・施設型サービス 92 45.7 31.5 29.3 30.4 23.9 12.0 14.1 14.1

地域密着型サービス 72 37.5 23.6 15.3 11.1 8.3 1.4 16.7 25.0

入所系サービス 18 72.2 33.3 50.0 44.4 33.3 22.2 22.2 5.6

39.6

26.0

23.0
20.4

15.5

8.3

15.1
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50.0(%)
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(5) 職員の退職理由 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 18 過去 1年間に離職した職員の退職理由について、考えられるものをお答えください。 

 

 過去 1年間に離職した職員の退職理由として考えられるものは、「条件の良い仕事、職場への転職」が

25.2％と最も高く、次いで「本人の病気」（19.3％）、「職場の人間関係」（19.0％）となっている。なお、

「過去 1年間に離職者はいなかった」は 20.4％である。 

 サービス種別にみると、居宅介護支援では全体に比べ「過去 1 年間に離職者はいなかった」が 41.3％

と高い。通所型・施設型サービスでは全体に比べ「本人の病気」「職場の人間関係」（ともに 29.3％）、「結

婚・出産・妊娠・育児」（22.8％）が高くなっている。 

 

図表：職員の退職理由 

 

 

  

n=

条件の良
い仕事、
職場への
転職

本人の病
気

職場の人
間関係

親の介護 結婚・出
産・妊娠・
育児

法人や事
業所の理
念や運営
のあり方
に不満

収入が少
ない

仕事がき
ついため

その他 不明 過去1年間
に離職者
はいな
かった

無回答

TOTAL 357 25.2 19.3 19.0 12.6 11.2 10.9 10.9 9.8 17.6 6.7 20.4 9.8

居宅介護支援 80 13.8 6.3 8.8 3.8 1.3 10.0 6.3 8.8 17.5 3.8 41.3 12.5

訪問型サービス 83 28.9 18.1 15.7 15.7 6.0 10.8 9.6 7.2 16.9 10.8 15.7 10.8

通所型・施設型サービス 92 28.3 29.3 29.3 20.7 22.8 10.9 15.2 13.0 14.1 7.6 8.7 7.6

地域密着型サービス 72 22.2 15.3 9.7 5.6 9.7 6.9 8.3 6.9 19.4 4.2 26.4 6.9

入所系サービス 18 55.6 55.6 72.2 33.3 33.3 38.9 27.8 27.8 11.1 5.6 0.0 5.6

高齢者支援センター 12 25.0 8.3 8.3 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 50.0 8.3 0.0 25.0
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19.3 19.0
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9.8
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(6) 職員の定着促進のための取り組み 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 19 職員の定着促進のために、どのような取り組みを行っていますか。 

 

 職員の定着推進のために行っている取り組みは、「業務改善や効率化等による働きやすい職場づくり」

が 58.0％と最も高く、次いで「研修などの能力開発の充実」「労働日や時間（時間帯・総労働時間）の調

整」（ともに 46.8％）、「職場環境の改善」（45.9％）、「賃金・労働時間等の改善」（41.2％）、「能力や仕事

ぶりの評価実施と配置や処遇への反映」（40.9％）となっている。 

 通所型・施設型サービスでは、全体と比べ「能力や仕事ぶりの評価実施と配置や処遇への反映」（51.1％）

が高く、地域密着型サービスでも「能力や仕事ぶりの評価実施と配置や処遇への反映」（52.8％）が高く

なっている。 

 

図表：職員の定着推進のための取り組み 

 

 

 

  

n=

業務改善
や効率化
等による
働きやす
い職場づく
り

研修など
の能力開
発の充実

労働日や
時間（時間
帯・総労働
時間）の調
整

職場環境
の改善

賃金・労働
時間等の
改善

能力や仕
事ぶりの
評価実施
と配置や
処遇への
反映

非正規職
員から正
規職員へ
の転換の
機会

職員の健
康管理の
支援

福利厚生
の充実

その他 特にない 無回答

TOTAL 357 58.0 46.8 46.8 45.9 41.2 40.9 33.3 30.3 23.0 3.6 3.1 3.4

居宅介護支援 80 53.8 42.5 38.8 35.0 35.0 28.8 21.3 30.0 12.5 5.0 6.3 7.5

訪問型サービス 83 53.0 42.2 45.8 42.2 37.3 30.1 31.3 31.3 21.7 1.2 3.6 4.8

通所型・施設型サービス 92 66.3 52.2 51.1 53.3 40.2 51.1 41.3 31.5 28.3 3.3 2.2 1.1

地域密着型サービス 72 56.9 41.7 50.0 47.2 54.2 52.8 37.5 18.1 23.6 4.2 1.4 0.0

入所系サービス 18 55.6 66.7 44.4 61.1 44.4 55.6 55.6 50.0 44.4 0.0 0.0 5.6

高齢者支援センター 12 66.7 66.7 58.3 58.3 33.3 25.0 8.3 58.3 25.0 16.7 0.0 0.0
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(7) 町田市介護人材開発センターを知っているか 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 20 町田市介護人材開発センターを知っていますか。 

 

 町田市介護人材開発センターを知っているかについては、「知っていて、研修に参加したことがある」

が 71.4％、「知っているが、研修に参加していない（したことがない）」が 26.1％、「知らない」が 1.4％

となっている。 

 訪問型サービスでは、「知っていて、研修に参加したことがある」が 61.4％と、他に比べてやや低くな

っている。 

 

図表：町田市介護人材開発センターを知っているか 

 

  

知っていて、研修に

参加したことがある

71.4 

85.0 

61.4 

65.2 

66.7 

88.9 
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31.9 

11.1 

知らない
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無回答

1.1 

3.6 

1.1 

TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問20 町田市介護人材開発センターを知っているか【共通】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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5. 地域包括ケアシステム 

(1) 地域包括ケアシステムの推進に向けた、今後、強化するべきと思う取り組み 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 21 地域包括ケアシステムの推進に向けた、住まい、医療、介護、予防、生活支援などの横断的な

連携のために、今後、強化するべきと思う取り組みは何ですか。 

 

 地域包括ケアシステムの推進に向けた、今後、強化するべきと思う取り組みは、「医療等、多職種事業

所間のネットワークの構築と強化」が 69.2％と最も高く、次いで「自治会・ボランティア等の地域資源

の連携の強化」（54.9％）、「新たな担い手（元気高齢者など）の創出」（42.0％）、「地域の特性に応じた

体制の構築」（39.2％）、「地域ケア会議で挙げられた課題の共有」（34.5％）、「在宅での看取り体制の強

化」（32.2％）となっている。 

  

図表：地域包括ケアシステムの推進に向けた、今後強化するべきと思う取り組み 

 

  

n=

医療等、
多職種事
業所間の
ネットワー
クの構築と
強化

自治会・ボ
ランティア
等の地域
資源の連
携の強化

新たな担
い手（元気
高齢者な
ど）の創出

地域の特
性に応じ
た体制の
構築

地域ケア
会議で挙
げられた
課題の共
有

在宅での
看取り体
制の強化

高齢者支
援センター
のさらなる
機能強化

地域包括
ケアの具
体的な事
例の共有

在宅医療
の人材開
発

市民の啓
発

要介護度
改善（自立
支援介護）
を目的とし
た連携

生活支援
コーディ
ネーターの
育成

情報共有
のためのＩ
ＣＴ活用の
検討

その他 無回答

TOTAL 357 69.2 54.9 42.0 39.2 34.5 32.2 28.0 28.0 25.5 24.4 21.0 16.8 14.0 3.9 1.7

居宅介護支援 80 70.0 52.5 47.5 35.0 40.0 35.0 30.0 25.0 26.3 31.3 21.3 21.3 8.8 2.5 2.5

訪問型サービス 83 62.7 39.8 39.8 27.7 26.5 36.1 27.7 19.3 25.3 14.5 15.7 16.9 15.7 0.0 2.4

通所型・施設型サービス 92 72.8 56.5 38.0 43.5 28.3 26.1 27.2 32.6 18.5 25.0 18.5 9.8 12.0 4.3 2.2

地域密着型サービス 72 63.9 59.7 37.5 41.7 33.3 22.2 20.8 26.4 20.8 16.7 22.2 11.1 12.5 2.8 0.0

入所系サービス 18 88.9 83.3 38.9 50.0 50.0 50.0 27.8 33.3 50.0 33.3 22.2 16.7 22.2 11.1 0.0

高齢者支援センター 12 83.3 91.7 83.3 83.3 83.3 66.7 66.7 75.0 66.7 75.0 66.7 75.0 50.0 33.3 0.0
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(2) 他事業所と連携して取り組んでいること 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 22 次のうち、他事業所と連携して取り組んでいることはありますか。 

 

 他事業所と連携して取り組んでいることは、「勉強会・ケース検討会の共同開催」が 42.0％と最も高く、

次いで「定員オーバーや空きがある際の紹介・連携」（37.3％）、「事業環境などの情報交換」（33.1％）、

「合同研修の実施」（28.6％）、「技術的に対応できない場合の紹介・連携」（19.9％）となっている。 

 居宅介護支援では、全体と比べ「技術的に対応できない場合の紹介・連携」が 27.5％とやや高くなっ

ている。通所型・施設型サービスでは、「交換研修の実施」が 21.7％とやや高くなっている。 

 

図表：他事業所と連携して取り組んでいること 

 

 

  

n=

勉強会・
ケース検
討会の共
同開催

定員オー
バーや空
きがある
際の紹介・
連携

事業環境
などの情
報交換

合同研修
の実施

技術的に
対応でき
ない場合
の紹介・連
携

交換研修
の実施

その他 特に連携
していない

無回答

TOTAL 357 42.0 37.3 33.1 28.6 19.9 14.0 4.2 16.2 2.0

居宅介護支援 80 40.0 41.3 28.8 17.5 27.5 6.3 3.8 18.8 2.5

訪問型サービス 83 45.8 28.9 27.7 30.1 19.3 9.6 1.2 14.5 2.4

通所型・施設型サービス 92 43.5 48.9 34.8 33.7 15.2 21.7 5.4 15.2 3.3

地域密着型サービス 72 26.4 23.6 38.9 22.2 13.9 15.3 5.6 20.8 0.0

入所系サービス 18 50.0 50.0 27.8 27.8 27.8 27.8 5.6 11.1 0.0

高齢者支援センター 12 100.0 41.7 58.3 91.7 33.3 8.3 8.3 0.0 0.0

42.0

37.3

33.1

28.6

19.9

14.0

4.2

16.2

2.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0(%)



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

177 

 

(3) 医療ニーズがある方への対応の課題 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 23 医療ニーズがある方への対応について、どのような課題がありますか。 

 

 医療ニーズがある方への対応の課題は、「かかりつけ医、病院等との緊急時の連絡体制の整備」が 69.7％

と最も高く、次いで「基本的な医学知識の習得（職員）」（54.6％）、「訪問看護との連携」（45.4％）、「病

状の急変時の対応マニュアルの作成」（32.5％）、「基本的な医学知識への理解の啓発（ご家族）」（32.2％）、

「痰の吸引等の研修の充実」（28.3％）となっている。 

 居宅介護支援では、全体と比べ「訪問看護との連携」が 57.5％と高く、訪問型サービスでは、「痰の吸

引等の研修の充実」が 44.6％と高くなっている。 

通所型・施設型サービスでは、全体と比べ「かかりつけ医、病院等との緊急時の連絡体制の整備」

（77.2％）、「基本的な医学知識への理解の啓発（ご家族）」（41.3％）が高くなっている。 

 

図表：医療ニーズがある方への対応の課題 

 

n=

かかりつ
け医、病
院等との
緊急時の
連絡体制
の整備
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医学知識
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員）

訪問看護
との連携

病状の急
変時の対
応マニュア
ルの作成

基本的な
医学知識
への理解
の啓発（ご
家族）

痰の吸引
等の研修
の充実

その他 無回答

TOTAL 357 69.7 54.6 45.4 32.5 32.2 28.3 6.7 1.7

居宅介護支援 80 73.8 43.8 57.5 25.0 32.5 16.3 6.3 1.3

訪問型サービス 83 56.6 45.8 53.0 28.9 26.5 44.6 3.6 1.2

通所型・施設型サービス 92 77.2 58.7 38.0 39.1 41.3 30.4 8.7 2.2

地域密着型サービス 72 70.8 70.8 40.3 31.9 18.1 15.3 2.8 2.8

入所系サービス 18 66.7 55.6 11.1 38.9 55.6 50.0 22.2 0.0

高齢者支援センター 12 75.0 58.3 50.0 50.0 50.0 25.0 16.7 0.0
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(4) 看取り対応をしているか 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 24 看取り対応をしていますか。対応している場合、事業所としてどのような工夫をしているかお

書きください。 

 

 看取り対応をしているかは、「している」が 27.2％、「していない」が 55.5％となっている。 

 入所系サービスでは、「している」が 18事業所中 13事業所（72.2％）である。 

 

図表：看取り対応をしているか 

 

 

  

している

27.2 

34.9 

28.3 

5.6 

72.2 

していない

55.5 

43.4 

55.4 

76.4 

27.8 

無回答

17.4 

21.7 

16.3 

18.1 

TOTAL(n=265)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

問24 看取り対応をしているか【ベース：居サ、施設】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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(5) 医療機関と連携して取り組んでいること 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 25 医療機関と連携して取り組んでいることはありますか。 

 

 医療機関と連携して取り組んでいることは、「利用者の健康管理や処置について助言を受けている」が

66.7％と最も高く、「急変時の受入を依頼できる病院がある」（25.8％）、「緊急時の対応体制を確保して

もらっている」（23.8％）が 2 割台で続いている。なお、「特に連携していることはない」は 17.1％であ

る。 

 サービス種別にみると、通所型・施設型サービスでは、全体と比べ「急変時の受入を依頼できる病院

がある」（33.7％）、「提携病院があり、一般的な入院を受け入れてもらっている」（28.3％）が高くなっ

ている。地域密着型サービスでは、「特に連携していることはない」が 37.5％である。 

入所系サービスでは、「急変時の受入を依頼できる病院がある」を 18事業中 10事業所（55.6％）、「提

携病院があり、一般的な入院を受け入れてもらっている」を 18 事業所中 11 事業所（61.1％）が回答し

ている。 

 

図表：医療機関と連携して取り組んでいること 
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その他 特に連携
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無回答

TOTAL 357 66.7 25.8 23.8 14.8 10.4 6.4 3.6 17.1 3.9

居宅介護支援 80 73.8 28.8 17.5 7.5 8.8 5.0 2.5 13.8 5.0

訪問型サービス 83 66.3 15.7 30.1 7.2 10.8 6.0 3.6 13.3 4.8

通所型・施設型サービス 92 68.5 33.7 28.3 28.3 13.0 10.9 4.3 12.0 6.5

地域密着型サービス 72 52.8 11.1 15.3 2.8 5.6 2.8 0.0 37.5 0.0

入所系サービス 18 72.2 55.6 38.9 61.1 11.1 5.6 11.1 5.6 0.0

高齢者支援センター 12 83.3 58.3 16.7 16.7 25.0 8.3 16.7 0.0 0.0
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(6) ケアプラン作成に、地域の資源を実際に盛り込み、活用した経験 

活用した経験 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 26 ケアプランの作成において、見守りや生活支援など、地域の資源を実際に盛り込み、活用した

経験はありますか。 

 

 ケアプラン作成に、地域の資源を実際に盛り込み活用した経験は、「ある」が 85.9％、「ない」が 10.9％

となっている。 

 

図表：ケアプラン作成に活用した経験 

 

 

  

ある

85.9 

85.0 

91.7 

ない

10.9 

11.3 

8.3 

無回答

3.3 

3.8 

TOTAL(n=92)

居宅介護支援(n=80)

高齢者支援センター(n=12)

問26 ケアプラン作成に、地域の資源を実際に盛り込み、活用した経験【ベース：CM、支セ】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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活用した地域資源 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

付問 26-1 （問 26で「１ ある」と回答した事業所にうかがいます）実際にどのような地域資源を活

用されましたか。） 

 

 実際に活用した地域資源は、「介護以外の民間のサービス（配食など）」が 86.1％と最も高く、次いで、

「介護サービス以外の市のサービス」（51.9％）、「民生委員」（43.0％）、「各種ボランティア」（35.4％）、

「見守り支援ネットワーク」（27.8％）、「町内会・自治会」（21.5％）などとなっている。 

 

図表：実際に活用した地域資源 【ベース：ケアプラン作成に活用した経験あり】 

 

 

  

n=

介護以外
の民間の
サービス
(配食など)

介護サー
ビス以外
の市の
サービス

民生委員 各種ボラン
ティア

見守り支
援ネット
ワーク

町内会・自
治会

交番・警察 郵便局 スーパー・
コンビニ・
商店

金融機関 その他

TOTAL 79 86.1 51.9 43.0 35.4 27.8 21.5 15.2 8.9 8.9 6.3 12.7

居宅介護支援 68 85.3 52.9 38.2 30.9 17.6 16.2 13.2 7.4 7.4 4.4 11.8

高齢者支援センター 11 90.9 45.5 72.7 63.6 90.9 54.5 27.3 18.2 18.2 18.2 18.2
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6. 認知症への対応 

(1) 認知症症状を理由に受け入れができなかったケースの有無 

① 受け入れができなかったケースの有無 

 

 この 1年間で、認知症症状を理由に受け入れができなかったケースの有無は、「ある」が 8.3％、「ない」

が 83.0％となっている。 

通所型・施設型サービスでは、「ある」が 12.0％、入所系サービスでは、「ある」が 18事業所中 6事業

所（33.3％）と高くなっている。訪問型サービスでは、「ある」が 2.4％、地域密着型サービスでは 4.2％

と低くなっている。 

 

図表：認知症症状を理由に受け入れができなかったケースの有無 

 

  

ある

8.3 

2.4 

12.0 

4.2 

33.3 

ない

83.0 

83.1 

81.5 

88.9 

66.7 

無回答

8.7 

14.5 

6.5 

6.9 

TOTAL(n=265)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

問27 この１年間で、認知症症状を理由に受け入れができなかったケースの有無【ベース：居サ、施設】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 27 この１年間で、認知症症状を理由に受け入れができなかったケースはありますか。 



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

183 

② 受け入れができなかったケースの行動・心理症状 

 

 受け入れができなかったケースの行動・心理症状は、「徘徊」が 22事業所中 14事業所（63.6％）と最

も高く、次いで「暴力」が 12 事業所（54.5％）、「暴言」が 8 事業所（36.4％）、「拒絶」「不安」が 5 事

業所（ともに 22.7％）、「妄想」が 4事業所（18.2％）となっている。 

 

図表：認知症症状を理由に受け入れができなかったケースの行動・心理症状 

【ベース：認知症症状を理由に受け入れができなかったケースあり】 

 

 

  

n=
徘徊 暴力 暴言 拒絶 不安 妄想 不潔行為

等
睡眠障害
等

抑うつ 幻覚 その他

TOTAL 22 63.6 54.5 36.4 22.7 22.7 18.2 13.6 13.6 9.1 9.1 18.2

訪問型サービス 2 50.0 50.0 50.0 100.0 50.0 50.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0

通所型・施設型サービス 11 63.6 54.5 27.3 18.2 18.2 18.2 9.1 9.1 0.0 9.1 18.2

地域密着型サービス 3 33.3 33.3 33.3 33.3 66.7 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

入所系サービス 6 83.3 66.7 50.0 0.0 0.0 0.0 16.7 16.7 16.7 0.0 33.3

63.6

54.5

36.4

22.7 22.7

18.2

13.6 13.6

9.1 9.1

18.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(%)

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

付問 27-1 （問 27 で「１ ある」と回答された事業所にお聞きします）それはどのようなケースで

したか。次の認知症の行動・心理症状（以下、BPSD）からあてはまるものを選択してください。 
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③ 認知症症状の受け入れにどのように対応しているか 

 

 認知症症状の受け入れにどのように対応しているかは、「同一法人内の事業所と連携している」が

35.0％と最も高く、次いで「高齢者支援センターと連携している」（26.4％）、「医療機関と連携している」

（19.1％）となっている。「該当ケースなし」は 28.6％である。 

 

図表：認知症症状の受け入れにどのように対応しているか 

【ベース：認知症症状を理由に受け入れができなかったケースなし】 

 

 

  

n=

同一法人
内の事業
所と連携し
ている

高齢者支
援センター
と連携して
いる

医療機関
と連携して
いる

その他 該当ケー
スなし

無回答

TOTAL 220 35.0 26.4 19.1 13.6 28.6 4.1

訪問型サービス 69 40.6 39.1 21.7 10.1 23.2 2.9

通所型・施設型サービス 75 34.7 21.3 20.0 13.3 34.7 2.7

地域密着型サービス 64 32.8 21.9 7.8 18.8 31.3 7.8

入所系サービス 12 16.7 8.3 58.3 8.3 8.3 0.0

35.0

26.4

19.1

13.6

28.6

4.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0(%)

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

付問 27-2 （問 27で「２ ない」と回答した事業所にお聞きします）どのように対応していますか。 
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(2) 認知症症状を理由に受け入れを断られたケースへの対応 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 28 この１年間で、認知症症状を理由に受け入れを断られたケースについて、どのように対応しま

したか。 

 

 この１年間で、認知症症状を理由に受け入れを断られたケースにどのように対応したかは、「医療機関

につなげた」が 23.9％と最も高く、次いで「認知症高齢者グループホームや特別養護老人ホーム等に入

居した」（20.7％）、「高齢者支援センターにつなげた」「認知症対応型通所介護等の居宅サービスを利用

した」（16.3％）、「認知症疾患医療センターにつなげた」（8.7％）となっている。 

 「断られたケースはない」は、42.4％である。 

 

図表：認知症症状を理由に受け入れを断られたケースへの対応 

 

  

n=

断られた
ケースは
ない

医療機関
につなげ
た

グループ
ホームや
特別養護
老人ホー
ム等に入
居

高齢者支
援センター
につなげ
た

認知症対
応型通所
介護等の
居宅サー
ビスを利用
した

認知症疾
患医療セ
ンターにつ
なげた

その他 無回答

TOTAL 92 42.4 23.9 20.7 16.3 16.3 8.7 3.3 4.3

居宅介護支援 80 43.8 20.0 18.8 16.3 17.5 5.0 3.8 5.0

高齢者支援センター 12 33.3 50.0 33.3 16.7 8.3 33.3 0.0 0.0
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(3) BPSD が顕著に見られる利用者への対応行動・心理症状 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 29 BPSDの症状が顕著に見られる利用者に対して、どのように対応していますか。対応している行

動・心理症状に○を付け、具体的な対応についてお書きください。 

 

①対応している行動 

 

 BPSD の症状が顕著に見られる利用者に対する行動や対応について、対応している行動は、「不安」が

33.6％と最も高く、次いで「徘徊」（32.8％）、「妄想」（30.6％）、「暴言」（29.8％）となっている。「BPSD

が顕著な利用者はいない」は 29.4％である。 

 入所系サービスでは、「徘徊」が 18事業所中 14事業所（77.8％）、「暴力」が 18事業中 8事業所（44.4％）

と高くなっている。 

 

図表：BPSD が顕著に見られる利用者への対応行動・心理症状 

 

  

n=

不安 徘徊 妄想 暴言 拒絶 幻覚 暴力 抑うつ 睡眠障害
等

不潔行為
等

その他 BPSDが顕
著な利用
者はいな
い

無回答

TOTAL 265 33.6 32.8 30.6 29.8 25.7 22.6 21.1 18.1 15.8 14.0 3.0 29.4 14.3

訪問型サービス 83 25.3 8.4 26.5 25.3 19.3 20.5 13.3 13.3 6.0 13.3 2.4 36.1 21.7

通所型・施設型サービス 92 38.0 41.3 30.4 28.3 29.3 19.6 23.9 20.7 20.7 18.5 4.3 27.2 12.0

地域密着型サービス 72 33.3 38.9 27.8 30.6 25.0 20.8 20.8 16.7 13.9 6.9 1.4 29.2 12.5

入所系サービス 18 50.0 77.8 61.1 55.6 38.9 55.6 44.4 33.3 44.4 22.2 5.6 11.1 0.0
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②具体的な対応 

 

【暴力・暴言・徘徊・拒絶・不潔行為等】の行動症状への対応 

・必ず職員２名での対応を実施。 

・トイレの場所やゴミ箱など、大きくプレート等に書いて貼り出す。また、声がけを頻繁に行う事によ

り、周知していただく。 

・入浴拒否が強いのでＣＭに相談して二人体制で対応。 

・同性での関わりや、スタッフ複数名での対応 

・スタッフ１人ではなく、２人で対応し、暴力行為がでても、対応できるようにしている。・インカムに

て所在共有をこまめに行い、安全確保に努めている。 

・帰宅願望が強く、利用時間中に帰ろうとする 

・ＣＩＵを通しご家族様との話し合い 

・暴力・暴言・サービスの拒否の利用者について、主治医と度々相談し、認知専門医療につなげ、結局、・

元のかかりつけ医に戻った。サービス事業所とも連携をとり関っている。 

 

【抑うつ・不安・幻覚・妄想・睡眠障害等】の心理症状への対応 

・昔の働いていた事を思い出し、今も施設で働いており、給与が出ない等妄想され落ち着かない症状の

方がいる。人を替えながら否定せずに、違う話しをして落ち着かせている。 

・記憶が出来ていない事が不安な方には手帳に記入する。物がない事で不安になる方には持たせて確認

して頂く事で安心出来る環境になるように対応しています 

・主治医との連携。往診医に精神科の受入れ（認知症の理解）研修・勉強会の実施 

・物がなくなったと話される時は一緒に探し、不安なことを何度も事業所へＴｅｌしてくる時は都度安

心するような声かけを行うなど 

・（グループホーム）家に帰りたいという思いを常に話される方が入所される。外出（外食、散歩、買物）

にお連れし、できるだけご本人の欲求を満たせるよう職員で相談をしながら取り組んだ。 

・医療機関、訪看と連携し、対応をしている。 
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7. 緊急時の対応 

(1) 災害を想定した訓練で実施しているもの 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 30 下記の災害を想定した訓練を実施していますか。実施しているものに○をしてください。 

 

 災害を想定した訓練で実施しているものは、「火災」が 70.0％、「地震」が 66.4％と同等に高い。次い

で「夜間」（21.8％）、「風水害」（5.0％）となっている。なお、「実施していない」は 15.7％である。 

 サービス種別にみると、通所型・施設型サービスでは、「火災」が 93.5％、「地震」が 75.0％、「夜間」

が 40.2％と高くなっている。地域密着型サービスでも、「火災」が 83.3％、「地震」が 80.6％と高くなっ

ている。入所系サービスでは、「地震」「火災」をすべての事業所が回答しており、「夜間」も 18 事業所

中 16事業所（88.9％）が回答している。 

 

図表：災害を想定した訓練で実施しているもの 

 

 

 

n=
火災 地震 夜間 風水害 その他 実施して

いない
無回答

TOTAL 357 70.0 66.4 21.8 5.0 2.0 15.7 2.0

居宅介護支援 80 50.0 62.5 11.3 3.8 2.5 23.8 3.8

訪問型サービス 83 42.2 39.8 1.2 2.4 3.6 38.6 3.6

通所型・施設型サービス 92 93.5 75.0 40.2 6.5 0.0 1.1 0.0

地域密着型サービス 72 83.3 80.6 13.9 6.9 2.8 5.6 1.4

入所系サービス 18 100.0 100.0 88.9 5.6 0.0 0.0 0.0

高齢者支援センター 12 91.7 75.0 41.7 8.3 0.0 0.0 0.0

70.0
66.4

21.8

5.0
2.0

15.7

2.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0(%)



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

189 

 

(2) 危機管理に係る計画を策定しているか 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 31 危機管理に係る計画を策定していますか。 

 

 危機管理に係る計画を策定しているかは、「している」が 66.7％、「していない」が 7.3％、「していな

いが、検討中」が 21.0％となっている。 

サービス種別にみると、通所型・施設型サービスでは、「している」が 72.8％、地域密着型サービスで

は 76.4％、入所系サービスでは 18事業中 14事業所（77.8％）と高くなっている。 

 

図表：危機管理に係る計画を策定しているか 
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TOTAL(n=357)

居宅介護支援(n=80)

訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問31 危機管理に係る計画を策定しているか【共通】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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(3) 事業所として高齢者虐待研修を実施しているか 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 32 事業所として高齢者虐待研修を実施していますか。 

 

 事業所として高齢者虐待研修を実施しているかは、「臨時職員等を含む全職員に実施している」が

46.4％、「一部職員に実施している 」が 15.9％、「実施していないが、今後実施を予定」が 13.0％、実

施していない」が 16.8％となっている。「臨時職員等を含む全職員に実施している」「一部職員に実施し

ている 」を合わせ、実施している事業所は計 62.3％である。 

 居宅介護支援では、「実施していない」が 28.8％と高くなっている。通所型・施設型サービス、入所系

サービスでは、「臨時職員等を含む全職員に実施している」がそれぞれ 60.9％、18 事業所中 11 事業所

（61.1％）と高くなっている。 

 

図表：事業所として高齢者虐待研修を実施しているか 
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入所系サービス(n=18)

問32 事業所として高齢者虐待研修を実施しているか【ベース：CM、居サ、施設】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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(4) サービス利用者から介護保険料について受ける質問 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 33 サービス利用者から介護保険料についてどのような質問を受けますか。 

 

 サービス利用者から介護保険料について受ける質問は、「介護保険料が高い」が 24.9％、「介護保険料

の算出根拠がわからない（わかりにくい）」が 19.6％、「質問を受けることはない」が 49.3％となってい

る。 

 居宅介護支援では、「介護保険料が高い」が 50.0％である。 

 

図表：サービス利用者から介護保険料について受ける質問 
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TOTAL(n=357)
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訪問型サービス(n=83)

通所型・施設型サービス(n=92)

地域密着型サービス(n=72)

入所系サービス(n=18)

高齢者支援センター(n=12)

問33 サービス利用者から介護保険料について受ける質問【共通】
【表側】＊問3 サービス種別６区分

(%)
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8. 町田市への要望等 

(1) 町田市に対し、望むこと 

支セ C M 居サ 施設 特養  単一選択 複数選択 

問 34 町田市に対し、望むことは次のうちどれですか。 

 

 町田市に対し、望むことは、「介護保険・予防に関する情報提供」が 52.4％と最も高く、次いで「被保

険者への適正なサービス利用の周知啓発」（39.2％）、「困難事例等のケースの苦情相談」（34.5％）、「研

修・講座等に対するサポート」（33.9％）、「医療に関する情報提供」（31.9％）となっている。 

 サービス種別にみると、居宅介護支援では、「高齢者支援センターの機能の充実」が 40.0％と高くなっ

ている。 

 

図表：町田市に対し、望むこと 

 

 

 

  

n=

介護保険・
予防に関
する情報
提供

被保険者
への適正
なサービ
ス利用の
周知啓発

困難事例
等のケー
スの苦情
相談

研修・講座
等に対す
るサポート

医療に関
する情報
提供

認知症ケ
アに関す
る情報提
供

高齢者支
援センター
の機能の
充実

事業所へ
の指導

その他 特になし 無回答

TOTAL 357 52.4 39.2 34.5 33.9 31.9 29.1 26.1 9.5 7.8 4.2 4.2

居宅介護支援 80 52.5 46.3 35.0 31.3 37.5 21.3 40.0 7.5 7.5 3.8 2.5

訪問型サービス 83 44.6 39.8 33.7 31.3 27.7 21.7 27.7 9.6 7.2 6.0 6.0

通所型・施設型サービス 92 53.3 32.6 30.4 35.9 26.1 33.7 14.1 7.6 5.4 4.3 5.4

地域密着型サービス 72 59.7 31.9 33.3 31.9 33.3 37.5 19.4 8.3 8.3 4.2 2.8

入所系サービス 18 50.0 61.1 50.0 44.4 50.0 38.9 22.2 11.1 16.7 0.0 5.6

高齢者支援センター 12 58.3 50.0 50.0 50.0 33.3 33.3 58.3 41.7 16.7 0.0 0.0

52.4

39.2

34.5 33.9
31.9

29.1
26.1

9.5
7.8

4.2 4.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0(%)



第７期町田市介護保険事業計画 調査報告書 

193 

 

支セ C M 居サ 施設 特養 

問 35 町田市に対し、望むことは次のうちどれですか。 

 

サービス提案 

・総合事業スタートするにあたり、一番の課題は移動手段だと思います。町田市ならではの移動の支援

等検討いただけないでしょうか。（高齢者支援センター：社会福祉法人） 

・ショートステイの稼動率にむらが大きく、平均すると６０％程度である。事業者の責任で空情報を入

力できる町田市のサイトを立ち上げてはどうだろうか。（短期入所生活介護：株式会社） 

・（１）町田市では、「不審者、犯罪」「防災」等のメール配信がありますが、「健康・保健」関係のメー

ル配信もあると重度化への予防、啓発に役立つと思います。（２）市独自の総合支援事業に限り、長年

福祉の担い手として携ってきた方々（例えばかつて東京都指定の福祉事業所に１０年勤めた方）が、

総合支援事業の利用対象者となり、利用した場合、勤めた証を市に持参（提出）すれば、支払いが利

用者負担１０％の戻り（還付金）があるとか…市独自の取組みで介護保険制度の中で何か感謝の意を

市として形にしたらどうかなと思います。（地域密着型通所介護：ＮＰＯ） 

・高齢者支援センターが同じ施設内の同じ事務所にある事が多い。他市町村は別の事が多く、本来の目

的からも、事務所はわけたほうが？（通所介護：株式会社） 

 

介護保険 

・利用者自身が症状が軽度であっても訴えが多いと、施設職員側とすれば自立レベル、要支援レベルで

あっても、主治医や担当ケアマネのさじ加減で要介護の認定を受けている方がとても多く、送迎サー

ビスのあるデイサービスに依存されていると日々感じています。軽度者は市の体育館での運動や民間

フィットネス（カーブスなど）での運動に取り組めるようになると良いと考えますが、自宅前まで送

迎を行ってくれるサービスと保険を使った安価な介護保険サービスに依存されているため、現状デイ

サービスで打ち立てた目標を達成しても（デイサービスを）卒業できていないためとても悩んでいま

す。又家事援助も同様に軽度者で自身でそうじや洗たくができるにも関わらずヘルパーサービスを利

用している方がとても多いです。（地域密着型通所介護：ＮＰＯ） 

・サービスの隙間に埋もれる人が必ず発生するので緊急支援のためのシステムやサービスを充実させて

ほしい。・空屋問題に対して法的な整備をしてほしい。高齢者向けの交通サービスを充実してほしい。

（高齢者支援センター：医療法人） 

・◎サービスを使うことのない人の認定調査は必要ですか？◎住宅改修や、浴槽交換に、介護度等（経

済面）の制限があってもいいのではないかと思います。直後に亡くなったり、施設入所される方や、

他に代用の出来る場合もあります。家族の希望が強く行うこともあり、市で調査して理由書を記入し

ていただいても良いと思います。◎ボランティアの立ち上げ支援。どこで、どの様なことがされてい

るのか明確にして欲しい。元気なお年寄りに、介護保険以外で自分たちで出来ることをもっともっと、

伝えていただきたいです。（居宅介護支援：株式会社） 
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介護予防 

・通所介護、訪問介護で予防給付の利用者を断わる事業所が増えているので、予防給付の利用者の受け

入れ先に困ることのないよう、総合事業の指定を事業者が受けたくなるような報酬設定としていただ

きたいと考えています。介護予防ケアマネジメントの様式は介護予防支援よりも簡略にとご配慮いた

だいたのだと思いますが、３枚つづりの介護予防支援の様式の方が、手間の省ける面があったと思い

ます。また介護予防支援は東京都共通様式でしたので、給付管理ソフトで対応してくれましたが、町

田市独自様式では対応してくれないため、手間がかかることになると予想されるため、介護予防支援

様式の使用も可としていただきたいです。（居宅介護支援：ＮＰＯ） 

 

研修 

・事業所向けの研修のほとんどが夜間帯なので日中開催も検討してほしい。（居宅介護支援：社団法人） 

 

困難事例への対応 

・独居や生活保護の高齢者の方々の支援に困ることがあります。又特に生活保護の方々の受け入れ先が

少なく困ることが多いです。（小規模多機能型居宅介護：医療法人） 

 

市への苦情、市との連携 

・医療保険や介護保険に対しての知識を持って頂きたい。利用者様が直接役所に問い合わせて、誤った

ことを伝えてしまうと、“役所がそう言ったから”とその後、全く訂正ができないケースが何例かあり

大変迷惑致しました。わからないなら、いったん案件を引き取り、関係事業所、機関に問い合わせる

などして下さい。本当に困ります。Ｔｅｌしてくる方は皆が理解してＴｅｌしている訳ではないので

す。一度発してしまうと、ほぼ取り返しがつきません。どうぞ現場の混乱をご配慮頂き、そういう意

味での連携をお願い致します。（訪問看護：株式会社） 

 

施設整備、地域教育 

・認知症の本人や家族が気軽に集えるカフェがあれば、良いと思います。認知症の人の見守りサポート

がもっともっと充実する必要があると思います。地域住民や子供達（学校で高齢者に対する尊敬の思

いや、見守りを行う気持ちの大切さを教育する）が安全の見守りを意識する事で、地域の高齢者が安

全に安心して暮せる地域作りができるのではないでしょうか。（居宅介護支援：社会福祉法人） 

 

事業所経営 

・入浴もリハビリもないデイサービスですが、認知症の進行予防や機能低下の予防につながっていると

自負しています。これ以上介護報酬が減額されると存続することが厳しい状況です。（通所介護：ＮＰ

Ｏ） 
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人材育成 

・離職対策の一環として、職員（介護、看護）本位なケア、施設になりつつある状況にて、ＢＰＳＤの

方の受け入れが年々難しくなってきている。特養の役割在り方に重点を置いた研修を各施設で実施で

きれば、現場職員の意識の変化、受入れ拡大に繋がるのでは？と日々考えています。（短期入所生活介

護：社会福祉法人） 

・高令者の障がいがわかりにくい。・介護保険対象だが２号被保険者に対して提供できるサービスが少な

い。・介護予防、総合事業をマネジメントできる人の養成をし、居宅に委託がないようにする。（制度

的に複雑化してきた為）（居宅介護支援：株式会社） 

 

人材確保 

・町田市さんは、特養に対して介護度が改善した事例に対して施設収入を支援してくださる制度を始め

ていただき、感謝いたします。ただし、現状厳しく、当施設は今期、改善事例の申請は１件もありま

せんでした。・深刻化する職員不足、特に看護職を引きとめるのに必死です。厚労省レベルで人員配置

基準を緩和していただかないと最低限の運営さえできない危機感を感じています。・平成３０年改定で、

介護報酬がこれ以上下がらないことが切なる願いです。職員への給料を増やしたくても限界にきてお

り、若手の応募者がいません。経営していけるのか、危機感と焦りでいっぱいです。（介護老人福祉施

設（特養）：社会福祉法人） 

 

利用者確保 

・開所してから利用者が集まらない。１人ＣＭで地域ケア会議その他の研修など毎回参加して地域を把

握すべく頑張ってはいるつもりだが…高齢者支援センターからのご紹介も少なく、紹介があってもサ

ービスにつながらなかったりで存続の危機がある。（居宅介護支援：医療法人） 
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